
TOYODA GOSEI
REPORT
๛ా߹Ϩϙーτ 2024

〒452-8564 愛知県清須市春日長畑1番地
TEL.052-400-1055
https://www.toyoda-gosei.co.jp/



しٻのՄੑをࢠߴ
ΑりྑいҠ動ͱΒしを
ະདྷʹͭな͙ ձ社。

社是

経営理念

りない創 社ձのไݶ
TG Spirit

豊田合成グループは、仕事に対する共通の価値観として「TG Spirit」を制定しています。 働き方の多様化や価値観が変化していく
中で、国籍・性別・年齢・ライフスタイルなどの異なる世界16カ国・地域で働く約4万名の従業員がチームワークによって総合力を
発揮するために、TG Spiritは大切な拠り所になります。目まぐるしい環境変化の中でも大切にしていきたい、今日まで受け継がれて
きた“仕事を行う上で大切にすべき心構えや考え方”を将来にわたって継承し、持続的な企業の進化と成長を目指します。

お客様が求めるものは何か、
私たちはそこにどう貢献できるかを意識します。

͓٬༷ઢ

͓٬༷ͷཱͰ͑ߟ·͢

Customer Oriented

高い志と目標を掲げ、どんな困難があろうとも、
ひるまず立ち向かう勇気を持ちます。

νϟϨϯδ

͢·νϟϨϯδͯͬ࣋͠Λؾ༐͛ܝඪΛ͍ߴ

Challenge

私たち一人ひとりがTG製品のオーナーだと考えて、
常に当事者意識を忘れないようにします。

ऀࣄҙࣝ

ԿࣄओମతʹΛͯͬ࣋Γൈ͖·͢

Ownership

現地現物現実となぜなぜ5回を実践しながら、
さらに一つ上を目指して、現状を変えていきます。

ͨΏ·͵վળ

͢·ঢ়ʹຬͤͣɺվળΛଓ͚ݱ

Continuous Kaizen

一人ひとりの個性や意見を尊重し、国籍や性別、役職を問わず、
「謙虚な心」を持って相手に接し、お互い学びあう姿勢を忘れません。

ϦεϖΫτ

一ਓͻͱΓͷੑݸҙݟΛଚॏ͠·͢

Respect

チーム内、部門間、豊田合成グループ間で力を結集し、
ONE TGを実現します。

νʔϜϫʔΫ

͢·ॿ͚߹͍ɺνʔϜͱͯ͠͠ʹ͍ޓ͓

Teamwork

私たちは、環境に配慮した製品の提供と工程づくりに
努め、あらゆる企業活動を通じ、社会と連携して環境・資源
を保全し、豊かな地球を未来に残すことに貢献します。

ڥٿɾݯࢿͷอશ
私たちは、労使相互信頼・責任を基本に、一人ひとりの
個性を尊重するとともに、チームワークによる総合力を高め、
活力と働きがいのある企業風土を実現します。

ਓؒੑͷଚॏ

私たちは、仕入先様とのオープンで対等な関係を基本に、
互いに企業体質の強化・経営の革新に努め、グループの
総合力を高めます。

ଓతͳ࣋
私たちは、変化を先取りした研究開発とモノづくり技術に
より、お客様に満足いただける品質・価格で、タイムリーに
商品・サービスを提供します。

͓٬༷ͷຬ

私たちは、良き企業市民として、各国・地域に根ざした
事業活動および社会貢献活動により、経済・社会の発展
に貢献します。

ࣾձͷݙߩ
私たちは、法令の遵守や企業倫理の徹底に向けた体制を
構築し、誠実な事業活動を行います。

దਖ਼ͳ׆ۀࣄಈ
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編集方針

報告対象期間
2023年4月1日～2024年3月31日
（開示内容の理解促進のため、必要
に応じ、過去の取り組みや直近の情
報を記載しています）

報告範囲
原則として豊田合成株式会社、国内
外の子会社および関連会社を合わ
せた豊田合成グループ60社を対象
としています。 （一部の項目は個々に
範囲を記載しています）

発行日
2024年10月 
（前回2023年10月、年1回発行）

免責事項
本レポートの掲載内容には細心の注意を払っていますが、
正確性や更新時期を保証するものではなく、掲載情報の更
新・誤りなどによって生じたトラブル・損失および損害に対
しても責任を負うものではありません。

用語集
ICE ：Internal Combustion Engine（内燃機関）
BEV ：Battery Electric Vehicle（電気自動車） 
HEV ：Hybrid Electric Vehicle（ハイブリッド車） 
PHEV ：Plug in Hybrid Electric Vehicle
  （プラグインハイブリッド車） 
FCEV ：Fuel Cell Electric Vehicle（燃料電池車） 
CASE ：「Connected：コネクテッド」「Autonomous：自動運転」

  「Shared & Service：シェアリング・サービス」
  「Electric：電動化」の頭文字をとったもの

CN :カーボンニュートラル
CE ：サーキュラーエコノミー

本レポートは、株主・投資家をはじめとするステークホルダーのみなさまに、豊田合成グループへの理
解を深めていただくことを目的に制作しました。豊田合成グループの中長期的な価値創造の戦略や取
り組みをご紹介しています。編集にあたっては、IFRS財団が提唱する「統合報告フレームワーク」や、経
済産業省による「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」、内閣府による「知財・無形資産ガバ
ナンスガイドライン」などを参照し、簡潔で分かりやすい誌面づくりに努めています。財務情報・非財務
情報に関するより詳細な内容につきましては当社Weｂサイトの株主・投資家サイトおよびサステナビ
リティサイトをご覧ください。

本レポートの位置づけ

IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�EM�

Webサイト 株主・投資家情報
IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�JS�

決算/有価証券報告書など

財務情報

環境/社会/ガバナンスなど

Webサイト サステナビリティ
IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�

非財務情報

豊田合成レポート
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TOP MESSAGE

”KOBUNSHI”をキーワードに、

新たなモビリティへの対応と

盤石な経営基盤づくりに邁進

CEO 代表取締役社長

ONE TEAM,
ONE TG.

　2023年6月に社長就任後、8月には当社の持続的な
成長・発展に向けて、どのような会社にしていきたいか
を思い描いた、中長期経営計画「2030事業計画」を公
表しました。その後、私はグローバル約4万人の従業員
へその内容の理解・浸透を図るために、国内外のグ
ループ会社を訪問して、対話集会を開催しました。加え
て、11月にはグループ会社のトップら約130名が一堂
に会するグローバルサミットにおいて、経営目標の達
成に向けた戦略や実施事項などについて、多方向によ
るコミュニケーションを通じて本音の議論を行いまし
た。私のこだわりである「対話」を通じて互いの意見や
思いを確認することで、一人ひとりが自分事として捉
え、将来の方向性の意思統一ができたと感じています。
　「2030事業計画」において掲げた目指す姿は、「高分
子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来に
つなぐ会社」です。当社は、トヨタグループの母体にあっ
たゴム研究部門から祖業のゴムや樹脂などの「高分子」
材料技術の基礎を受け継いでいます。その「高分子」の、
形を変えたり結びついたりを巧みに操る工法技術や、
設備・金型技術などのモノづくりを磨くことで成長して
きました。強みである「高分子」をさらに磨き、事業成長
の基盤として、より強固なものにしていきたいと考えて
います。加えて、これまでの事業で培ってきた「高分子」
の概念を人や組織にも当てはめて、「高分子型組織」と
いう新たな指針を掲げました。一人ひとりの個性を大
切にする、しなやかな組織づくりを通して経営革新を実
現したいという、私の強い思いが込められています。
　私は長らく人事に携わってきました。人と組織は企
業力そのものであり、この土台をしっかりと築き上げる
ことが会社づくりの基本であると考えています。対話集
会においても、随所で「高分子型組織とはどんな組織
か？」という質問を受けました。私は敢えて答えを言わ
ず、役割や立場に鑑みて、「自ら考えて行動」して欲しい
と伝えています。併せて、「一人ひとりを大切にし、相互
に刺激し合って反応を起こすことが組織強化につなが
る。そして、そのための要諦は『対話』である」と説明を
してきました。現在、米州、インド、アセアンをはじめ複
数の国内外組織で対話活動を進めています。一例とし
て、「Break down silos（組織の壁を打ち破ろう）」を
スローガンに、地域の壁を越えた高分子的な活動が始
まっています。今後も、各本部や地域での独自の活動が
より一層広がっていくことを期待しています。

〈環境変化〉
　自動車業界全体を取り巻く事業環境は、BEVをはじ
め大きく、急速に変化しています。中資系カーメーカー
が急成長し、中国域内を中心にBEVシェアを大きく伸
ばす一方で、日系カーメーカーが生産量を落としてい
る状況にあります。我々はBEV先進国において躍進す
る中資系カーメーカーへの拡販に挑みながら、既存ビ
ジネスの将来を見据えつつ、生産規模の最適化を図る
ことで、経営資源を効率的に活用し、競争力の強化へ
とつなげていきます。また、直近ではBEVの売れ行きは
一旦落ち着きを見せていますが、長期的にはグローバ
ル全体でBEVの普及は堅調に進んでいくと考えていま
す。これに併せて、主要顧客の日系カーメーカーも、
BEVの成長戦略を打ち出してくることを信じ、私たちは
強みである確かな品質と安全性、高度な製造技術や環
境技術など、モノづくり力を強化することで、日系カー
メーカー、さらには日本の自動車産業全体を支えるグ
ローバルサプライヤーを目指していきます。そのために
は、私がこだわっている経営マネジメントの変革は重要
です。一昨年より、高分子型組織を基盤に、戦略的な事
業展開を実現すべく、グローバル重点機能を中心に
CxOを配置しました。そして、その戦略を迅速かつダイ
ナミックに展開できるように、日本一極型からグローバ
ル多極化を提唱し、地域自立化を目指して権限の一部
委譲をするとともに、「センターオブエクセレンス
（Center of Excellence）」を推進してきました。

〈海外各地域の推進〉
　各地域の市場に応じた迅速な製品開発と顧客提案
ができる体制を整備することが競争力の鍵になると考
えています。BEVで先行するカーメーカーへの対応や、
成長著しいインド市場では、従来よりはるかに素早い
対応が必要です。加えて、地域ニーズに合った開発が求
められます。昨年末から、「グローバル技術会議」を新
設し、CTOとCSMOが連携しながら各地域が主体とな
り、地域拡販に向けた販売や技術戦略を具体化してい
ます。この取り組みを通じて、地域間の技術連携を強化
し、スピード感ある施策を実行しています。

「対話」から始まる変革 スピードと地域の自立が
成長のカギ
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॥ΛαϓϥΠνΣʔϯશମͰߏங͍͖ͯ͠·͢ɻ࣭
ٕज़ֵ৽ͳͲͷڝ૪ྖҬʹ͓͚Δ׆ಈͱฒͯ͠ߦɺ
ௐྖҬڠ͚ͨʹஙߏճऩͳͲͷࣾձγεςϜͷݯࢿ
ʹऔΓΈͳ͕Βɺૉɾ॥ࣾܕձͷݙߩΛ
ɻ·ͨɺ$/࣮現ͷ͢·͖͍ͯ͠ٻଓతΛ࣋ɺ͠ࢦ
伴ͱͳΔਫૉʹؔͯ͠ɺԤभถࠃΛ͡Ίɺਫૉڙ
ԉ্ཱ͕ͪࢧͳਫૉͷ࣮نͷ֦େͳͲେڅ
͕͍ͬͯ·͢ɻͦ ͷதͰɺ日ຊͰࠓ年10月 ʮʹਫૉࣾ
ձਪਐ๏ʯ͕ Ε·͢ɻ͜͞ߦࢪ ΕΛػܖʹɺਫૉɾ
༌ૹͳͲͷڀݚ։ൃΠϯϑϥඋɺਫૉͷར׆༻͕
ҰؾʹՃ͢Δ͜ͱΛظ͍ͯ͠·͢ɻಛʹɺਫૉࣗಈ
ंʹ͍ͭͯɺΠϯϑϥඋίετ໘ͱͷ݉Ͷ߹͍͔
ΒՔಇ͕۠ؒൺֱత໌֬ͳେܕ༻ं͕͚ઌ͢ߦ

ΔͷͰͳ͍͔ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻࣾɺτϤλࣗಈं
ͷ೩ྉిࣗಈं.*3"*$+15（$PNNFSDJBM �
+BQBO�1BSUOFSTIJQ�5FDIOPMPHJFT）ͷࣾձ࣮ূं
ͭʹΓɺड͓ͯ͠࢈ѹਫૉλϯΫΛੜߴʹ͚
ͳ͕ΔΑ͏ٕज़ֵ৽ʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ現在ɺࠃ֎
͔Β͍߹ΘͤΛड͚͓ͯΓɺ࣋ଓతͳΛ͑ࢧΔ
ɻ·ͨɺ͢·͍ͯ͡ײͷபͱ͢Δखͨ͑͝Λۀࣄ
ࣗಈंҎ֎Ͱɺػۀ࢈ցɺધഫɺమಓͳͲ͔ΒͷҾ͖
߹͍͋Γɺ202�年�月ʹࠃॳͷਫૉΤωϧΪʔ
Λ٬ཱྀͨͬધʹ͞ࡌΕɺ࣮ ༻Խ͞Ε·ͨ͠ɻਫૉλ
ϯΫۀࣄૉࣾձͷ࣮現ʹ͚ͨॏཁͳྖۀࣄ
ҬͱҐஔ͚ͮɺ෯͍ఏڙΛ௨ͯ͡ɺࣾ ձͷՁ
ఏڙΛ͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

（品質への姿勢）
ɹࠃΧʔϝʔΧʔʹΑΔೝূਃͰͷෆਖ਼ߦҝ͕
ൃ֮͠ɺͱͳ͍ͬͯ·͢ɻࣾʹ͓͍ͯɺաڈΛ
ḪΓௐࠪͨ݁͠Ռɺೝূʹ͔͔ΘΔෆਖ਼͋
Γ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺ͜ ͏ͨ͠ෆਖ਼ߦҝΛݟฉ͖͢Δͨͼ
ʹɺԿͰ͍ݴ߹͑Δ৺ཧత҆શੑͷ͋Δ৫෩
ରͷॏཁੑΛ͡ײ·͢ɻࡢ年ͷࣗಈंۀքͰͷෆਖ਼
Λड͚ͯɺ֤ ຊ෦͕ݧࢼධՁੑධՁΛ͡
Ίɺ๏ؔن࿈෦Ͱಇ͘ैۀһͱ現現ͰࠔΓࣄͷ
ώΞϦϯάΛ͏ߦͱͱʹɺࣗࢲैۀһͷօ͞Μͱ
ͷରձΛ։͠࠵ɺຊԻʹΑΔسጨͷͳ͍ࢁͷҙݟ
Λฉ͘͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻͦ ͷதͰɺݧࢼઃඋͷ
೦ͳͲͷ͕͕͋ΓɺݒԽධՁϓϩηεʹؔ͢Δٺ
͜ΕΛ࿑ҰମͰର͡ߨʹࡦɺޮ Ռͷ֬ೝΛਐΊ͍ͯ
·͢ɻ͜ ͷ׆ಈܧଓͨ͠औΓΈ͕ඞཁͩͱͯ͡ײ
͓Γɺࠓ年ʹೖ͔ͬͯΒʮ෩ҙ͕ࣝมΘͬͨ
͔ʁʯʮ৽ͨͳ՝ࠔΓ͕ࣄແ͍͔ʁʯͳͲΛฉ
ޙࠓɻ͢·͍ͯ͠ࢪձͱͯ͠ɺ2८ͷରձΛ࣮ػ͘
ɺै ৺ͯ͠ಇ͖ɺΑΓ҆ͯͬ࣋ΓΛތһͷօ͞Μ͕ۀ
ྑ͍࣭Λ͓٬༷ʹಧ͚ΒΕΔ࣮ͳۀاͰ͋Γଓ͚
ΔͨΊʹɺ৬ڥͷվળʹ͚ͯɺର׆ಈΛܧଓ
తʹऔΓΜͰ͍͘ͱͱʹɺ̓ શͱ࣭ʹඞཁͳࢪ
ɻ͢·͍ࢥͱ͓ۚΛ͔͚͍͖͍ͯͨͱؒ࣌ʹࡦ

（サステナビリティへの取り組み）
ɹͪͨࢲͷڧΈͰ͋ΔߴࡐࢠྉɺੴԽ༝དྷͷݯࢿ

Λར༻͍ͯ͠ΔͨΊɺݯࢿͷׇރԹࣨޮՌΨεʹΑ
ΔٿԹஆԽͷݪҼͷҰͭͱ͞Ε͓ͯΓɺڥ
ͷӨ͕ڹ͞ࢹΕ͍ͯ·͢ɻࣾɺ2030ܭۀࣄըͰ
ΔʮૉʯΛ͞Βʹલਐͤ͞ΔͨΊɺείʔϓ1ɾ͛ܝ
2ʹ͓͚ΔΧʔϘϯχϡʔτϥϧͷୡඪظ࣌Λɺै
དྷͷ20�0年͔Β2030年ʹલ͠͠·ͨ͠ɻ
ɹԹࣨޮՌΨεɺओʹܗృɺΊ͖ͬͳͲͷ
ఔ͔Βഉग़͞Ε·͕͢ɺ͝ͱʹߏ෦ɾఔ୯
ҐͰ$02ഉग़ྔͷ͑ݟΔԽΛ͍ߦɺ࠷ޮՌతͳ$02

ഉग़ݮΛࡐྉɺఔɺઃඋͷண؟͔ΒΞϓϩʔν
͍ͯ͠·͢ɻಓͳলΤω׆ಈʹՃ͑ͯɺੜٕ࢈ज़ֵ৽
ΛਤΔ͜ͱͰɺඪୡʹ͚ͯάϩʔόϧҰؙͱͳ
ΓऔΓΜͰ͍͖·͢ɻ·ͨɺڥʹର͢Δࣾͷҙࣝ
ߴ·͓ͬͯΓɺࣾ һ͔Β৽ͨͳϏδωεఏҊΛืΔϏ
δωεΞΠσΞίϯςετͰɺڥྀܕϏδωεͳ
Ͳͷ͞·͟·ͳۀࣄΞΠσΞ͕ੜ·Ε͍ͯ·͢ߴɻ ࢠ
ٕज़Λ͡ΊࣾͷίΞٕज़Λڥอશͱ༗ػతʹ
݁߹ͤͯ͞ɺۀاʹͭͳ͛ΒΕΔΑ͏ͳల։Λ
ਤ͍͖͍ͬͯͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
ɹւ֎ҬΛத৺ʹ͞ΒͳΔΛ͍ͯ͘͠ࢦࣾ
ʹͱͬͯɺάϩʔόϧਓࡐϚωδϝϯτ͔ܽͤ·ͤ
ΜɻάϩʔόϧͰ�ສਓͷࣾһ͕在੶͓ͯ͠Γɺͦ ͷ
͏ͪ�ׂւ֎ҬͷφγϣφϧਓࡐͰ͢ɻͦ ࠓͯ͠
࠷ɻҰਓͻͱΓ͕͢·͖͍ͯͬ·ߴΒʹͦͷൺ͞ޙ
େݶͷྗΛൃشͰ͖ΔΑ͏ɺਓࡐϙʔτϑΥϦΦʹͮج
͍ͨମ੍ͮ Γ͘ͱซͤͯɺφγϣφϧελοϑͷװ෦ਓ
ҭʹ͜Ε·ͰҎ্ʹྗ͍͖ͯ͠·͢ɻҬͷࣗࡐ
ཱԽΛਤΓͳ͕ΒɺকདྷతʹφγϣφϧελοϑΛத
৺ʹҬϚωδϝϯτମ੍Λߏங͢Δ͜ͱͰɺਝͳ
ҙܾࢥఆʹΑΔѹతͳεϐʔυ͋ײΔۀࣄӡӦΛ
ɻ͢·͠ࢦ
ɹ·ͨɺࣾࣗಈं෦ۀࣄͷٕज़ɺɺൢ ചܦ
த৺ͷͨΊɺ͕ͦࡐΛͱʹҭͬͨਓݧ ͷΛϒϨʔ
Ϋεϧʔ͢ΔΑ͏ͳ৽͕͋ݧܦۀࣄنΔਓࡐɺ͞ Βʹ
%9ਪਐݧܦͷ͋Δਓࡐෆ͍ͯ͠Δͱ͍ͯ͡ײ
·͢ɻͦ ͷͨΊɺ͕ࣾग़͢ࢿΔίʔϙϨʔτɾϕϯ
νϟʔɾΩϟϐλϧ（$7$）Λ௨ͨ͡ɺਓࡐҭࣾһ
ͷߦಈม༰ʹظΛ͍ͯ͠·͢ɻ現在ɺࣾίΞٕज़
ͱͷγφδʔ͕͍ߴेࣾͷελʔτΞοϓʹग़͠ࢿ
͍ͯ·͢ɻΠϊϕʔγϣϯΛ͢ࢦ৽ۀاڵʹग़ͨ͠
ࣾһɺͦ ͜ͰͷݧܦΛ͔ͯ͠׆ࣾͷࣄͷํ
෩վֵͷىരࡎʹͳͬͯΒ͍͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
·ͨ202�年�月ΑΓɺ৽ۀࣄ%9ʹؔ͢ΔεΩϧΛ࣋
ͭࣾ֎औకΛ৽ͨʹ3໊બ͠·ͨ͠ߴɻ ͱ࠲ࢹ͍

誠実な企業であり続ける
ために

さらなる企業成長に向けた
「提供価値」

ONE TEAM, ONE TG.の掛け声とともに 2030事業計画の実現を誓う 

若手社員との対話会を開催し、忌憚のない意見交換を行った
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ઐతݟʹͮ͘جΞυόΠεΛ͍͍͓ͨͩͯΓɺ
ಜɾॿݴΛ;·͑ͯҰͷਐԽΛ͛ͯ·͍Γ·͢ɻ
ɹΨόφϯεʹؔͯ͠ɺ$Y0ϛʔςΟϯάͰͷ͕ٞ
ҙܾࢥఆͷલ͖͞ػΛൃ͓ͯ͠شΓɺձࣾͱͯ͠ͷ
ҙܾࢥఆεϐʔυ͕֨ஈʹ͘ͳ࣮͕ͬͨ͋ײΓ·͢ɻ
ɹίʔϙϨʔτΨόφϯεͷཁͰ͋Δऔకձɺࠓ年
�月ʹऔక10ਓͷ͏ͪΛࣾ֎औకʹ͢Δߏ
ͱݟ͠·ͨ͠ɻࣾͰ͕ݧܦͰ͖ͳ͍ଟ༷ͳόο
ΫάϥϯυΛ༗͢Δࣾ֎औక͕औకձͷΛ
ΊΔ͜ͱͰɺٞ ͷࢹ͕͍͕ͯͬ·͢ɻ͢ Ͱʹࣔ
ࠦʹΜͩ͝ࢦఠɾ͝ ҙݟΛଷ͍ͯ͠·͕͢ɺࣾ ֎औ
కͷํʑʹɺࣾͷཧղΛ͞ΒʹਂΊ͍͚ͯͨͩ
ΔΑ͏ʹੵۃతͳใͷఏڙɾڞ༗ਤ͍͖ͬͯ·͢ɻ

ɹࣗಈंۀքେ͖ͳมֵظΛܴ͍͑ͯ·͢ɻՃ͑ͯɺ
ਓͷՁ؍ͷมԽɺڥɾࣾ ձ՝ͷਂࠁԽɺֶ
ϦεΫͳͲɺઌ͕͖ߦෆಁ໌Ͱ༧ଌࠔͳঢ়͕گଓ͍
͍ͯ·͢ɻ͜ ͏ͨ͠தͰɺ࣋ଓతʹ͚ͯɺച্
ऩӹ1�2ஹԁɺӦۀརӹ1000ԯԁɺӦۀརӹ�ˋҎ
্ɺ30&10ˋҎ্ͷܦӦඪΛ͍ͯ͛ܝ·͢ɻͦ ͷ
ඪୡʹ࠷͚ͯॏཁʹͳΔͷ͕ɺ#&7ΛؚΊͨ৽
͍͠ϞϏϦςΟͷରԠͰ͢ɻࠓ年৽లࣔձ
ւ֎ڌͰͷ13Λੵۃతʹ͍ߦɺࠃ֎ͷΧʔ
ϝʔΧʔ͔Β։ൃʹର͢ΔධՁஊػձΛଟ
͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻಛʹɺւ֎֤Ҭͷ現ϝʔ
Χʔͷ֦ൢॏࡦࢪͷҰͭͰ͋Γɺ͜ Ε͔Βࢢ
ʹग़Δࣗಈं͚ͷ৽نडॱௐʹਐΜͰ͍·͢ɻ
Ҿ͖ଓ͖ɺ৽نΧʔϝʔΧʔΛؚΉଟ༷ͳ͓ߴʹ٬༷
ٕࢠज़Λ͔ͨ͠׆ࣾΛఏҊ͠ɺʮ߈Ίʯͷઓ
Λܧଓ͠·͢ɻ
ɹޙࠓɺ#&7։ൃ͕Ճ͢ΔதͰɺ͓ ٬༷͔ΒΑΓ۩
ମతͳ͝ཁ͕ͤدΒΕΔͷͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻઌӶٕ
ज़Λ͢ࡌΔ#&7ैདྷͷ೩ंؔػͱൺͯίετ
ΔͨΊɺϢʔβʔ͕ຬͰ͖ΔΫϧ͋ʹͳΔ͘ߴ͕
Ϛͮ Γ͘Λ͑ߟΔͱɺՃՁ্ͱίετݮͷཱ྆
͕ॏཁͰ͢ɻྫ ͑ɺϑϩϯτϞδϡʔϧͷҰମԽʹΑ
Γɺ೩අͷ্ं྆ੑͷ্࣮͕現Ͱ͖Δ͚ͩͰ
ͳ͘ɺΧʔϝʔΧʔଆͷఔͷ؆ศԽઃܭϓϩ
ηεͷݮʹͭͳ͕Γ·͢ɻ·ͨɺΤϯδϯԻ͕ͳ͍
#&7֎෦ϊΠζ͕ฉ͑͘͜͢ͳΔͨΊɺ੩ॗੑػ

ͷχʔζ͕ߴ·Γ·͢ɻ͜ ͏ͨ͠มԽʹԠͨ͡
ՃՁͷ͚ͯʹ্ɺ*1-Λ׆༻ͨ͠ࡒઓུΛਪ
ਐ͠ɺڝ߹ઌͱͷࠩผԽॏɺ࠷దͳظ࣌Λݟ
ɻ͢·͍ͯ͑ߟΊͳ͕Βɺ։ൃΛਐΊ͍͖͍ͯͨͱۃ
ɹҰํɺίετݮʹؔͯ͠ɺϞϊͮ͘Γͷֵ৽͕ॏ
ཁͰ͢ɻಛʹɺੜ࢈ఔͷࣗಈԽɾεϚʔτԽɺά
ϩʔόϧͰͷਓ֬ࡐอͷ͠͞ʹରԠ͢Δࡦࢪʹͳ
Γ·͢ɻ202�年ͷઃඋࢿ�00ԯԁͱɺै དྷΑ
Γ100ԯԁఔ૿ֹͱͳΓ·͕͢ɺਓһஔͷ࠷ద
Խɺ*P5ͷ׆༻ʹΑΔෆྑͷཁҼղੳͷਝԽɺੜ
ϦʔυλΠϜͷॖɺ͞࢈ ΒʹΤωϧΪʔ༻ྔͷ
ݮͳͲʹΑΔޮՌͰेʹ͕ࢉ࠾߹͏ͱࠐݟΜͰ͓
Γɺকདྷʹ͚ͨઌߦࢿͱͯ͠ੵۃతʹ࣮͍ͯ͠ࢪ
͖·͢ɻ
ɹୈֵ໋ۀ࢈࣍�ͱݴΘΕΔதͰߴɺ ͳٕज़Λ׆༻
ͨࣗ͠ಈԽɺڝ૪ྗΛߴΊΔॏཁࡦࢪͰ͋Δͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻλΠڌͰɺૣ ͔͘Β࿑අߴಅʹඋ͑
ͯɺ͔ Β Γٕ͘ज़ͱڠಇϩϘοτΛ׆༻ͨ͠ൺֱత҆Ձ
ͳࣗಈԽʹண͠ɺτϥΠˍΤϥʔΛ܁Γฦ͠ͳ͕Βண
࣮ʹٕज़ɾϊϋͷੵΈॏͶͱਓͮ͘ΓΛਐΊͯɺྗ
Λ͖͑ͯ·ͨ͠ɻࣾ͜ΕΒΛʮ͍ࣗݡಈԽʯͱশ͠
ͯάϩʔόϧల։͠ɺϞϊͮ Γ͘ͷྗΛ͞Βʹ͍ڧ
ͷʹ͘͢׆ಈΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ͜ ͷ׆ಈɺ現φ
γϣφϧελοϑͷཱࣗͨ͠औΓΈΛάϩʔόϧ
ө͍ͤͯ͞ ʮ͘ηϯλʔΦϒΤΫηϨϯεʯͷత
ͳऔΓΈͱͯ͠ɺάϩʔόϧͳଟۃԽܦӦͷૅͱ
͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ2030ܭۀࣄըͷ伴ΛѲΔॏҬɺݎௐͳ
Λ͍͛ͯΔถभҬͩͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻকདྷతͳࣗಈ
ंൢചͷେ෯ͳ૿ՃࠐݟΈͮΒ͍Ͱ͕͢ɺଞࣾ
Λ্ճΔ2$%（࣭ɺίετɺೲظ）ʹ ΑΔՃՁఏ
ҊʹΑΓɺ(.ɺϑΥʔυɺεςϥϯςΟεͱ͍ͬͨστϩ
Πτ3͚ͷϏδωε֦େʹɺண࣮ʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ·ͨɺΠϯυࢢਓ૿ޱͱൃࡁܦలʹ͍ɺকདྷ
తͳࢢ֦େ͕ظͰ͖·͢ɻࢢҎ্ͷۀࣄΛ
ͯ͠ࢦɺλΠൃͷʮ͍ࣗݡಈԽʯΛ׆༻ͨ͠ɺੜੑ࢈ͷ
૿ରԠ͕ॏཁʹͳΓ·͢ɻ͍͞ߴ Βʹɺ現ϝʔΧʔ
ͷ֦ൢɺಛʹ5"5"Λ͡Ίͱ͢Δۀاͷఏ
Ҋɺ.BLF�*O�*OEJBΛԼ͑͢ࢧΔ現ௐୡͷਪਐ
ෆՄܽͰ͢ɻ·ͨɺΠϯυަ௨ࢮނࣄऀ͕ඇৗ
ʹଟ͘ɺࣗ ಈंͷ҆શҙ͕ࣝߴ·͍ͬͯ·͢ɻࣾͷ
ηʔϑςΟγεςϜͷχʔζ͞Βʹߴ·Δ͜ͱ͕
༧ଌ͞ΕΔͨΊɺܭըతͳࢿɺ֦ ுɺਓࡐҭΛਐΊ
͍͖ͯ·͢ɻ

ɹҰํɺதࠃͰࡁܦͷಷԽ͕Ө͠ڹɺधͷॖ
খΧʔϝʔΧʔ֤ࣾͷՁ֨ڝ૪͕ܹԽ͍ͯ͠·͢ɻ
কདྷతʹதࢢࠃͰۀاͷ౫ଡ͕ਐΉͱ༧ଌ͞Ε
͍ͯΔͨΊɺ日ܥΧʔϝʔΧʔͷதࠃઓུͷಈʹ
ϦεΫʹඋ͑ͨޮత͔ͭॊೈͳੜൢݮͳ͕Βɺ͠ࢹ
ԽʹΑڧஙΛਐΊ·͢ɻ·ͨɺΞϥΠΞϯεߏମ੍ͷ࢈
Δٕज़ྗͱରԠྗΛߴΊɺੑͷ͍ߴதܥࢿΧʔ
ϝʔΧʔͷ֦ൢΛਪਐ͍͖ͯ͠·͢ɻ

ɹ2023年ɺओཁ٬ސͷੜ࢈૿ͳͲʹΑΔ૿
ऩʹΑΓɺॳΊͯച্ऩӹ1ஹԁʹ౸ୡ͠ɺӦۀརӹ
���ԯԁͷաߴ࠷ڈӹΛه͠ɺӦۀརӹ��3�
ͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺ2030ܭۀࣄըܦ�ӦඪͰ͛ܝΔӦۀརӹ
��Ҏ্ʹ͚ͯɺۀࣄɾҬ͝ͱʹ30*$Λҙࣝ͠
ͨͷੵۃࢿΛਤΓͳ͕Βɺऩӹͷ
վળΛฒͤ͞ߦɺۀࣄϙʔτϑΥϦΦͷసΛਤͬͯ·
͍Γ·͢ɻ·ͨɺॏۀࣄɾҬͷ࣋ଓతʹ͚
ͯɺڀݚ։ൃਓతࢿຊͷڧࢿԽɺ.ˍ"͓Αͼ
ΞϥΠΞϯεͳͲͷઓུతࢿΛ͍ߦɺܦӦඪͷୡ
Λ͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ɹגओؐݩɺै དྷͷੑ30�Ҏ্ͱͨ͠ࢦΛ
վΊɺ2023年͔Β%0&（גओࢿຊ）2���
ΛԼݶඪͱͯ͠ઃఆ͠·ͨ͠ɻޙࠓɺ2023年11月
ओגಈతͳՃػͷऔಘΛؚΊɺࣜגݾࣗͨ͠ࢪ࣮ʹ

ΛैདྷҎ্ຊޮͷࢿɻ·ͨɺ͢·͖͍ͯͬߦΛݩؐ
্ʹҙࣝ͠ɺגओࢿຊίετΛ্ճΔגओ૯རճΓ
（543）Λظత͔ͭ҆ఆతʹ࣮現͍͖͍ͤͯͨ͞ͱ
ɻ͢·͍ࢥ

ɹۀ��प年Λܴ͑ɺࣾͷྺ͔࢙Β現在ɺͦ ͯ͠ະ
དྷΛݟͯ͠ɺࣾ ʹब͕ͨ͠ࢲͳ͖͢͜ͱԿ
ͳͷ͔Λ͑ߟͳ͕Βɺ͖ͬͯͨ1年Ͱͨ͠ɻͪΖΜ
ࣾͷͱͯ͠ɺۀࣄΛɾൃ లͤ͞Δ͜ͱඇৗ
ʹॏཁͰ͢ɻ͠ ͔ͦ͠Ε͚ͩͰेͰ͋Δͱ͍ࢥ·
ͤΜɻࣗ ಈंۀքͷෆਖ਼Λͯݟɺ̓ શͱ࣭Λ
࣠ͱͨ͠ܦӦج൫่͕ΕΔ͜ͱʹͳΕɺͦ Εۀا
ͱͯ͠ͷଘଓةͿ·Ε·͢ɻকདྷʹΘͨΓ͕ࣾ࣋
ଓతʹɾൃ లΛ͛ΒΕΔΑ͏ʹɺࢲͷ໋ɺܦ
ӦਞΛ͡Ίࣾһͷօ͞ΜͱͷରΛେʹ͠ɺͱ
ʹ໌֬ͳϏδϣϯΛڞ༗͠ͳ͕ΒɺมֵΛڪΕͣઓ
Λଓ͚͍ͯ͘͜ͱͰ͢ɻͦ ͷதͰɺϦʔμʔͱ͔ͯ֬͠
ͳಓےΛࣔ͠ɺ࣍ͷੈྗ͘ڧότϯΛ͍ͯ͘͜͠
ͱ͕ࢲͷͰ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻεςʔΫϗϧμʔ
ͷΈͳ͞·ʹɺมΘΒ͵͝ࢧԉΛࣀΓ·͢Α͏ɺΑΖ
ਃ্͛͠·͢ɻ͍ئ͓͘͠

「2030事業計画」達成に
向けて

$&0 ද取締役社
������݄

企業価値向上に向けて

ステークホルダーのみなさまへ
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数字でわかる豊田合成

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、
開発・設計、調達、生産、販売に関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、
機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

75年

創業

1934年に豊田自動織機内でゴム研究部門が設置、
1949年に前身となる「名古屋ゴム」が誕生。
70年以上もの間、ゴム・樹脂技術を中心に社会へ価値を提供しています。

（2024年6月26日時点）

このデータは2024年3月期または3月末時点

（2024年10月2日時点）

7111 億
円兆

売上収益（IFRS）

顧客別売上比率 海外売上比率

67.1%

A+
信用格付（R&I）エアバッグシェア

18%世界

※2024年3月時点当社調べに基づく

グローバルシェアの約9割を当社を含む4社で占めており、
当社は常にトップ4に入っています。

事業領域別売上収益

トヨタ
グループ

68%

11%

21%

外資カー
メーカーなど

日系カー
メーカー

2019

 

10,000

 

8,000

 

6,000

 

4,000

 

2,000

 

0
2020 2021 2022 2023 （年度）

8,129
7,214

8,302

9,518

10,711億円

拠点数

従業員数（グローバル）

60社

38,951名

内外装部品 セーフティシステム製品

機能部品 ウェザストリップ製品

地域別売上収益（2024年3月期）

4,434
億円

日本1,143
億円

中国

345
億円

インド

1,365
億円

アジア

360
億円

欧州・
アフリカ

1,195億円

1,768億円

3,964億円

3,783億円

3,973
億円

米州
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ゴム・
樹脂分野の
知見

新規
事業開発の
経験

グローバル
ネットワーク

事業の進化と価値創造の歴史

創業以来培ってきたゴム・樹脂分野における独自の技術力を活かしたモノづくりを通じて、
時代のニーズに応え、世界に新しい価値を提供しています。

豊田喜一郎氏のDNAを継承しゴム・樹脂部品を開発

設立 ～ 1970年代 1980年代 ～ 2000年代

　1930年代後半、豊田自動織機製作所の自動車部内に、ゴ
ム部品の重要性を感じていた豊田喜一郎氏がゴム研究部
門を設置しました。それが豊田合成（以下当社）のルーツと
なりました。喜一郎氏は後にトヨタ自動車を創業します。喜
一郎氏の研究への情熱は、1949年に設立された名古屋ゴ
ム株式会社へと引き継がれました。
　1950年代、名古屋ゴムは自動車用ゴム部品の開発・生産
に力を注ぎ、自動車用の油圧ブレーキホース製造で国内初
のJIS認定工場となりました。また従来は硬質ゴム製であっ

たハンドルの樹脂化に挑戦。1954年には射出成形加工に
よる樹脂製ハンドルがFA型トラックで採用となり、続いてト
ヨペット・クラウンにも同工法による樹脂製ハンドルが搭載
されました。 
　1960年代以降、国内自動車産業の発展とともに、名古屋
ゴムは事業を拡大。1967年には射出成形による樹脂部品
を生産する稲沢工場を新設、その後も尾張エリアを中心に
生産拠点を拡充。1973年には現在の豊田合成株式会社に
社名変更をしました。 

研究・開発に尽力しグローバル企業へと成長 
　トヨタグループの一員として、当社が開発・生産する自動
車用のゴム・樹脂部品は1980年代以降さらに多分野へと
広がりました。
　当社は高分子メーカーとして開発型の企業を目指し、
1995年には北島技術センター、2009年には美和技術セン
ターを設立し、開発力を強化してきました。
　また、異業種分野にも目を向け、自動車部品事業で培わ

れた薄膜形成技術に基づき、1986年からは開発が困難と
されていた青色LEDの研究に挑戦し、1995年に量産化を
達成しました。 
　一方、1980年代末まで海外市場では台湾、北米の4社体
制でしたが1990年代に海外進出を加速。北米、アジアに続
き、豪州、欧州、中南米、アフリカにも展開し、今では国内外
60社へと拡大しグローバル企業へと成長しています。 

2010
軽量オープニングトリム
ウェザストリップ

2017
大型ラジエータグリル

2019
樹脂ターボダクト／
バッテリーケース

1950
ウェザストリップ

1961
ピストンカップ

1954
樹脂射出ハンドル

2008
樹脂フューエルフィラー
パイプ

2003
ミリ波レーダ対応
エンブレム1998

カーテンエアバッグ

2013
豊田合成東日本（株）設立

2013
GDBRインダストリア
コメルシオ（有）設立

1989
TGミズーリ（株）設立

1999
豊田合成
ノースアメリカ（株）設立

1995
北島技術センター設立

2000
豊田合成ヨーロッパ（株）設立

2001
豊田合成アジア（株）設立

2006
豊田合成（上海）
管理（有）設立

1949
トヨタ自動車工業の
ゴム部門を母体に
「名古屋ゴム（株）」設立

2008
豊田合成
ミンダインディア（株）設立

2009
美和技術センター設立

1977
米国事務所設立
（イリノイ州）

1957
春日工場稼働

1967
稲沢工場稼働

1973
「豊田合成（株）」に改称

1976
森町工場稼働

1980
本社を現所在地
（愛知県清須市）に移転

1982
尾西工場稼働

1953
ブレーキホース

1977
等速ジョイントブーツ

1982
遮音性ガラスラン

インストルメントパネル
1974

1989
運転席用エアバッグ

1997
ゴムリサイクル技術

1982
樹脂フューエル
フィラーキャップ

世界
初

世界
初

世界
初

世界
初

2010
GaNパワー
半導体の
研究開始

2019
e-Rubberを用いた心臓手術
シミュレータ「SupeR BEAT」を
EBM社と開発

2007
e-Rubberの
研究開始

1991
青色LED開発の
成功認定

世界初！青色LEDの開発 
優れた省エネ性能により環境にやさしい光源と
して応用分野が広がるLED。LED製品の実現を
可能にしたのが、1990年代の青色LEDの実用
化である。1986年、豊田合成は名古屋大学工学
部の赤﨑勇教授の指導と豊田中央研究所の協
力を受けて、窒化ガリウム（GaN）をベースとし
た青色LEDの開発に着手、1991年に成功認定
を受けた。不可能とされた青色LEDの開発。世
界初となる挑戦は不安と苦労の連続だった。

樹脂射出ハンドルへの挑戦
1952年、主要顧客であるトヨタ自動車工業の提言を受
け、当社は米国ワットソン・スチルマン社製48オンス射
出成形機を導入。トヨタ自動車工業からの資金援助を
得てもなお過大な投資となる射出成形の導入を危ぶむ
声もある中、社運をかけて取り組み、設備の稼働に成
功。「自動車部品の樹脂化時代」の幕開けとなった。

1986
青色LEDの研究開始

射出成型機

豊田自動織機
製作所 
ゴム研究部門

世界
初

エアバッグ開発への挑戦 
国内エアバッグでトップシェアを誇
る豊田合成。ハンドルを製造してい
る流れでエアバッグを手掛けるよう
になった、と思われがちだが、実際
にはトヨタ自動車初のエアバッグと
いう新たな商権をめぐり、「いち早く
エアバッグを開発すべきだ！」とい
う危機感から、熾烈な開発競争に果
敢にチャレンジした結果である。

樹脂ターボダクト／

20101949 1960 1970 1980 1990 2000 
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事業の進化と価値創造の歴史／私たちの競争優位性

2022
CNF強化
プラスチック

2023
小型ワイヤレス
充電ホルダ

2020
超大型スピンドル
グリル

高圧水素タンク

2023
発光機能つきミリ波
エンブレム

2023
トップコートレス 
ホットスタンプグリル

高圧水素タンク高圧水素タンク

2020
UV-C（深紫外線）
LEDを用いた
UV-C空間除菌装置を
販売開始
新型コロナウイルス不活化に
対するUV-C（深紫外線）LEDの
高い有効性を確認

UV-C空間除菌装置を

2021
スマート
インソール

2021
UV-C高速表面
除菌装置

2022
次世代パワー半導体向け
「GaN基板の大口径化」
に成功

2023
スマホ用ワイヤレス
給電レシーバー

2021
斜突対応の運転席
エアバッグ／歩行者
保護エアバッグ

2014
豊田合成
イラプアトメキシコ（株）設立

2018
（株）豊田合成インドネシア
設立

2019
湖北豊田合成
正奥橡塑密封科技（有）設立

2020
いなべ工場稼働

2023
豊田合成テクニカルセンター
インディア

私たちの競争優位性

2020

安心・安全、快適、脱炭素を軸に未来へ貢献
2010年代 ～ 未来

　2010年代になると、地球温暖化対策、持続可能な社会の
実現など、企業が抱える新たな課題も生まれました。自動車
市場ではBEVなど石油燃料に頼らないクルマが将来の主
役になると予想され、大きな変革を迫られています。 
当社では高分子技術を活用し、FCEV用の高圧水素タンク

を開発。2020年に量産が始まったトヨタ自動車の2代目
MIRAIにはトヨタ自動車と共同で開発した同タンクが採用
されています。またBEV化への対応として、車両構造の変化
に対応したエアバッグ・シートベルトの最適提案により、交通

死亡事故の低減に貢献するほか、高分子の技術でクルマの
デザインやつくりを刷新し、新しいモビリティを実現していき
ます。さらに、高分子材料の知見を活かして高機能材料の開
発やリサイクルを推進し、自社内だけでなく、開発した材料・
技術の社外販売など事業化を通じて、脱炭素・循環型社会実
現への貢献を目指します。
　当社は今後も高分子技術を活用し、「安心・安全」「快適」「脱
炭素」の3領域を軸に社会に価値を提供し続けていきます。 

当社の源流であるトヨタ自動車創業者の豊田喜一郎氏が設立したゴム研究部門から脈 と々続く
基礎研究の基盤を活かして、 お客様や時代のニーズに先回りした材料・工法を創造し、競争優位性を高めています。 

製品に優位性をもたらす「材料」「工法技術」「金型技術」

16カ国/地域・グループ60社による
ネットワークを活かした
バリューチェーン 
世界戦略車（グローバルカー）の参入をきっ
かけに、約20年で40社以上のグループ会
社を設立。グローバルネットワークを活か
し、お客様のニーズや政情に鑑みた最適な
生産体制で確かな技術と品質をタイムリー
にお届けします。 

開発・設計
海外現地と本社の

技術・開発・生産技術との
細やかな連携により
スピーディな車両開発を

サポート

調達
グローバルで2,000社以上の
サプライヤー（Tier1）との

連携より、地政学リスクの中でも
安定的な部材調達を実現

販売
世界各国のお客様の
ニーズに応えられるよう
地域ごとに営業体制を整備

e-Rubber

LED製品
(パッケージ)

GaNパワー
半導体製品

ͦͷଞ

混練技術 変性・
改質・重合

めっき・塗装・
皮膜設計

配合設計

●ハンドル　●各種エアバッグ

ηʔϑςΟγεςϜ

●樹脂フューエルフィラーパイプ
●樹脂ターボダクト
●ブレーキホース

෦ػ

●ラジエータグリル
●インストルメントパネル・
   構成製品

֎෦

●オープニングトリム／
  ウェザストリップ
●ドアガラスラン

ΣβετϦοϓ

ゴム・樹脂材料
表面加工

カーテンエアバッグ 青色LED 樹脂フューエルフィラーパイプミリ波レーダ対応エンブレム 軽量オープニングトリム

●ハンドル　

当社の社是である「限りない創造 社会への奉仕」のもと、約70年の歴史の中で
安全・環境など時代のニーズをいち早く捉え製品開発に成功してきた幾つもの経験が、
TG Spritに掲げている「チャレンジ」精神の基盤となっています。先人から受け継がれてきたマインドを大切に、
社会課題への挑戦を通して企業のさらなる進化を続けていきます。

革新的な製品

新規事業開発の経験

ゴム・樹脂分野の知見

グローバルネットワーク

生産
4つの地域（日本、米州、

アジア、欧州・アフリカ）による
生産バックアップ・

応受援体制の基盤構築

2021
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自動車部品

ηʔϑςΟγεςϜ
▶ P.28

その他

ಛػ、-&%ʗF�3VCCFS、
Τίϒϥϯυ3F�4
▶ P.33

֎෦
▶ P.30

෦ػ
▶ P.31

ΣβετϦοϓ
▶ P.32

事業・製品
社会からの要請

当社からみた社会課題

ࣗಈंͷ
ٕज़ֵ৽	#&7ɾ$"4&
ͱ

҆৺ɾ̓ શͳϞϏϦςΟ
ࣾձͷཱ྆

σδλϧɾ*5Խͷ
ՃʹΑΔ

૪ྗͷมԽڝۀا

มಈͱީؾ
ෆʹΑΔݯࢿ
Ϗδωεͷస

ͷڥ
Խࠁਂ

ਓߏޱͷ
มԽʢগߴࢠɾ ྸԽʣ

Ձ؍ͷมԽʗ
ಇ͖ํͷଟ༷Խ

#$1ϦεΫ

ֶϦεΫͷ
Γ·ߴ

人的資本
ՁΛ͑ࢧΔଟ࠼ͳਓࡐ

▶ P.24

製造資本
ଟ༷ͳιϦϡʔγϣϯΛ࣮͢ݱΔ
άϩʔόϧωοτϫʔΫ

▶ P.24

知的資本
ϏδωεϞσϧΛมֵ͠ڝ૪༏ҐΛ
ཱ֬͢ΔφϨοδɾٕज़ج൫

▶ P.24

社会・関係資本
εςʔΫϗϧμʔͱͷΤϯήʔδϝϯτ

▶ P.25

自然資本
ϙδςΟϒΠϯύΫτͷస͚ͨʹ
άϩʔόϧϚωδϝϯτ

▶ P.25

財務資本
൫جࡒͳݻڧ

▶ P.25

経営基盤と競争力の源泉

あるべき姿

高分子の可能性を追求し、
より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

目指す姿

「安心・安全」 「快適」 「脱炭素」

提供価値

社会的価値と経済的価値を
両立させる分野に注力

基本方針

自然環境
มಈͷਝͳରԠީؾ ˔

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɺ
॥ࣾܕձͷݙߩ

株主・投資家
˔ ҆ఆతɺ࣋ଓతͳגओؐݩ
˔ ಁ໌ੑͷ͋Δ*3ใͷఏڙ

従業員
˔ ଟ༷ͳਓࡐͷ׆༂
˔ ͍͖͍͖ͱಇ͖͍͢৬෩

お客様
ݱɾύʔύε࣮ۀࣄ ˔
    ͷݙߩ
   � ҆৺ɾ҆શͳఏڙ
มֵͷॊೈͳରԠۀࣄ �   

サプライヤー
˔ αεςφϒϧͰ
    ެਖ਼ɾެฏͳऔҾ
˔ ૬ޓ৴པʹͮ͘ج૬ൃޓల

地域社会･官公庁
˔ ҆৺ɾ҆શɾշదͳ
    ϞϏϦςΟࣾձͷ࣮ݱ
ݙߩଓՄͳҬͮ͘Γͷ࣋ ˔

ステークホルダーや社会への価値提供

Business Model OutputInput Outcome

ゴム・
樹脂分野の
知見

グローバル
ネットワーク

競争優位性

サステナビリティ経営

▶ P.17

新規事業
開発の経験

▶ P.26

バリューチェーン

社是／経営理念 ▶ P.2

コーポレート・ガバナンス、リスクマネジメント、
コンプライアンス ▶ P.88

TG Spirit、誠実・活力・一体感
▶ P.3

開
発・

設計 調達

生

産

販

売

価値創造プロセス

当社グループは、社是「限りない創造 社会への奉仕」のもと、強みである、
ゴム・樹脂分野の知見、グローバルネットワーク、新規事業開発の経験などを活かし、
自動車部品を主軸とする製品の提供を通じて、社会ニーズに応えていきます。

価値創造の循環による       持続的な企業価値向上

▶ P.20マテリアリティ

中期経営計画 「2030事業計画」 ▶ P.36
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ࣾձ՝ʗϝΨτϨϯυ ձͱϦεΫػ

BE7ීٴʹよる৽ٕज़・৽のઓུతなࢢೖ（OEM・αϓϥΠνΣʔϯのਐԽ）

BE7ઌ行ࢢの֦大ɺBE7ઌ行OEMの༂ਐ（ࢢ・ྗਤのมԽ）

FCE7ࢢの伸ల

ෛՙのいHE7・1HE7のधཁ֦大ڥ

ަ௨ނࣄະવٕࢭज़のਐԽ

೩ྉܥ෦のधཁݮগ

ར༻ऀのΫϧϚʹରするՁ・؍いํのมԽ（ަ௨Πϯϑϥのൃୡɺよりշదなंۭࣨؒ）

৽ࠃڵのΠϯϑϥڧԽ・๏規੍ʹよるࣗಈंࢢ֦大

生࢈ʙೲೖのޮԽ 	ϦΞϧλΠϜϞχλ・༧อશ・ແ人ԽなͲ


άϦʔϯςΫϊϩδʔ˞ɺάϦʔϯτϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯ ʹ よる৽のࢢ֦大

ΧʔϘϯϓϥΠγϯάのಋೖʹよるڝ૪ྗのมԽ

ΰϜ・樹ࡐࢷྉのいこなしɺࡐྉ։ൃ  	ϦαΠΫϧࡐྉɺܰ ྔԽɺࡐྉஔɺ৽規ࡐྉ


ҟ常ؾʹよる大規ࡂ

লΤω・࠶Τωのଅਐ（ΤωϧΪʔίετݮɺ(H(ഉग़ྔݮ）

%E�*のଅਐʹよるߟࢥ・εΩϧ・ݧܦのଟ༷Խ

人ࡐϙʔτϑΥϦΦʹͮجくޮతな人తࢿ本の׆༻

࿑අߴಅɺ࠾༻

ֶϦεΫやײછ・ࡂʹよる生࢈ӨڹɺαϓϥΠνΣʔϯஅɺ人తඃ

෦・原ࡐྉෆ・Ձ֨ߴಅɺྲྀίετの্ঢ 

ॏཁ࣭・Ϧίʔϧのൃ生

$"4&ʢ#&7�'$&7ʣ

֦େࢢ

.BB4ࢢ֦େ

มԽࢢ

デδタϧԽɾ*P5ɾ%9Ճ

ݯࢿɾڥ

ਓతࢿຊ

αϓϥΠνΣーϯ

Ψόφϯε

αΠόʔ߈ ϝʔϧܸٗ・

ใ࿙Ӯີػ

ಠࢭې๏ҧ	ஊ߹・Χϧςϧ


˞ άϦʔϯςΫϊϩδʔɿ
ɹ ڥΛղܾɺあるい؇和するたΊのٕज़・（ ɿྫܰ ྔԽやૉʹࢿするٕज़・なͲ）

ظ（�Ҏ）ɺ
中ظ（����まͰ）ɺ
長ظ（����Ҏ߱）

↑：ポジティブインパクト、
↓：ネガティブインパクト

マテリアリティ（重要課題）

˙ BC1ϦεΫ

 ֶ̇ϦεΫのߴまり

豊田߹のॏཁ

ϚςϦΞϦςΟͷ
ಛఆ

 ̇ࣗ ಈंのٕज़ֵ৽
	ిಈԽ・Խ
と
安৺・安શな
ϞϏϦςΟ社会のཱ྆

 ̇σδλϧ・*TԽの
加ʹよる
૪ྗのมԽڝۀا

Խࠁのਂڥ ˙

มಈとީؾ ˙
ෆʹよるݯࢿ
Ϗδωεのస
	๏規੍֨ݫԽ


˙ 人ߏޱのมԽ
（গ子ߴ・ ྸԽ）

˙ Ձ؍のมԽʗ
ಇきํのଟ༷Խ

事
業
活
動

経
営
基
盤

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ظ࣌ݱΠϯύΫτൃۀا
ظ தظ ظ ʢ�ϦεΫ�ʣ

ωΨςΟϒ
ʢػ�ձ�ʣ

ϙδςΟϒ

私たちは「限りない創造 社会への奉仕」を社是とし、当社の成長を通じて
持続可能な社会の実現に貢献し、「社会的価値」と「経済的価値」の両立を目指しています。
2030事業計画で掲げている「目指す姿」と「提供価値」の実現に向けて、変化する事業環境を考慮し、
社会予測やSDGsなどのさまざまな社会課題の中から、当社として特に貢献できる重要な分野を
「マテリアリティ」として選定し、取り組んでいます。

ϚςϦΞϦςΟީิͷநग़STEP1

ϚςϦΞϦςΟಛఆͷϓϩηε

社会課題、市場・社会動向、GRIスタンダード、
SDGs、他社マテリアリティなどを参考に、関
係部門より選任されたサステナビリティ推進
メンバーにて検討すべき課題を抽出（59項目）

ӦਞʹΑΔଥੑධՁSTEP3ܦ

特定プロセスを含む抽出した重要課題に対し
て、社外取締役をはじめ役員、投資家への意見
聴取を行い、マテリアリティの妥当性を評価

ϚςϦΞϦςΟͷಛఆSTEP4

経営会議体での審議を経て重点取り組みテー
マを選定

ϨϏϡーSTEP5

会社方針と紐づけた取り組みのレビュー、サス
テナビリティ会議における確認・定期的なマテ
リアリティの見直しを実施

ϚςϦΞϦςΟީิͷධՁɾੳSTEP2

豊田合成の重要度(経営理念、経営資本、競争
優位性・強みとの相互作用など)、ステークホル
ダーの重要度(社会課題への貢献、ESG活動の
推進など)に基づき分析・評価
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ࣾձ՝ʗ
ϝΨτϨϯυ

αεςφϏϦςΟॏཁ՝
ʢϚςϦΞϦςΟʣ

ओͳऔΓΈ
ʢࣾձ՝ɾػձϦεΫͷରԠʣ

˔ BE7ઌ行ࢢ・OEMの֦ൢ

˔ BE7Խʹけた৽の։ൃ
˔ BE7ؔ࿈ച্ऩӹൺɿ���

ඪઃఆのࣜࢉܭ
BE7生࢈ʗࣗಈं生࢈
˞Sˍ1άϩʔόϧใʹͮجく

˔ ΤΞόοάの生ݸ࢈ ɿɹ ���ഒ（����ൺ）

˔ Ωϟογϡ・Ξϩέʔγϣϯʹͮجく
（安৺・安શɺշదɺૉのྖݙߩҬの֦大Λࢦしたڀݚ։ൃඅや
人తࢿɺઓུࢿΛ中৺ʹۚࢿ）

˔ すͯの人ʹ安৺・安શɺշదΛ
ಧけるたΊのΤΞόοάの։ ・ൃ֦ ൢ

˔ Ҭ社会ʹࠜࠩした取りみ
（ҬཱࣗతܦӦɺ ηϯλʔΦϒΤΫηϨϯε）

˔ μΠόʔγςΟɺΤΫΠςΟ̱ ΠϯΫϧʔδϣϯ

˔ 安શ・健ܦ߁Ӧ

˔ αεςφϏϦςΟܦӦΛࢧえる࣭と
   αϓϥΠνΣʔϯのڧԽ

˔  తϦεΫのରԠࡁܦֶ・

˔ ΰϜ・樹ࢷのݟΛ׆かした
ஙߏϏδωεのܕྀڥ

˔ ΧʔϘϯχϡʔτϥϧの࣮ݱʹ
ಈ׆けたάϩʔόϧҰମ

˔ ॥ܕ社会のݙߩ 	Car tP Car ϦαΠΫϧ


˔ BC1のϨδϦΤϯεڧԽ

˔ ෦౷੍のڧԽ

˔ ৽規ۀࣄ։ൃのݧܦΛ׆かした৽規Ϗδωε֦大

˔ ίʔϙϨʔτϕϯνϟʔΩϟϐλϧの׆༻

˔ σδλϧԽਪਐʹよるۀֵ৽

˔ ΫϧϚの༷มわりのରԠ

˔ ަ௨ࢮނࣄのݮʹよる
安৺・安શɺշదなϞϏϦςΟ社会の࣮ݱ

˔ ίΞٕज़Λ׆༻した৽規ۀࣄのग़

˔ CO�ഉग़ྔݮ・ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔ
ஙߏよるૉ社会のʹݮ

˔ ഇغݮ・ਫϦεΫݮʹよる
॥ܕ社会のߏங

˔ Ҭ社会とのڞ生

˔ ଟ༷な人ࡐの׆༻ਪਐ・人ݖଚॏ

˔ ࣮な会社としͯ の
ίʔϙϨʔτΨόφϯε

˔ ίϯϓϥΠΞϯεのపఈ

マテリアリティ（重要課題）

事
業
活
動

経
営
基
盤

ؔ࿈͢Δ4%(T
ॏཁ࠷

,1*ɾதظඪʢ����ʣ

˔ είʔϓ̍ɺ̎ɿΧʔϘϯχϡʔτϥϧ
˔ είʔϓ ɿ̏̊ �����（����ൺ）

˔ ����Τωಋೖɿ࠶

˔ ഇغ （ྔ૯ྔ）̡୯ମɿr̊ ���（����ൺ）

˔ ഇغ （ྔ原୯Ґ）̡ւ外ɿr̊ ���（����ൺ）

˔ αΠόʔηΩϡϦςΟॏ大Πϯγσϯτɿ�݅

˔ ॏ大๏ྩҧ݅ɿ�݅

˔ 人ݖʹؔするݚम࣮ࢪɿ����   ˔ ఆ̡ߠ員Τϯήʔδϝϯτۀै ୯ମ ɿr���
˔ ւ外ڌのφγϣφϧελοϑװ෦ൺ（副社長Ҏ্）ɿ���Ҏ্
˔ ঁੑཧ৬（ൺ）̡୯ମ ɿr���人（����）
˔ 中్࠾༻ऀのཧ৬ൺ̡ ୯ମ ɿr���Ҏ্   ˔ ॏ大ൃࡂ生݅ɿ�݅
˔ ����ɿࢪಈ࣮׆ೖઌのαεςφϏϦςΟ

安৺・安શ・շదな
ϞϏϦςΟ社会の࣮ݱ

Πϊϕʔγϣϯग़ʹよる
社会՝ղܾ

ૉ・॥ܕ
社会の࣮ݱ

ଟ༷な人ࡐの׆༂ʹよる
ଓత長࣋

ެฏͰಁ໌ੑのある
ମ੍࣏౷ۀا
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豊田合成の経営資本  ~75年の歴史を積み重ねて培ってきた経営資本 ~

経営資本は持続的な企業価値向上に向けた大切な源泉になります。豊田合成は経営理念に基づき価値創造の循環
を繰り返しながら経営資本を培い、先読みした事業機会やリスクへ適切なタイミングで資本を投入していきます。

企業の進化と成長を支える
ダイナミズムに満ちた
「高分子型組織」へ変革

ࣾੈք1�ΧࠃɾҬɺάϧʔϓ

�0ࣾͰۀࣄల։Λ͍ͯ͠·͢ɻࠃ੶ɾ

ੑผɾ年 ɾྸϥΠϑελΠϧͳͲͷҟ

ͳΔଟ༷ͳՁ؍࠽Λۀैͭ࣋

һͷੑݸύϫʔΛҾ͖ग़͠ɺ༗ػత

ʹ݁߹͢Δ͜ͱͰɺ৽ͨͳੑύ

ϫʔΛੜΈग़͢μΠφϛοΫͳʮߴ

ଓతͳ࣋৫ʯͷ࣮現Λ௨ͯ͡ɺܕࢠ

ਐԽͱΛ͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

ゴム・樹脂分野の知見と
グローバルネットワークを活かして

世界中のお客様へ
「安心・安全」「快適」「脱炭素」

を提供

ੈքதͷ͓٬༷ͷχʔζʹλΠϜ

Ϧʔʹ͓Ԡ͑Ͱ͖ΔΑ͏ɺ֤ Ҭʹີ

ணͨ͠Ӧۀɾٕ ज़ମ੍ͱάϩʔόϧͰ

·ɾೲೖମ੍Λ͍͑ͯ࢈దͳੜ࠷

͢ɻՃ͑ͯɺ��年ഓ͖ͬͯͨࣗࣾͷڧ

ΈͰ͋ΔʮΰϜɾथࢷͷݟʯΛ͔׆

͠ɺ๏ੜ࢈ઃඋΛֵ৽తʹਐԽ

ͤ͞ɺϞϊͮ Γ͘ྗΛߴΊ͍ͯ·͢ɻ�

·ͨɺ*$1（ΠϯλʔφϧɾΧʔϘϯϓ

ϥΠγϯά）Λಋೖ͠ɺڥٿͱܦ

அࢿಈͷόϥϯεΛ;·͑ɺ׆ࡁ

͍ͯ͠·͢ɻ

高分子の可能性を追求し
唯一無二な

研究開発力を磨きあげ
競争優位性をさらに強化

ΫϧϚͷ༷มΘΓʹ͏มΘΓΏ͘ະ

དྷΛݟਾ͑ɺࣾ ձ͓٬༷ͷχʔζΛ

ઌಡΈ͠ɺఏҊͰ͖Δٕज़ྗΛͪ࣋߹

Θ͍ͤͯ͘͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻڀݚ։ൃ

ྗۀاͷݯઘͰ͋Γɺۙ3Χ

年Ͱ1000ԯԁͷڀݚ։ൃඅΛ

ೖ͠ߴɺ ࢠͷՄੑΛͨ͠ٻɺ৽

։ൃΛਪਐͯ͠ڀݚͷۀࣄଘطɾن

͍·͢ɻ*1ϥϯυεέʔϓΛ׆༻͠ɺ৽

ఆͷ֬ͱεܾࢤ։ൃͷҙۀࣄن

ϐʔυΞοϓΛਤΓɺڝ૪༏ҐੑΛ͞

ΒʹߴΊ͍ͯ·͢ɻ

ステークホルダーとの
丁寧な対話による
強固な関係を構築

ࣗಈंۀքిಈԽࣗಈӡసͷਐ

లͳͲେ͖ͳมֵظΛܴ͍͑ͯ·͢ɻ

ӦϏδϣϯΛ࣮現͍ͯ͘͠ʹɺ͞ܦ

·͟·ͳεςʔΫϗϧμʔͱͷԁ

ͳ࿈͕ܞॏཁͰ͢ɻࣾεςʔΫϗ

ϧμʔͱஸೡʹରΛॏͶɺࣾ ձ

ͷՁఏڙΛ௨ͯ͠ɺݻڧͳ૬ޓ৴

པؔΛߏஙɾҡ࣋͠ɺۀࣄ͍͠ݫ

ͷதͰॊೈʹదԠ͠ͳ͕Βɺண࣮ڥ

ʹਐԽ͠ଓ͚·͢ɻ

培ってきた環境技術と知見を
活かした「気候変動」と

「資源循環」への取り組み

ࣾɺ1��3年 ʮʹୈ1ڥ࣍औΓ

ΈϓϥϯʯͰຊ֨తʹ׆ڥಈΛ։

ɺ30年Ҏ্ਫ਼ྗతʹऔΓΜͰ࢝͠

͖·ͨ͠ɻࣗ વࢿຊϚςϦΞϦςΟ

（ॏཁ՝）ΞτΧϜͷࠜݯͰ͋

Γɺ͜ Ε·Ͱഓ͖ͬͯ ʮͨڥอશͷ

 ɾٕࣝ ज़ʯͱڝ૪༏ҐੑͷҰͭͰ͋

ΔʮΰϜɾथࢷͷݟʯΛΑΓਐԽ

ͤ͞Δ͜ͱͰɺࣗ વࢿຊͷޮతͳࢿ
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持続的成長と
企業価値向上を支える
健全な財務マネジメント

ͷʮੑʯʮ҆શੑʯʮޮੑʯͷࡒ

3ͭͷόϥϯεʹΑΓɺ࣋ଓతͱ

ࢿɻࣾͷ͢·͠ࢦΛ্Ձۀا

ຊίετΛ্ճΔ30&10ˋͷୡʹ

͔Βࣾ؍ͷ্ޮ࢈ࢿɺ͚
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ࡒඪΛಋೖ͠·ͨ͠ɻΑΓଟ໘తͳࢦ
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従業員数

38,951 名

女性管理職(単体)

39人

75.9%
海外従業員比率

中途採用者管理職比率(単体)

32.1%
従業員エンゲージメント(単体)

56.0%

35%

ナショナルスタッフ幹部比率

設備投資費

拠点数

60社（2024.6.26時点）

（2024/3期）494億円

CO2排出量削減(単体)

（2015.3期比）▲36.2%

開発・技術員(単体)

研究開発費

保有特許数

392億円

2,213人

2,529件日本

2,184件海外

大学共同研究

サプライヤー数(単体)

アナリスト・機関投資家向け
個別ミーティング

名古屋大学・大阪大学・
東北大学

600社約

129回

TG-ROIC※

15.5%（2023年度）

（2024年10月2日時点）

※TG-ROIC 営業利益
固定資産＋棚卸資産

＝

ROE

信用格付（R&I）

A+

10.6%（2024.3）

※ギガジュール（1,000,000,000J）

総物資投入量

再生可能エネルギー投入量

水資源投入量

ISO14001生産事業所取得率

100%

45,189t

98.5万m3

5.4万GJ

(環境マネジメントシステム)

総エネルギー投入量

237.4万GJ
※

人的資本 製造資本 知的資本 社会・関係資本 自然資本 財務資本

（2024/3期）

このデータは2024年3月期または3月末時点
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事業概況サステナビリティマネジメント

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、開発・設計、調達、生産、販売に
関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

各種エアバッグ

ハンドル
（エアバッグ内蔵）

ポップアップフード
アクチュエータ

インストルメントパネル・構成部品 ラジエータグリル

コンソールボックス 発光エンブレム

樹脂フューエル
フィラーパイプ

樹脂ターボ
ダクト

ブレーキ
ホース

高圧水素
タンクオイルポンプ

樹脂ターボ

4

ドアガラス
ラン

オープニング
トリムウェザ
ストリップ

空気清浄機（特機製品）UV-C LEDパッケージ

e-Rubber製品

セーフティシステム製品
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内外装部品
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機能部品
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ウェザストリップ製品
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ライフソリューション
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中長期 目指す姿

中長期事業計画

サステナビリティ重要課題への取り組み

経営

サステナビリティ
活動成果の反映

執行 ステークホルダー

֤
ػ
能
ɾ
෦
 評価・モニタリング

改善・修正

実行・推進

年度計画
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サステナビリティ KPI・目標

CHECK

ACT

DO

ܦ
Ӧ
ձ
ٞ
ମ
ͳ
Ͳ

औ
క

ձ

役員人事委員会／
役員報酬委員会

औకձ

αεςφϏϦςΟձٞ

ใࠂ
ల։

֤छձٞମɾҕһձ
ਓࣄձٞ

ίϯϓϥΠΞϯε෦ձ

தԝ҆શӴੜҕһձ

ΧーϘϯχϡーτϥϧɾڥҕһձ
ٞɾใࠂ

サステナビリティ活動の基本的な考え方

推進体制

サステナビリティ会議

https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/safety/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/naigaisou/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/kinou/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/body/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/lifesolution/
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　将来のアセスメントの厳格化や自動運転の拡大を見据

え、多様な事故形態、乗員体格に対応するためにシート

ベルトとエアバッグを高機能化し、最適に組み合わせた

乗員保護システムの開発を推進しております。また車室

内意匠の自由度を向上させ、自動運転時などの乗車姿勢

の多様化に対応するラップエアバッグなど、新コンセプト

の乗員保護製品の開発も推進しております。
ラップエアバッグ

シートベルトに
組み込まれた
バッグが膨張し
乗員を保護

新製品開発

　従来の取り組みに加え、他社との競争に打ち勝ち、セーフティシステム総合サプライヤーへと成長するために、パート

ナーである専門メーカーとさまざまな協業活動を行いパートナーシップを強化しています。

エアバッグとシートベルトのセット開発
　2023年11月にはシートベルトメーカーである芦森工業への出資比率を高め、資本業務提携の強化を開始していま

す。具体的には両社の技術・ノウハウを相互補完しエアバッグとシートベルトをセットでお客様へ提案し、システム開発の

可能性を認知していただき、先行開発への参画を通じ受注拡

大へつなげることができました。さらには、豊田合成の得意と

するTPSの考えを芦森工業へ導入し、生産性の向上、工程の

統廃合による省スペース化など効率的なモノづくりを推進し

ております。 ’25年夏頃には一部エアバッグの生産委託を開

始する計画です。このような取り組みにより開発・設計、販売、

調達、および生産におけるシナジー効果の最大化を図ってい

きます。

インフレータの競争力強化
　エアバッグの基幹部品であるインフレータにおいては専門メーカーのダイセルと日本化薬と当社の成長戦略・受注戦

略を共有し、インド・アセアンといったグローバルでねらう地域、伸びる地域で現調化の推進、一体となったモノづくり活

動による製品の競争力強化に取り組んでおります。

　ダイセルとは“TGDプロジェクト（TG=豊田合成、D＝ダイセル）”を発足させ、新たなインフレータ製造ラインをダイセ

ル播磨工場で立ち上げました。両社の強みであるモノづくり

力を活かし設備投資額の約50%削減、省人、製造スピード短

縮による生産性向上を達成し、原価低減および高品質の両立

を実現しました。

　また、当社の安田洋（取締役副社長 兼 COO 兼 CMO）の

ダイセルのアドバイザー就任を機に協業を強化し、新規事業

を含めた幅広い領域で協業を図り、両社の発展につなげてい

きます。

　今後もグローバルで安全部品の普及を通じて安心・安全な

モビリティ社会の実現に貢献していきます。

協力メーカーとの関係強化

当社経営層によるTGDライン視察

エアバッグとシートベルトのセット開発

衝突前 衝突時

2030事業計画に向けた取り組みと進捗状況

セーフティシステム製品

■ 多様な事故形態に対応した製品開発

■ グローバルで拡大する市場に対応する
開発・生産体制整備

■ モビリティの様変わりに対応した製品開発

課題
■ 世界トップクラスのCAE技術※を用いた製品開発
■ 拡大する地域を網羅した開発・生産拠点
■ エアバッグに周辺部品を加えたシステム提案力
※機械設計のプロセスにおける、コンピュータを利用した解析技術

強み

2023年度の重点取り組み

　既存製品の確実な受注に加え、高機能ハンドルやファーサイドエアバッグなど、近年開発してきた製品が高く評価さ

れ、欧米系顧客への新規拡販につながりました。

グローバル生産体制強化

　成長地域であるインドではR&D拠点を移転・拡張し現地開発力を強化しました。また自動車生産の拡大に対応するた

め北部はニムラナ工場を拡大、南部は2026年にハロハリで工場を新設する予定です。

　ブラジルでもセーフティシステム製品の販売拡大に対応するため生産能力を強化するべく工場を拡張し、エアバッグ

やハンドル用生産設備の導入を進めており、2025年7月の稼働を予定しております。

インド ニムラナ工場(‘24年稼働)豊田合成テクニカルセンターインディア
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■ BEV低CO2排出製品の開発
（天然由来材料、マテリアルリサイクル適用、軽量化など） 

■ BEV向け製品開発、燃料系製品開発
（CN燃料・E-fuel対応 なども含む）とともに、
生産リソーセスの確保

課題
■ ゴム、樹脂分野の知見を活かした環境に配慮した
製品開発

■ 重要保安部品を高品質で生産する技術・モノづくり

■ グローバルな供給体制

強み

　OEMのマルチパスウェイ戦略を支えるために、全方位戦略を推進しています。

　ガソリン車・HEV・PHEV向けでは、今後、自動車のタンクなどから蒸発する燃料を規制する燃料蒸発ガス（エバポ）規

制が強化される地域に対応した燃料系製品を拡販。

　BEV向けでは、普及に合わせたビジネス拡大のために、バッテリーなどの熱制御に関わる製品や要素技術開発へリ

ソーセスを投入。

　FCEV向けでは、貯蔵効率の向上技術を活用した高圧水素タンクがクラウンセダンに搭載。

　この他にも、高圧水素タンクは船舶やポータブル水素カートリッジにも採用されており、各種モビリティや暮らしの幅

広い分野における水素利用のニーズに応じたタンクの提供を通じて、今後も水素社会の実現に貢献していきます。

機能部品

2023年度の重点取り組み

乗用車向け

商用車向け（大型）

各種モビリティなど高圧水素タンク

搭載ニーズに応じた
サイズバリエーション展開

＜参考：水素社会の実現に向けた､水素タンク適用拡大のイメージ＞

〈ポータブル水素カートリッジ（提供：トヨタ自動車）〉

国内向け 欧州向け （写真：MOTENA・Sea社HPから引用）

水素タンクが搭載された旅客船「HANARIA」

LED陰影イルミネーション 発光機能付きミリ波レーダー
対応エンブレム

■ 意匠・機能とエンドユーザーのニーズの先取りと
顧客動向を見据えた商品 開発､生産技術開発

■ ダントツモノづくり（自動化、生産技術開発）による
コスト低減、生産性向上 

■ カーボンニュートラルに対応したリサイクル材開発・
材料生産設備拡充

課題
■ 加飾バリエーション､電磁波透過製品と、機構製品を
高品質で実現する開発・製品設計・生産技術力 

■ 主要工法(成形､塗装など)に対する最新の生産技術を
有する工場

■ ホットスタンプ、型内塗装など新しい加飾技術の
製品具現化

強み

　BEVらしい車室内空間の実現と内装デザインの多様化に寄与するLED陰影イルミネーションを開発しました。 また、

先進的な機能とデザインを融合させた製品として、ミリ波レーダー透過機能と発光機能を併せ持つエンブレムを世界初

で開発し、 受注につなげました。

　また、重点地域である米州において、主力製品であるラジエータグリルやバックドアガーニッシュといった大型塗装品

において、 HEVやBEVなど多様な車両の進展を見据え、高機能かつお客様のデザインニーズに応える幅広いバリエー

ションの製品を供給できるよう、 米国の子会社であるTGミズーリ株式会社とTGケンタッキー有限責任会社の生産能力

を強化しています。

　米州においては開発・生産体制をさらに拡大していく予定です。 日本では瀬戸工場を拡張し、生産能力の強化に加え、

新棟のオール電化によるCO2削減にも取り組み、 環境に配慮したモノづくりを進めていきます。

内外装部品

2023年度の重点取り組み
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■ 新規分野の早期事業化に向けた
技術確立加速

課題
■ LED分野、材料の知見

■ 産学官連携

強み

UV-C LED事業

　UV-Cはウイルスや細菌の遺伝子情報を破壊し増殖を抑える効果があるため各種除菌に用いられています。除菌用の

水銀ランプと比べ、UV-C LEDは水銀フリーで環境負荷が低く、小型かつ長寿命といった利点があることから、コロナ禍

で空気や物の表面などの除菌機器向けに利用が広まりました。一方で出力が小さく、浄水場など高い除菌能力が必要と

される場面では現在でも水銀ランプが使われています。

　長年培ってきた青色LEDの結晶化・設計技術を応用し、世界最高水準の光出力である1チップで200ミリワット級の光

（350ミリアンペアの電流での駆動時）を実現したUV-C LEDを開発しました。LEDの素子構造などを改良し、取り出せ

る光の量が約4倍、除菌能力が約3倍に高ま

りました。

　将来的な水銀ランプの代替も含めてUV-C 

LEDの活用領域が拡大することが期待でき、

より衛生的で安心・安全な暮らしの実現に貢

献します。

ヘルスケア事業

　日本は超高齢化社会を迎えようとしており、人々の健康寿命延伸に向けた「未病、予防、予後」のデジタルヘルスケア技

術開発が求められています。特に高齢者の要介護予兆となる虚弱状態の早期発見には大きな意義があります。

　ゴム製の圧力センサ（e-Rubber）を内蔵した靴の中敷きを用い、高齢者の歩行時の重心同様データを計測することが

でき、これらのデータをAI処理することで未病状態を検知する開発を進めています。本開発では内閣府のムーンショット

型研究開発事業に参画し、共同推進者である

大学医学部との医工連携により、データ収集や

解析の精度を上げる取り組みを実施していま

す。また、大規模商業施設や自治体とタイアッ

プして一般の方々との実証試験を行っており、

社会実装に向けた活動を加速しています。

2023年度の重点取り組み

左：e-Rubberインソール
右：商業施設での実証試験の様子

高出力UV-C LED
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光出力 約4倍［mW］
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量

除菌能力 約3倍［mJ/cm2］

詳しくはこちら ▶　https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/safety/

■ CO2排出量が多くリサイクルが難しいゴム材料を
使いながらも、持続可能なシール製品事業の確立

■ 電動化により高まる静粛性ニーズへの対応と
製品低コスト化の両立

課題
■ ゴム脱硫再生技術

■ ゴム・樹脂分野の知見を活かした静粛性向上に
寄与する製品開発力および評価技術力

強み

2023年度の重点取り組み

＜当社のゴムのリサイクル技術＞

オープニングトリムWS

ゴムに弾性などを持たせる分子結合を解くために、最適な圧力と
熱を加えることで、「短時間」で「高品質」なゴムの再生を実現

冷却
再生ゴム

原材料の一部に活用

強みを活かした取り組み

　豊田合成が、自動車部品メーカーとして環境に配慮した持続可能な事業展開を目指している中で、WS事業としてもゴ

ム脱硫再生技術を活かし、ゴム再生事業に積極的に取り組んでいます。

　すでにウェザーストリップやホースなどの自社製品に再生ゴムを使用しており、今年は再生材の添加量アップに向けた

技術開発・製品開発も完了しています。こうした取り組みが評価され2023年度はオープニングトリムWSが超モノづくり

部品大賞のモビリティ関連部品賞を受賞しました。

　今後は、より高品質な再生ゴムの開発・製造を行い、再生ゴムの用途拡大を図っていきます。

　また、WS事業は歴史のあるゴム・樹脂分野の知見を活かし、静粛性技術の開発にも力を入れています。ドアや窓まわり

をシールする製品を改良することで、外部騒音を遮断し車内の静粛性を向上させることに寄与しています。

　さらに2023年度は、静粛性を維持しながら部品の軽量化を実現する技術開発も進めています。これにより、燃費向上

と走行性能の改善を両立していきます。

　豊田合成はこうした静粛性技術、軽量化技術により、快適な移動環境の創出に貢献していきます。

ライフソリューションウェザストリップ製品

廃ゴム スクリューで
ゴムに圧力と熱を与える

粉化 脱硫 脱臭

水の注入
脱気
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エシカルブランド
「Re-S（リーズ）」

*OTUBHSBN 9 -*/&

● エシカルブランド「Re-S（リーズ）」についてはこちらから

ΦϯϥΠϯ
γϣοϓ

　豊田合成株式会社は、持続可能な社会の実現
に向けたSDGs経営の取り組みの一環として、材
料調達から廃棄までの一連の生産活動における
環境負荷低減を進めており、リサイクルの難し
かったエアバッグの生地などをエシカルブランド
「Re-S（リーズ）」の商品として加工・販売すること
で、廃棄物のさらなる低減を図っています。
　2018年に始まった社内の「もったいない活動」
をきっかけに、産業廃棄物として捨てられるはず
だった素材をアップサイクルした商品を展開する
ブランドとして、2020年9月に「Re-S（リーズ）」は
誕生しました。ブランド名である「Re-S（リーズ）」
には、「Re-use」や「Re-born」の「Re-」を複数掛
け合わせ、Sustainability（サステナビリティ）を
高めるという思いが込められています。

　 「Re-S（リーズ）」は、捨てられる自動車部品素
材を活用したアップサイクル商品の生産、販売を
通じて、環境負荷の低減と資源の有効活用を進め
ており、具体的には強度に優れた、エアバッグの生
地を用いた、長く活用できるトートバッグなどの
商品を展開しています。
　また、「Re-S（リーズ）」は多様なコラボレーショ
ンも積極的に進めています。アパレルブランドや障
がい者施設、大学、エンターテインメント業界（お
笑い芸人）とのコラボ商品や、プロ野球チームとの
商品企画・販売・イベントなどを通じて、地域産業
の活性化にも貢献しています。

　加えて、素材調達～商品企画～販売にいたるま
での大半を社員で企画・運営しており、新たなノウ
ハウ・経験値の獲得も同時に進めております。
　スタートから4年経ち、環境負荷低減を目指す
プロジェクトは、人や地域社会にも配慮する活動
への進化を目指しており、名古屋の円頓寺本町商
店街に店舗を構え、お客様とのコミュニケーショ
ンを大切にしながら、ブランドの認知向上を図っ
ております。
　今後も「Re-S（リーズ）」は、社会的価値と経済
的価値の両立を目指し、企業価値のさらなる向上
を進めていきます。
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2030年度経営目標
1兆2,000億円

売上収益

1,000億円
営業利益

8％
営業利益率

10％
ROE

● 社会的価値と経済的価値を
　両立させる分野に注力
（事業ポートフォリオの組み換え）

基本方針

● 重点事業・地域・顧客での成長に向けた構造改革
　（セーフティシステム・内外装・材料事業、北米・インド・中国の現地カーメーカーへの拡販）
● グローバル成長を加速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化
● 人と組織が有機的に結合した高分子型組織による経営革新

重点施策

高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

高分子材料の
新規事業化による

脱炭素

内外装部品を
土台とした

快適

セーフティ
システムを軸とした

安心・安全

提供価値

目指す姿

　

 「2030事業計画」は、「⾼分⼦の可能性を追求し、より良
い移動と暮らしを未来につなぐ会社」を⽬指す姿として
掲げており、ゴムや樹脂といった⾼分⼦技術を⽤いた事

業領域を拡⼤し、当社の強みをさらに⾼めていくことを⽬
指します。⾼分⼦技術に根差した部品の製造は当社の祖
業であると同時に、前⾝である豊⽥⾃動織機のゴム研究
部⾨から引き継いだ事業でもあることから、当社の強み・
利益の源泉として捉え、さらにその豊富な知⾒と⾼度な

技術⼒を維持・発展させながら新たな領域へと事業を広
げていくことに強いこだわりをもっています。具体的な成
⻑分野として取り組むのは、①安⼼・安全、②快適、③脱
炭素で、これら社会的価値と経済的価値を両⽴させる分
野に注⼒することで、持続可能な事業の発展を⽬指しま
す。当社の存在価値を向上させながら経済価値を⾼め、売
上収益1兆2,000億円、営業利益1,000億円、営業利益率
8％、ROE10％の達成を⽬指します。これらの⽬標達成の
ため、重点事業（セーフティシステム、内外装）・地域および
顧客対応に関する構造改⾰を⾏い、グローバル成⻑を加
速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化にも
取り組みます。同時に促進するのが、⼈と組織の活性化で
す。⼈と⼈、部⾨と部⾨が緊密に連携し、⾼い創造性や⽣
産性を発揮する「⾼分⼦型組織」へと進化することで、⾃
在に形を変えながら環境の変化に対応し、新しい価値を
創出することが可能となります。

　当社では、2030年にはCASEと脱炭素の進展によりモビ
リティが変化し、⼈とクルマの関わり方も⼤きく変化すると
予測しています。まず1つめの変化が、「資源循環の加速」。
ELV（使⽤済み⾃動車）の最終処分を含めた⼤きな循環を、
社会システムとしてつくりあげていくイメージをもっていま
す。次に「クリーンエネルギーの普及」。エネルギーミックス
が急速に変わっていく中で、モビリティにおいても燃費を含
めたエネルギー効率向上が求められるはずです。また、環
境以外の側面では「移動空間からくつろぎ空間へ」という変
化が起きると考えています。モビリティを単なる移動手段と
捉えるのではなく、その中でリラックスする、あるいはエン
ターテインメントを楽しむなどの価値提供が必要なものと
捉える傾向が加速するでしょう。最後が「新モビリティと⼈
の共存」です。いろいろなモビリティの形が⽣まれる中で、
クルマとクルマのコミュニケーションや、歩⾏者とクルマの
コミュニケーションのための機能が求められると考えてい
ます。今後、⾃動車業界をはじめとするさまざまな企業が未
来のモビリティ社会普及に取り組み、クルマづくりが変わっ
ていく中で、当社もまた製品のあり方を⾒直しながら、新し
いクルマづくりを支えていきます。

COO 代表取締役副社長 安田 洋

2030事業計画を遂⾏し
豊⽥合成の持続的成⻑の
道筋をつけていきます。

COO MESSAGE

豊田合成の成長戦略

新・中期経営計画　2030事業計画
2023年8⽉、当社はモビリティ社会の変化に対応した社会的価値の提供を通じて、将来にわたる持続的な事業成⻑を実

現するための中⻑期経営計画として、「2030事業計画」を策定しました。 ⽬指す姿に「⾼分⼦の可能性を追求し、より良い移

動と暮らしを未来につなぐ会社」を掲げ、セーフティシステムを軸とした 「安⼼・安全」､内外装部品を⼟台とした「快適」､⾼

分⼦材料の新規事業化による「脱炭素」を社会にお届けしていきます。

2030年に想定されるモビリティ社会：CASE・脱炭素の進展

H2

H2

H2

4

32

1

資源循環の加速 クリーンエネルギーの普及

未来の
モビリティ社会

安心・安全安心・安全

快適

脱炭素

新モビリティと人の共存移動空間からくつろぎ空間へ

社会的価値と経済的価値の向上

「2030事業計画」の全体像

成長戦略統括

2030事業計画

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7282/ir_material_for_fiscal_ym8/158703/00.pdf


2030年2025年

付
加
価
値

■ 内外装部品にセーフティシステム・
　イルミ製品を組み合わせ、
　BEVらしい新機能を提供

■ これまでさまざまな種類の
　エアバッグを提供することで
   交通死亡事故の低減に貢献

■ BEVや自動運転車の普及に
　合わせ、今後は高度な
　乗員保護製品を開発・提供

■ さらに高分子の技術でクルマの
　デザインやつくりを刷新し、
　新しいモビリティを実現

■ 高分子材料の知見（配合、練り）を
　活かして、高機能材料の開発と
　リサイクルに注力

■ 自社での使用だけでなく
　社外販売を行い、幅広く脱炭素と
　循環型社会の実現に貢献

安心・安全への貢献 セーフティシステムを軸とした 脱炭素への貢献高分子材料の新規事業化による快適への貢献内外装部品を土台とした

当社が提供する価値

芦森工業との協業深化
シートベルトとエアバッグのシステム提案

BEV化による
車両変化に対応した

エアバッグ・シートベルトの
最適提案

2030年2025年

自動運転車を見据え、
人と車をつなぐ

イルミハンドルと多様な
姿勢に対応した
ラップエアバッグ

移動手段の変化、
新モビリティに
対応したエアバッグ

歩行者・自転車の
衝突を保護する

サイクリストエアバッグ

高齢者や妊婦にやさしい
生体検知技術と
可変容量エアバッグ

付
加
価
値

BEVに
安心・安全を提供

2030年度
エアバッグ生産個数
2022年度比：

1.5倍

移動する全ての人に
安心・安全を提供

多様な乗員に
安心・安全を提供

2030年度
BEV関連
売上収益比率

40％

樹脂化・軽量化・一体化

フロントエンドモジュール

インパネモジュール

構造・
つくりの革新

広 イ々ンパネ、部品統合

高分子の技術を活かし
モビリティの進化に貢献

センサー透過
フロントマスク
感覚連動イルミ

BEVらしさの演出

他のメーカーとの
連携を強化

格納ハンドル、
多機能コンソール

外向けサイネージ、
ライティング

他車・歩行者との
コミュニケーション

自動運転中の
居住空間づくり

カーメーカー

組み立て

リサイクル企業

回収・再生

素材メーカー

モノマー・重合

有機合成まで
拡大して新しい
材料を開発

高機能材料
耐火材、絶縁材など

社外から廃材を集めて
リサイクル材料に再生

リサイクル材料
樹脂、ゴム、エアバッグなど

協業/
アライアンス

協業/
アライアンス

社外販売

豊田合成

配合、練り／
金型、加工

高分子材料の
知見・ノウハウ

経
済
的
価
値（
収
益
性
）

社会的価値（安心・安全、快適、脱炭素での貢献度）

成長分野

セーフティ
システム製品

新事業・新製品
（水素タンク、材料リサイクル）

BEVや多様な乗員に
安心・安全を提供

BEV専用
製品 脱炭素

燃料系部品

ウェザストリップ
製品

移動中の
居住空間を
快適に

リソーセスシフト

内外装部品

成長戦略統括
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豊田合成の成長戦略

2030年 事業ポートフォリオのイメージ（円の面積は売上規模）

　社会的価値と経済的価値を両⽴させる成⻑分野への、
リソーセスシフトを促進します。当社の現在の主⼒製品は、

セーフティシステム製品、内外装部品、機能部品、ウェザス
トリップ製品の4分野です。これら事業の構造改⾰を推進
しながら、より社会の安⼼・安全や快適の向上に貢献でき
るよう事業領域をシフト・拡⼤していきます。さらに、水素タ
ンクや材料リサイクルなど新事業・新製品を開発し、脱炭素

にも貢献していきます。事業ポートフォリオの組み換えにあ
たっては、TG-ROICの管理を導入し地域や事業それぞれ
に応じた効率的な投資を進めていきます。

　計画の公表から1年が経過した現在、当社を取り巻く環
境については、
・各国の保護主義的な通商政策や中東やロシア・ウクライ

ナの紛争の継続など地政学リスクは依然として⾼い
・中国での日系カーメーカーの苦戦、中資系カーメーカー

のグローバルでの躍進
・BEV化の流れが減速。カーメーカーのBEV一辺倒の方向

性が変化し多様なパワートレインの選択肢を残す流れへ
などの変化を認識しております。

　2030事業計画で掲げている事業ポートフォリオの組み

換えについては、地域間での強弱はあるものの、軸となる
考え方の変更はございません。
　「安⼼・安全」への貢献としては、インドでのセーフティシ
ステムの販売拡⼤に向けてテクニカルセンターを設⽴する
など開発体制の強化を進めました。⽣産面についても⽣産
能⼒の強化だけでなく部材調達の現地化を図り「Make in 
India」を進めてまいりました。また「快適」への貢献として、
北米での内外装部品の⽣産能⼒の強化を進めております。
加えて、事業ポートフォリオの組み換えを加速させるため
の戦略的なアライアンスとして、芦森工業株式会社への出
資比率を引き上げ両社の提携をより強固なものとしまし
た。芦森工業株式会社の主⼒製品であるシートベルトと当
社のエアバッグとの組み合わせにより、セーフティシステム
事業を成⻑させていきます。また、不採算事業の⾒直しとし
てかねてより進めていた英国事業のクロージングを完遂い
たしました。引き続き2030事業計画を着実に推進し、豊⽥
合成の企業価値向上に努めます。

成長に向けた事業ポートフォリオの
組み換え

「2030事業計画」の進捗状況
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豊田合成の成長戦略

拡販戦略

CSMO 執行役員 長谷川 真人

激動する自動車産業の変化を捉え、
グローバルで攻める地域、顧客、製品の方向性を
示し、豊田合成が持続的成長できるよう、
売上拡大/収益向上に取り組んでいきます。

CSMO MESSAGE

当社はこれまで、主要なお客様の成長に合わせて事業

を拡大してまいりましたが、さらなる成長を見据え、これ

からは自ら先を見通し、柔軟に判断していく必要がある

と考えております。市場や競合の動向、エンドユーザー

のニーズに応じて、販売戦略を柔軟に見直せる体制を整

えてまいります。

全社のリソースを最適に配分するため、重点的に取り

組むべき地域や製品、顧客の明確化、地域ごとのパワー

トレイン別市場規模の予測、ビジネスリスクに関する提

案と議論を進めています。さらに、外部環境の変化をふ

まえ、5年先を見据えた売上予測を立て、中長期的な戦

略の立案・実行・進捗管理を、適宜修正を加えながら推

進していきます。

CSMOの役割

・�車両生産の伸びは微増とみていますが、BEV化の進展

により、イルミ製品などの新機能を組み合わせた内外

装製品や、熱マネジメントに必要な冷却ホースなど、ビ

ジネスチャンスが拡大していくと見ています。市場ニー

ズに即した付加価値ある新商品提案で、売上拡大を目

指します。

・�外資系顧客に対しては、トップ間交流できる関係づく

りとメリハリをつけた受注戦略により、中長期でのビ

ジネス関係を構築し、拡販にチャレンジしていきます。

・�日系顧客のシェアが半数を占めるインド市場では、

モータリゼーション進展により、引き続き堅調な市場

拡大を見込んでいます。またインド系OEMもシェア拡

大に意欲を示しています。� �

安全への機運の高まりや、法規/衝突安全アセスメント

の厳格化もあり、エアバッグの需要拡大を見込んでい

ます。日系顧客のみならず、新規顧客への拡販を通じ

て、市場成長以上の事業成長を実現していきます。� �

その実現に向け、現地営業体制の強化や、インド域内

で簡潔できる技術、評価設備の充実を通じて、顧客要

望にスピーディーに対応していきます。

・�新興国に見られる安全機運の高まりに加え、先進国で

も法規/衝突安全アセスメントの厳格化の流れもあり、

事業成長の柱となります。

・�またBEVの進展や将来の自動運転により、車室内空間

の変化に合わせ、乗員の安全を守るエアバッグは従来

以上の性能、つまり付加価向上が求められます。

・�足元では、芦森工業殿との協業により、シートベルトと

エアバッグのシステム開発を推進し、ともに成長できる

よう進めていきます。

BEV化の進展により、先進的なデザイン、走行距離を

延ばすためのさらなる軽量化といった、当社の得意とす

る樹脂製品への期待が高まっています。�さらには顧客の

製造工程が大きく変わることから、モジュール単位での

納入機会の増加も事業拡大の大きなチャンスと捉えて

います。

1．米州

BEV化進展をチャンスに売上拡大を
目指す

2 ．インド

市場成長以上の事業成長を目指す

3．セーフティシステム事業

世界シェア2位、売上5,000億円以上を
目指す

4．内外 装 事業

BEVの進展はチャンス

・�自動車業界は、脱炭素に向け、電動化へのシフトチェ

ンジが急激に進んでいます。一時期の爆発的な流行期

に比べ、一旦落ち着きを見せていますが、BEVの普及

は堅調に進むと考えています。

・�一方、足元では、HEVやPHEVへの需要が高まってい

ます。当社にとっては、既存の製品群に加えて、HEVや

PHEV向けの専用部品も搭載されるため、しっかりと

増販につなげていきます。

世界最大の自動車市場となった中国では、BEVのシェ

アが大きく伸び、日系カーメーカーが苦戦する状況にあ

ります。挽回策を打ち出してくると予想していますが、中

国での生き残りをかけ、現地顧客への拡販にもチャレン

ジしており、少しずつですがその成果も出てきています。

環境認識 ①

BEVのチャンス、BEVのスローダウン
→HEV・PHEVもチャンス

環境認識 ②

中国市場の見方→現地OEMへの拡販

2024 2025 2026 2028 2030（年度）

受注未確定分の
受注確保がマスト

中長期売上イメージ

中期経営計画  2030事業計画

販売戦略策定・議論
重点課題・方策

事業環境変化
＊外部環境/内部環境

戦略・計画の実行戦略の改善・修正

戦略の進捗
(実行結果)チェック

P

D

A

C

5ヵ年売上予測をローリング
市場変化に伴う戦略の軌道修正

2024-2028

2025-2029

2026-2030

2027-2030（4年）

'27
'26

'25
'24

D

P

C

A

インド市場 生産台数 予測

0

300

600

900
(万台)

2023 2025 2028 2030 （年度）

インド市場以上の
売上拡大を目指す

���2030事業計画達成に向けた進捗状況
2028年までの売上見通しについて、重点地域（米州・

インド）および主要顧客への拡販により、目途付けがで

きています。2030売上目標達成に向けては、足元の受注

活動がより重要であり、BEV含む全方位で売上拡大を

目指していきます。
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　当社ではクルマを軸に培った技術を基に幅広い分野
に広げ、未来の社会全体の発展に貢献するために製品
開発を進めて行きます。
　2030事業計画の提供価値としてセーフティシステム
を軸とした「安心・安全」、内外装部品を土台とした「快

適」高分子材料の新規事業化による「脱炭素」について
取り組んでいます。2030事業計画に向けた開発の骨太
方針は、社会課題の解決に向けて、4つの方針を掲げて
推進しています。

豊田合成の成長戦略

開発戦略

CTO 取締役 執行役員 苗代 光博

2030年以降の社会課題を見据え、
グローバルユーザーに向け、
技術開発を加速し、未来の豊かな
生活の実現に貢献していきます。 

CTO MESSAGE

1. 骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大と自動運転を見据えた快適製品の開発
2. 脱炭素社会への対応に向けたカーボンニュートラル/サーキュラーエコノミーをリードする技術

開発と新規事業創出
3. 「エネルギー」「ヘルスケア」「スマートホーム」 を重点分野としたソリューション開発 
4. 地域・顧客に向けたグローバルＲ＆Ｄ体制の強化

　当社では2030年以降のモビリティに向け、進化する
CASEを見据え、既存部品の付加価値向上やモジュー
ル/システム化、さらにその先のクルマ全体での新たな価
値を提供するため、社会の変化を先読みし、「多様化す
る価値に対応した移動空間」「移動と暮らしのつながり」

「多様な乗員に安心・安全を提供」を実現する技術開発
を推し進めます。
　自動車業界の足許では、BEVの普及速度は減速して
いるものの、2030年のその先を見据えると、BEVの割
合が増えていくと考えています。当社にとってBEVを含
む車両の電動化は、製品の付加価値を高めるチャンスと
捉えております。
　これからの車両電動化の進展に伴い、航続距離延長
に向けた樹脂化による軽量化、広くて快適な車室空間の
提供、車両構造の変化に対応した乗員保護が必要とな
ります。

　軽量化において、製品の樹脂化は、形状自由度、強度・
剛性向上、機能統合の容易さから、重要な役割を果たし
ます。当社は独自技術で新しい意匠とアーキテクチャを
生み出す骨格構造の樹脂化に取り組み、クルマの未来に
貢献します。
　一方、自動運転技術の普及により、車室内空間と過ご
し方が多様化します。当社は、パーソナル空間実現の技
術開発を進め、CASEと価値観の変化を見据えた商品企
画を行います。
　また、BEV化や自動運転の普及に合わせて、安全性能
の向上に向けたエアバッグとシートベルトの最適化を進
めていきます。多様な乗員に安心・安全を提供するため、
人と車をつなぐイルミハンドルと、さまざまな姿勢に対
応した可変容量エアバッグとラップエアバッグで交通死
亡事故低減に貢献していきます。

　クルマの電動化を進める上で、走行距離を延ばすため
の軽量化とクルマづくりを簡素にするモジュール化は開
発重点テーマとなります。金属部品の樹脂化は軽量化の
一つの手段にすぎませんが、形状自由度による構成部品
一体化や、強化繊維やリブ・肉厚変化により強度・剛性
を高められる特性、周辺部品を巻き込んだ機能統合のし
やすさから、車両搭載時のモジュール化に最も適した骨
格部材と言えます。またそれらは意匠自由度向上にもつ
なぐことができ、クルマのアーキテクチャを変える可能性
も秘めています。
　当社は設計・材料・つくりの独自技術融合で、オンリー

ワンの製品開発を目指しています。車内外の各部位にお
いて、クルマの基本性能を満足させた上で、新しい意匠、
アーキテクチャを生み出す骨格構造の樹脂化に取り組
み、BEVのみならずICEを含めたすべてのクルマの未来
に貢献していきます。

　自動運転技術は日本、中国、欧米など世界各地で現在急
速に研究・開発が進み、自動運転タクシーやバスでの実証
実験とそれに伴う法規の整備も検討されながら、実用化に
向けた取り組みが進んでいます。
　当社では自動運転技術の普及により車室内空間が変化
し、車室内での過ごし方が多様化していくことを捉え、それ
に対応するためにパーソナル空間の実現に向けた要素技
術の開発を進めていきます。
　このようなCASEの急激な変化を現実的かつ技術的な目
線で的確に捉えて将来予測するとともに、人々の価値観の
変化を先読みしたグローバルな視点での商品企画が必要
と考えています。
　当社はハンドルなどのセーフティシステム製品と内外装
部品の両方を手掛ける数少ないメーカーです。その強み
を活かし、例えば、ハンドル、インパネ、センターコンソール
のモジュール化技術を組み合わせることで、圧倒的なユー

ティリティ空間を演出し、そこに光や香り、音などの五感に
訴えかつ其々を連携させた要素を入れ込むことで、新たな
空間の価値を生み出すことができると考えています。
　また、BEVはエンジン音がなく、外部ノイズが聞こえやす
くなります。車室内の静粛性を高めるためのウェザストリッ
プ製品の新たな開発を進めたいと考えています。
　当社は将来の生活を支えるモビリティに求められる価
値を想定し、空間や移動体といった大きな概念から具体化
し、商品をイメージしながら、常にユーザーの期待を上回る
提案でモビリティの未来に向かって貢献していきます。

モビリティ開発

2030事業計画に向けた開発の取り組み

骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大

自動運転を見据えた快適空間の提供

セーフティシステム開発

　法規・アセスメントの厳格化により衝突安全技術は年々
進化しており、事故による死者数も低減してきていますが、
全世界ではいまだ救えていない命が約120万人と多いのが
現状です。そのため当社では究極の目標である交通事故死
傷者ゼロを目指し取り組みを推進しています。
　1つは社会課題である乗員弱者（高齢者や子供）など
多様な乗員に対応するため、既存のエアバッグを可変技
術などで進化させるだけでなく、シートベルトメーカー
との開発体制強化により、シートベルトを高機能化させ
ながら、最適に組み合わせた乗員保護システムの開発を
推進しております。

　また、歩行者や自転車などの交通弱者の命を救うため
の安全装置の技術開発にも取り組んでおります。
　従来の歩行者保護エアバッグに加え、車外空間の検
知技術の進化に対応した製品開発にも取り組んでいく
ことで、世の中に安心・安全を提供し続けていきます。

多様な乗員に安心・安全を提供

骨格樹脂化とモジュール化によるシームレス意匠の実現

豊田合成が考える'30年以降のコックピットイメージ

歩行者保護エアバッグ
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　当社Ͱ、ૉの取りΈͱͯ͠、⾞のϋンドルな
Ͳに使ΘΕΔポリウレタンナイロンなͲに、スギ͔Β
ந出͠ ʮͨվ࣭リグニン」Λ合ͨ͠環境に༏͍͠プラス
チックૉ材の開発Λ行͍ͬͯ·͢ɻʮվ࣭リグニン」
࣭ણҡͱҟなり、ポリウレタン構に取りࠐΉ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻͦ のͨΊ、当社の材料技術ͱΈ合ΘͤΔ͜
ͱͰ、高͍バイΦ化度Λͪ࣋、ै དྷ同等のੑੑٱ
のҡ͕࣋Ͱ͖Δ事Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻੴ༉༝དྷ材の代ସͱ
ͯ͠活༻͢Δ͜ͱͰCO2ݮに͕ݙߩ可能Ͱ͋り、ޙࠓ
࣮༻化Λ͠ࢦ·͢ɻ
　·ͨ、ʮվ࣭リグニン」の利༻のਪ進、全国֤Ͱ豊
にଘ͢ࡏΔスギの材ͱͯ͠のՃՁΛ高Ίͯ༗
ޮ活༻͢Δ取りΈのҰ環Ͱ͋り、アレルギーのݪҼ
࣭ͱ͞ΕΔスギՖคのݮのݙߩ期Ͱ͖·͢ɻ
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　自動⾞の҆全技術ͰഓͬͨC"Eղੳ技術、িಥ࣮
࣮、Ͱな͚ͩ͘ܗのμミー人༺ݧ 際のώトΛ定ͨ͠再
現・ධՁΛ行͏͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻҩྍ機関大学ͱͭな
͕りΛͪ࣋、ଁଁثなͲの人ମੑの再現度Λ্͞
ͤͨੈքトップクラスのC"Eղੳ技術Λ͍ͯͬ࣋·͢ɻ
　͜ΕΛ༻͍ͯ、͞ ·͟·な⾞྆人ମΛコンϐュータ্
Ͱ再現͠、事ނΛ再現͢Δ͜ͱͰ、人ମのडইのํΛ༧
ଌ͠、新の開発にフΟードバック͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
͞Βに、自動⾞の҆全技術ͰഓͬͨC"Eղੳޙࠓ　
技術Λ基൫に、ೋྠ⾞ドローン、電動キックϘードな
Ͳの自動⾞Ҏ外の新市場に対ͯ͠、人の命に関ΘΔ課
・ইΛ໌Β͔に͠、社会課ղܾに͚҆ͨ全デバ

イスの開発Λਪ進͍͖ͯ͠·͢ɻ
、自動⾞Ҏ外のϞビリテΟに対ͯ҆͠全技ͪͨࢲ　
術のීٴΛ取りΜͰ͍͘͜ͱͰ、Ҡ動͢Δ全ͯの人ʑ
に҆৺・̓ 全Λఏ͠ڙ、ະདྷのϞビリテΟ社会の࣮現に
ɻ͢·͖͍ͯ͠ݙߩ

冷却

再生ゴム廃ゴム スクリューで
ゴムに圧力と熱を与える

粉化 脱硫 脱臭

水の注入
脱気

　当社ொ工場Ͱ、独自技術Ͱ͋ΔΰϜのེ再生
技術Λ活༻͠、工ఔͰ発生͢ΔΦープニングトリϜ
ウェザストリップの端材Λ再生͠、新材合ͯ͠利༻
͢Δ取りΈΛ1997年͔Β࣮施͓ͯ͠り·͢ɻ͔ Ͷ͔ͯ
Βེ技術開発Λ進Ί、ੑष気Λ大෯にվળͨ͠
再生材Λ͢Δ͜ͱに成ޭ、新材の合ൺΛ5ˋ
લ͔ޙΒ20ˋ·Ͱඈ༂తに૿͢͜ͱΛ可能ͱ͠·͠

ͨɻ·ͨ、ࠓՆより新ن設උΛՔಇ͠再生能力ഒ૿͞
ͤ·ͨ͠ɻ
　現ࡏༀࡎΛ活༻ͨ͠ケミカルེ技術開発に取
りΜͰ͓り、ラϘレϕルͰེԫ݁合のબతஅΛ
֬ೝ͓ͯ͠り·͢ɻޙࠓ再生材࣭の্Λண࣮に進
Ί、自動⾞༻ΰϜのサーキュラʕエコϊミーに͞Βにߩ
画Ͱ͢ɻܭ͍ͯ͘͠ݙ

ࣗಈंͷ҆શٕज़Ͱഓͬͨ$"&ղੳٕज़Ͱ৽ͨͳࢢʹΉ

ΰϜེٕज़ͷ͞ΒͳΔਐలɿ࠶ੜΰϜఴՃൺΛ্

　ԤभͰEL7ྩࢦҊ͕ެ表͞Ε、日本֤業քͰ
経済҆全อো、資ݯ制約、カーϘンニュートラルに͚
ͯサーキュラーエコϊミーの取りΈ͕Μにな͖ͬͯ
·ͨ͠ɻ当社のサーキュラーエコϊミーの取りΈリ
サイクル材料、バイΦ材料の࠷大活༻なͲΛ重ͱͯ͠
進Ί͍ͯ·͢ɻ
　特にリサイクル材料の活༻に͓͍ͯ、੩຺ଆ˞1ഇ材
のྔの֬อͱ࣭の্Λૂ͍に、国プロ業ք連携Λ
ਪ進தͰ͢ɻͦ のͨΊഇ材EL7˞2͚ͩͰな͘1IR˞3
1CR˞4·Ͱ෯ݕ͘౼͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ動຺ଆ˞5当社
のڧΈͰ͋Δ高ࢠ技術Λ活༻ࠩ͠別化コストプ
ロセス開発Λݕ౼͍ͯ͠·͢ɻ͜ Εより再生プラスチッ
ク、再生ΰϜΛ使༻ͨ͠Λ市場投入͠·ͨ͠ɻࠓ
にڅڙ技術開発によΔ再生材࣭のอূͱ҆定ޙ
Ί͍͖ͯ·͢ɻ

　⾞྆ライフサイクル全ମͰの॥環ੑ͓よͼCO2ഉ出
ྔのݮに͚ͯ、再生プラスチック材料の開発に力
͍ͯ͠·͢ɻ再生プラスチックに༻͍Δリサイクルݪ料に
、市場͔Βճऩ͢ΔաఔͰҟҟ材͕多ؚ͘·Εͯ
͓り、ͦ の··Ͱ自動⾞部に使༻Ͱ͖·ͤΜɻ
　当社再生材ϝーカーͱの協業により、ҟのదな
আڈ技術、高ࢠ材料のվ࣭技術Λ活༻͠、自動⾞部
ద༻可能な再生11（ポリプロϐレン）材料の開発Λ
進Ί͍ͯ·͢ɻ2024年度Ͱ、国のഇ⾞͔Βճऩͨ͠
EL7༝དྷݪ料Λ༻͍ͨ再生11Λ自動⾞部ద༻͠、
市場投入͠·ͨ͠ɻ

　·ͨ再生プラスチックの͞ΒなΔ֦大に͚ͯ、国の
ॿ成事業Ͱ͋Δʮサーキュラーエコϊミー社会࣮事
業」に参画͠、੩຺産業の関ऀͱのؒͮ͘りΛՃ
ͤ͞、自動⾞部͞·͟·なリサイクル材料Λద༻
͢Δ社会࣮ΛՃ͍͖ͤͯ͞·͢ɻ

ϦαΠΫϧࡐͷ࠷େ͚ͨʹ༺׆ಈ ɾ຺੩຺ଆͰͷऔΓΈ

&-7༝དྷݪྉΛ༻͍ͨ࠶ੜϓϥενοΫ։ൃ

　ܰྔ化、100�リサイクル、易ղମ設ܭ（Ϟϊマテリア
ル化）、成ܗプロセスֵ新、バイΦ材料の開発なͲ、͋ Β
ΏΔ技術力Λ݁ू͠、カーϘンニュートラルʗサーキュ
ラーエコϊミーΛ࣮現・進లͤ͞·͢ɻ
　当社、ΰϜ・थࢷͱ͍ͬͨ高ࢠ材料Λѻ͏専門
ϝーカーͱͯ͠、ૉ社会に͚、カーϘンニュートラ
ル�サーキュラーエコϊミーの開発Λڧ化͠、ޙࠓの
EL7ن制の対Ԡͱ、カーϘンニュートラルୡ成࣌期の
લ出͠Λએ͠ݴな͕Β、ண࣮に取りΈΛ進ల͍ͤͯ͞
͖·͢ɻ
　リサイクル材の࠷大活༻に͚ͨ動 ・຺੩຺ଆͰの取

りΈͱͯ͠、再生資ݯの֬อͱ、技術開発によΔ再
生材࣭の֬อΛ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　EL7༝དྷݪ料Λ༻͍ͨ再生プラスチック開発に͍ͭ
ͯ、۩現化、市場の投入ΛՌͨ͠、ޙࠓ、͞ ΒなΔ
のల開Λ進Ίͯ·͍り·͢ɻ
　ΰϜ再生に͍ͭͯ、当社のེͭ࣋技術Λ͞Βにਪ
͠進Ί、再生材高࣭化により、ఴՃൺΛ্Ͱ͖Δ
よ͏開発、材料ͱͯ͠の事業化にͭな͛·͢ɻ
　·ͨ、新ͨな技術開発ͱͯ͠、࣭バイΦマス合プラ
スチックの開発なͲ、新͍͠材料ૉ材の開発にチャレ
ンジͯ͠·͍り·͢ɻ

ΧーϘϯχϡーτϥϧ�αーΩϡϥーΤίϊϛー

˞1	ഇغΛճऩͯ͠ 再生再利༻ॲ理・ॲなͲΛ行͏産業
˞2	EnE	oG	LiGe	7eIiDleɿ使༻済自動⾞
˞3	1ost	InEustrial	ReDZDleEɿの生産ஈ֊に͓͍ͯ発生͢Δഇغ
˞4	1ost	ConsuNer	ReDZDleEɿফඅऀ͕使༻済Έഇغ
˞5	業サービス業なͲΛ生Έ出͢産業

࣭όΠΦϚε߹ϓϥενοΫͷऔΓΈ

υϩʔϯ༻ΤΞόοά

&-7ϦαΠΫϧݪྉΛ׆༻ͨ͠ྫࣄɿ	͔ࠨΒ
 άϥϒϘοΫεɺϩΞάϦϧ

˞1	国立研究開発法人Ͱ͋Δྛ総合研究所͕代表機関ͱなり、ૉ社
会の࣮現Λਪ進͢Δʮ高機能リグニン材料開発コンソーシアϜ」Ͱ共同
開発Λ行ͬͯ ͍Δ

˞2	ϋンドル༻ウレタン豊田合成Ͱ開発த、ϋンドルインサート株式会
社ఱಐ工ͱ共同Ͱ開発த
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ʮシンクサイトのミッシϣン、先端イϝージン
グ、機ց学श、マイクロྲྀମなͲのҟ野技術
ΛΈ合Θͤͯ開発ͨ͠次ੈ代ܕのイϝージ
ೝࣝܕ高セルソーテΟング技術Λ活༻ͯ͠、
ֵ新తな治ྍஅに͢ݙߩΔ͜ͱͰ͢ɻ豊田
合成༷͕ഓΘΕ͖ͯͨथࢷ材料の成ܕ金ܕ
Ճ工の技術Λ活༻͠、थࢷのマイクロྲྀ࿏デ
バイスの࣮༻化Λ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ」

　2030事業ܭ画Ͱ͛ܝΔʮよりྑ͍Ҡ動ͱΒ͠Λະ
དྷにͭな͙会社」ͱ͍͏࢟͢ࢦの࣮現に͚、ʮエネル
ギー」ʮϔルスケア」ʮスマートホーϜ」Λターήットに社
会課ղܾܕのソリューシϣン開発Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ
　エネルギー野Ͱ、新技術のීٴͰফඅ電力ྔ͕
૿͑Δະདྷにඋ͑、電力ロスΛݮΒ͢(a/パϫーデバイ
ス͕͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社大阪大学ͱ協力ͯ͠(a/
݁থ技術Λ開発͠、6インチҎ্の(a/基൘高ੑ能
(a/デバイスのૣ期࣮༻化Λ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
　ϔルスケア野Ͱ、よりӴ生తͰ҆৺・̓ 全なΒ

͠の࣮現に͚ͯU7�C（ਂࢵ外ઢ）LE%に͓͍ͯ、ੈ ք
ە高ਫ४ͱなΔޫの出力Λ࣮現͠、ਫۭ気なͲのআ࠷
༻్Ͱの利༻֦大Λਪ進͠·͢ɻ
　スマートホーϜ野Ͱʮよりྑ͍Β͠」の࣮現Λ
パートナーͱͯ͠、トヨタホーϜ͕進ΊΔ新ͨな֗͢ࢦ
のՁ創出の取りΈに参画͠、次ੈ代のϫイϠレスڅ
電Ͱ͋Δマイクロڅ電技術の࣮ূΛ行͏なͲ、Ossia社
（ถ国）ͱ共同Ͱ開発Λ行͍、ۙ ͍কདྷの市場投入
Λܭ画͍ͯ͠·͢ɻ

　自動⾞事業Ͱഓͬͨ技術Λ༻͍ͯより多͘の人ʑに
新ͨな社会తՁΛఏ͢ڙΔͨΊに、当社社会課
ղܾΛ起ͱͨ͠新ن事業創出に力Λ͍Ͱ͍·͢ɻ特
にʮエネルギー」ʮϔルスケア」ʮスマートホーϜ」Λ重
野ͱଊ͑、ソリューシϣンఏڙにチャレンジ͍ͯ͠·
͢ɻ新ن事業創出のத֩ઓུͱͯ͠、社会変ֵΛ͢ࢦ
༗なスタートアップͱの共創Λ͓ͯ͛ܝり、2019年に
コーポレートϕンチャーキャϐタルΛ立্ͪ͛、͜ Ε·
Ͱに25社の出資ͱ共同開発Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ
　ྫ͑、当社͕力͢Δ野のҰͭͰ͋Δʮϔルスケ
ア」領域に͓͍ͯ、"IによΔࡉ๔の画૾ղੳΛ༻͍ͨ

๔・ੳ技術に取りΉシンクサイト社に出資͠ࡉ
·ͨ͠ɻ͜ の技術により、ന݂病のૣ期発見͕高͔ͭ
高ਫ਼度Ͱ可能ͱなり、কདྷతに創ༀの活༻͕期
͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社ࡉ๔にඞ要なथࢷのマイク
ロྲྀ࿏デバイスの開発Λ共創活動のҰ環ͱͯ͠スタート
͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨ、出資ͨ͠スタートアップの出制度ܧଓ͠
ͯ運༻͓ͯ͠り、एखϝンバーに新ͨな活༂の機会Λఏ
ࡒ事業創出Λリード͢Δ人نকདྷの事業成長新、͠ڙ
育成に取りΜͰ͍·͢ɻ

৽ۀࣄنʢιϦϡーγϣϯ։ൃʣ

ϕϯνϟーۀاͱͷڞʹΑΔ৽ͨͳࣾձతՁͷग़

　ैདྷ基൫技術Ͱ͋Δ࣓ք共振式発ޫレジスタϊブな
ͲͰഓͬͨϫイϠレスڅ電技術ͱ、新ن事業テーマ創出
のΈ、Ճ͑ͯコーポレートϕンチャーキャϐタル機
能によΔ次ੈ代技術基൫֫ಘのΈΛ活༻͠、ઓུ
తにֻ͚合Θͤͨの͕本マイクロڅ電技術Ͱ͢ɻ
　先行開発に、名古屋大学の豊田合成産学共同研究
部門͕ՃΘり、C"EΛ活༻ͨ͠ラϐッドプロトタイϐン
グ、人ମ護ূݕシミュレーシϣンにより、ແઢ特ੑ
の高ੑ能化のΈなΒͣ、国制度化ΛؚΉ事業化Ҡ行
の開発ՃΛ࣮現͠·ͨ͠ɻ
　当社のパートナー企業マイクロڅ電の先ۦత
開発ͱ、ͦ Εに関ΘΔੈք࠷大のࡒՁΛอ༗͢Δ

Ossia社Ͱ͢ɻ2020年にスタートͨ͠൴Βͱの共同開発
Ͱ、2�4()[送ड電システϜΛ開発͠·ͨ͠ɻ2023年
度Ossia社のϕストパートナーΦブザイϠー、ͦ ͯ͠
5�75()[Φリジナルड電機にͯCES2024イϊϕーシϣ
ンアϫードΛड͠、ੈ ք市場に先ൢ͚ͨۦച開࢝Λ
開発、に関͢Δแ括తな連携ମ制Λ構ங͠、ͯ͠ࢦ
·ͨ͠ɻ
　本技術レϐュテーシϣンリスクݮͱૣ期市場投入
Λͯ͠ࢦトヨタホーϜ三ケٰプロジェクトͰのビジ
ネス࣮ূΛ2024年に開2025、࢝͠年に大阪・関西ສ
തの出లΛ༧定͓ͯ͠り·͢ɻ

ϚΠΫϩిڅ

　E7"IのීٴͰ電力使༻ྔ͕ܶతに૿͑Δະདྷに
より高ޮに電力Λ制御Ͱ͖Δʮ次ੈ代パϫー、͚
ಋମ」の期͕高·͍ͬͯ·͢ɻ当社、੨৭LE%に
使ΘΕΔ化ガリウϜΛ使ͬ ʮͨ(a/パϫーಋମ」に
ண͠、݁ থ成長͔Βデバイス開発·Ͱ、࣮ ༻化に͚
ͨ技術開発に͘取りΜͰ͍·͢ɻ
　大阪大学ͱ連携ͯ͠ຏ্͖͖͛ͯ ʮͨ/aフラックス
法」高࣭な(a/݁থΛ大໘ੵͰ成長Ͱ͖ΔのͰ、͜
ΕΛʮछ」ͱͯ͠、より生産ੑの高͍成長法ͰްΈΛ૿
͠、スライス�ෳ͢Δ͜ͱͰ６インチҎ্の(a/基൘
のૣ期市場投入Λ͍ͯ͠ࢦ· （͢ӈਤ）ɻ
　当社͕参画͍ͯ͠Δ環境লプロジェクトͰ、業ք
リーμー企業�大学ͱ連携͠、４インチʙ6インチछの
再成長・基൘化࣮ݧ、当社͕開発ͨ͠ॎܕパϫーಋ
ମૉࢠΛ名古屋大学にఏ͠ڙ、E7ద༻Λ定ͨ͠Ϟー
ターۦ動࣮͕࢝ݧ·͍ͬͯ·͢ɻ
(a/パϫーಋମΛૣ期に࣮༻化͠、CO2ͪͨࢲ　
ഉ出ྔΛੈքنͰ制͢Δ͜ͱͰカーϘンニュートラ
ルに͖͍ͯ͠ݙߩ͘·͢ɻ

(B/ύϫーデόΠε

(B/छ݁থ�
	/BϑϥοΫε๏


छ݁থ্ʹ(B/Λ
ͤ͞Δ࠶͘ް

	ΞϞϊαーϚϧ๏ͳͲ

εϥΠεɺݚຏͯ͠

छΛෳ͢Δ	ج൘Խ


Ұ෦छͱͯ͠ ༺ར࠶

γϯΫαΠτࣾ 
Ԡ༻ϚΠΫϩྲྀମάϧʔϓ

Տଜ གྷࢠ

γϯΫαΠτࣾ $&0 

উా 一

։ൃઓུ

֯ܗঢ়ͷ/BϑϥοΫε(B/݁থΛ͘Γ͵͍ͯ࡞ͨ͠ܘ�Πϯνछ݁থ
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձͷઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹ͷઓུ

　グローバルͰの·͙Δ͍͠変化Λड͚、顧客要
化͕ඞ要Ͱ͢ɻڧにਝにԠ͑ΔͨΊに、現開発のٻ
　当社2023年にグローバルサミットΛ開2030、͠࠵
事業ܭ画ୡ成に͚ͨ課に͍ͭͯ議͠·ͨ͠ɻ͞ Β
に、重域Ͱ͋Δถ・த国・インド域に͍ͭͯ、
グローバル技術会議Λ開࠵、現OEMのൢച֦大に
化に͍ͭͯ議͠、۩ମతڧઓུͱ現ମ制の͚ͨ
な࣮行ܭ画ͱ͠·ͨ͠ɻ
重要な市場Ͱ͋りଓ͚ΔถͰシリーζडޙࠓ　
開発のޮ化Λਤり、先行開発のリソーセスΛシフ

ト͢Δମ制ڧ化Λ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　#E7進ల͕進Ήத国市場に対ͯ͠、OEMのニーζ
にԠ͑ΒΕΔ開発・設ܭ現化対ԠΛ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　インドに対ͯ͠、市場֦大に対Ԡ͢Δ人員૿͓ڧよ
ͼ設ܭ・ධՁの現化ਪ進のͨΊ、開発ڌΛ開設͠、
成長͢Δ市場ͱ新ن顧客に対͢Δൢച֦大のͨΊ、ମ
制Λڧ化͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨԤभ、#E7、法ن、カーϘンニュートラルͱ͍ͬ
化͠、当社のグローバڧ新ใのௐ査・発৴機能Λ࠷ͨ
ル活動にͭな͍͖͛ͯ·͢ɻ

　グローバル市場に対Ԡ͢ΔͨΊ、֤ 国のᅂに合Θ
ͤͨスϐードײの͋Δ開発͕ඞ要Ͱ͢ɻ当社Ͱ、トレン
ドௐ査(ϕンチマーキング
法ن・アセスϝントใの

取ಘͱ発৴Λ୲͏現ମ制構ஙͱ͘͠Έͮ͘りΛ進Ίͯ
͍·͢ɻ特に法ن・アセスϝントに͓͍ͯ、ԤभΛ起
ͱͨ͠ใऩ ・ू発৴のڧ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

　開発・設ܭΛ現にͯ݁Ͱ͖Δମ制ͮ͘りΛ進Ίͯ
͍·͢ɻ特に現顧客の要ٻにタイϜリーにԠ͑ΔͨΊ、
ナシϣナルスタッフの૿ڧΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ
　⾞྆ద合開発Λޮత͔ͭスϐーデΟに進ΊΔͨ

Ίに、࣮ 、化͢ΔͱͱにڧධՁͱC"Eの対Ԡ力Λ・ݧ
#E7�C"SE͚の開発Λਪ進͠、特にถ、インド
Λ重域ͱͯ͠ମ制ڧ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

3�%ʹ͓͚Δ౷ׅڌͷΞϯςφػڧԽ

։ݱ ɾൃઃܭͷڧԽ

άϩーόϧ3�%ମ੍ͷڧԽ

　バックキャストI1L、2030事業ܭ画の成長ઓུ࣮
現のͨΊ、తࡒ産ใ活༻͠、新͍͠取りΈのૣ期
事業۩現化ͱ࣋ଓతな成長に͢ݙߩΔ͜ͱ͕తͰ͢ɻ
　マイクロڅ電(a/ܥパϫーಋମなͲ新ن事業
の創出・ਪ進、थࢷ・ΰϜのリサイクル材活༻技術開発
なͲ環境ܕྀߟ技術のૣ期࣮༻化のͨΊ、自社・ଞ社の
技術の၆ᛌ・ղੳ、アイデア創出、外部ͱの関ڧ化支
援なͲΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
　活動のҰͭͱͯ͠、マイクロڅ電Ͱฐ社のパート
ナー企業Ͱ͋ΔOssia社に関ͯ͠、ͦ のอ༗特ڐのՁ
の高͞Λௐ査ͱղੳによりࣔ͠、開発ઓུの立Ҋに役立
ͯ·ͨ͠ɻ

　フΥアキャストI1L、2030事業ܭ画にैͬͯ、市場
のকདྷ、ニーζ・Ձ؍の変化に対Ԡͨ͠特ڐస
͢Δ取りΈͰ͢ɻ͜ Εにより事業ઓུの࣮現ͱ、త
大化Λਤり·͢ɻ࠷産のՁのࡒ
　·ͨ、Ϟジュール化技術ڧ化のͨΊ、自社ͱଞ社の出
化Λ進ΊΔ活動ڧの構ஙͱڐΛൺֱੳ͠特ئ
Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ

৽͍͠ςーϚɾ༻్ΛੜΈग़ ʮ͢όοΫΩϟετ*1-ʯ

ΔʮϑΥΞΩϟετ*1-ʯ࡞Λڐ༏Ґͳಛࢢ

　త資本࣋ଓత成長のݯઘͰ͢ɻͦ のڧ化のͨΊ
に開発本部にʮI1ランドスケーププロジェクト」Λ設ஔ͠、

ʮバックキャストI1L」ͱʮフΥアキャストI1L」の活動Λ
行͍ͬͯ·͢ɻ

త࢈ࡒઓུ

探索・企画 開 発 量産設計・生準 量 産

৽ۀࣄɾ৽༻్
Δ͑ࢧԽΛݱ۩

༏Ґͳࢢ
ಛڐΛ࡞Δ

特許取得

他社特許を調査し、侵害を回避

開発から生まれた発明を、特許として保護

他社特許対応

警告～訴訟に対し、交渉対応
係争・訴訟

バックキャストIPL

バックキャストIPL フォアキャストIPL

フォアキャストIPL

マイクロ波給電

新規事業カーボンニュートラル/
サーキュラーエコノミー

既存領域

モジュール化リサイクル材 GaN系パワーデバイス

廃ゴム
種基板 結晶成長 基板化

一部再利用

▶ P.46 ▶ P.49 ▶ P.49 ▶ P.45
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

　地球温暖化による気候変動、少子高齢化、多様化する
お客様ニーズなど、将来予見されるさまざまな環境変化
に対し、確実性が求められるモノづくり分野でも、変化
に対応しなければ生き残れません。私たちが創るべき未
来の工場は、その変化にスピーディに対応できる工場で
あるべきです。一方で、現在に目を向けると、各国のBEV
化戦略の変化や認証問題など、我々自身が大きく変化す
ることをすでに求められています。
　その中で2030事業計画では、生産性を倍増させるス
マート工場の実現を掲げています。2030年代は、CASE
と脱炭素の進展によりモビリティが変化すると考えら
れ、その変化に応じた新たな価値をモノづくりで提供
していく必要があります。我々が培ってきたTPS思想に
沿った改善に、ＤＸ・汎用化・自動化を実現する最新技術
を組み合わせることで、新たな価値創造と生産性を飛躍
的に向上させる工場のスマート化を加速させます。さら
に、グローバルでリアルタイムに情報共有できるネット
ワークを構築することで、経営判断をより迅速にし、先
手を打つことで、変化にスピーディに対応できる工場の

実現を目指します。
　現在、工場のスマート化は、いなべ工場（’20）→TG東
日本新工場（’22）→中国華南新工場（’23）と新工場では
カーボンニュートラルと生産性向上の両立性を進化さ
せてきました。その進化の歩みを止めることなく、2030
事業計画の実現に向け活動を企画推進して参ります。

　 私 た ち が 目 指 すべ き 未 来 の 工 場 は 、モ ノづ くり
の 生 産 性 を 向 上 させ る だ け にとどまって は い け ま
せ ん 。ステ ー クホ ル ダ ー の み なさまに 対し 、あらゆ
る 社 会 課 題 を 解 決 に 導 く 新 た な 価 値 を 提 供 で き
る 工 場 で も あ る べ き で す。そこ で 、経 営 理 念 に も
通 ず る T G 先 進 工 場 コン セプトを 策 定 してい ます。
T P S を ベ ース にし た 生 産 性 の 高 い “ ス マ ー ト ” な
工 場 を 基 本 コン セプトに 、” 活 き 活 き “ ” クリーン “ 
”誠実“の3つを加え「TG先進工場コンセプト」と定めて
います。

社会

活き活き

仕入れ
先様

誠実

スマート

家族

従業員

地球 顧客

株主

お
先に

どうぞ！

クリーン

　時代の変化に伴い人の働き方は変化します。それに合わせて、人と機械の関係を変化させます。人と機械が高度に協調
することで、柔軟に働き方が変えられるようなり、各人の価値観に合わせた働き方が可能に。誰もが活き活き働けるモノ
づくり現場の実現を目指します。

誰もが“活き活き”働ける工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

気遣い作業 
心労を伴う作業から

人を解放

ダイバーシティの実現 人のノウハウと
機械が協調

自分らしく
働ける

エンゲージ
メント

活き活き

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

　樹脂ゴム成形は私たちのコア技術、熱エネルギーの使用は避けられません。愚直な省エネ活動はもちろん、工程統合・ダ
ウンサイジング・材料再生など生産技術革新によるCO2・廃棄物削減で、さまざまな地球環境変化に対し、豊かな地球を未
来に残すことに貢献します。

“クリーン”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

使うエネルギーが極小 工場内で
完全リサイクル

全エネルギーを
グリーンに CN/CEの

実現
CO2 排出量
廃棄物量
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中間在庫 生産負荷変動
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Step1 Step2 Step3

　災害/不良のほとんどは人の気遣い作業に起因します。人の作業をもデジタル上で表現し気遣い作業を視える化し撲
滅へ。安心して快適に働ける工場を創り上げます。さらに、生産負荷や在庫量をはじめとする経営指標もデジタル化。常に
最適な経営判断につなげます。人中心のモノづくりでもステークホルダーのみなさまに確実な安心をお届けします。

“誠実”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

完全トレサビ
いつでもデータ化

少し先の未来が
全て想定内

機械自ら微調整
ヒューマン
エラーの
撲滅

災害、
クレーム
法令遵守
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Step1 Step2 Step3

“スマート”な工場

　今までに経験したことない変化に素早く対応するために、工程はシンプル・スリムにして機動性を高めておく必要がありま
す。TPSに沿った徹底的なムダ排除による正味率の追求が、我々モノづくりの神髄。加えて、技術革新による工程統合、汎用
化、自動化を組み合わせ、突然の厳しい変化にも柔軟に賢くスピーディに対応できる鍛え上げられたモノづくり（究極の1個
流し生産）現場を造り上げます。

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

TPS をベースとした
シンプル・スリムな工程

変化に即応するフレキシブル工程

究極の
1個流し

生産
リードタイム
人員
スペース

スマート

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動
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自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

Step1 Step2 Step3

TG先進工場コンセプト

CMO 代表取締役副社長 安田 洋

モノづくり戦略

我々が目指す未来の工場は、
変化にスピーディに対応できる工場

CMO MESSAGE
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձͷઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹ͷઓུ

　2030事業ܭ画のୡ成に、͋ り͍ͨ࢟Λ࣮現にಋ͘
Ϟϊͮ͘りઓུΛグローバルͰଈ࣮行͠な͚Εなり·
ͤΜɻࠓ·Ͱの、日本͕企画立Ҋ͠ւ外にల開͢ΔʮҰ
のりํͰ、グローバル֤Ͱ起͜Δ͞「Ұํ・ۃ
·͟·な環境変化にスϐーデΟにै͢Δ͜ͱ͕͘͠
な͍ͬͯ·͢ɻͦ ͜Ͱ、֤ 域・ڌのڧΈΛグローバル

にల開͢ΔCoE（センターΦブエクセレンス）ࢥΛಋ
入ɻグローバル連携Λڧ化͠、֤ 域・ڌ͕自Βのڧ
ΈΛຏ͖発৴͢Δʮ多ۃ・多ํ」ͱ͢Δ͜ͱͰ、よりス
ϐーデΟにグローバルͰϞϊͮ り͘ઓུの۩現化Λ࣮行
͠·͢ɻ

Ϟϊͮ͘Γઓུ

ܞάϩーόϧ࿈͚ͨʹԽݱ۩

中国

日本

アセアン

インド

欧州

北米

南米

アフリカ

͔ࡉӨ動画͔ΒリアルタイϜͰࡱ　
͍人のख࡞ݩ業·Ͱデータ化͢Δ͜
ͱΛ可能にɻϜμな動͖の໓ͪ
ΖΜ、࡞ݥة業ඪ४ෆཤ行ݕ
͕可能にɻशख़に対͢Δ人の気͍ݣ
Λな͘͢͜ͱͰ、人࡞業起ҼͰ起͜Δ
にͭな͛ࢭෆྑྲྀ出のະવࡂ
͍͖ͯ·͢ɻͦ ΕͧΕจ化・׳श͕ҧ
͏域Ͱ人࡞業のデータ化Λ࣮֬に
ల開・定ணͤ͞ΔͨΊ、T()2͕キャ
ラバンΛΜͰ現に出͖、グロー
バルͰのデータ活༻Λਪ進͍ͯ͠·
͢ɻ

　グローバルT(のϞϊͮ り͘に関͢Δ͋ΒΏΔ࠷新ใ
Λ動画ܗ式Ͱ発৴Ͱ͖ΔプラットフΥーϜͱ̨̜̥ͯ̚͠
（(loCal	1roEuDtion	EnHineerinH	SIarinH）Λ立ͪ
্͛·ͨ͠ɻコンセプト、͍ ͭͰใにアクセス、
動画によΔޠݴΛ͑ͨ共༗Ͱ、エンジニア同士͕
ͭな͕ΔネットϫークΛ構ங͠·͢ɻ͜ Εにより、Ϟϊͮ͘

り技術のグローバルల開ΛスϐーデΟに࣮行Ͱ͖·͢ɻ
ւ外ڌ同士のエンジニア͕ϝールのり取り͕起
͜り、アイデア͔Β࡞·Ͱの期ؒΛ大෯にॖ͢Δͱͱ
に成度高͘なり、վળのレϕルアップにޙࠓ活༻
͍ͨ͠ͱの聞͍͑ͯ͜·͢ɻ

ΤϯδχΞಉ࢜Λͭͳ͙ใϓϥοτϑΥーϜ

　T1S・थࢷΰϜͰ長年ഓ͖ͬͯͨコア技術Λ࣠に、࠷新
技術ΛΈ合Θͤͨ生産技術ֵ新、日本͕CoEͱͯ͠
Ͱ௨りリード͠·͢ɻ工ఔの統合・൚༻化により工場·ࠓ
全ମΛシンプル・スリϜに͢Δ͜ͱͰ変化に͍ڧ工ఔֵ
新ͤ͞·͢ɻ͞ Βにデジタル༥合によΔ༧ஹอ全Ͱ先खΛ

ଧͬͨ対Ԡ͕可能にɻ変化にスϐーデΟに対ԠͰ͖Δ工
ఔֵ新Λਪ進͠·͢ɻҰํ、͔ Β͘りΛ使ͬͨロϘット༥
合͓よͼ化、T(タイランド͕࣮֬に力Λ͚ͭ、͢ Ͱ
に、CoEͱͯ͠活༂͍ͯ͠·͢ɻ

$P&άϩーόϧల։

ʲ࣮ºεϚーτ ɹr"*ݕ֨ࠎٕज़

　当社のコア技術Ͱ͋Δथࣹࢷ出成ܗのҙঊ࣭Λ
ృ࣭·Ͱ高Ί、͞ Βに、Ί͖࣭ͬ同等の金属ௐの
ഩΛҰ発సࣸ͢Δ工法Λ開発ɻै དྷの大ܕプラント͕ඞ
要なృ、Ί͖ͬ工ఔΛ成ܗ工ఔͰ݁͢Δ͜ͱにより、

CO2ݮͱリードタイϜ ・ॖスϖースݮΛ高͍次ݩͰ
྆立ɻதؒݿࡏݮにより変化に͍ڧ工ఔになり·͢ɻ日
本Ͱのྔ産࣮ΛҾ͖Լ͛、ถΛൽりにグローバル
ల開͍͖ͯ͠·͢ɻ

ʲΫϦーϯºεϚーτ ɹrେܕରϗοτεタϯϓٕज़

CO2排出量

▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ճ০工ఔͱのൺֱ）

リードタイム

▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ίͬ ・͖ృͱのൺֱ）

スペース

▲���

ैདྷ ホットスタンプ

（Ίͬ ・͖ృͱのൺֱ）

όϥ͖ͭΛ҆ఆԽ͝ۀ࡞ͱʹόϥ͖ͭେվળલ վળޙ

(1&4Ӿཡը໘（άϩʔόϧڞ௨）

ΫϥϯημϯɹϑϩϯτάϦϧͰ࠾༻

ྫࣄΤϦΞ҆ఆԽɾվળɹۀ࡞ͷಈઢղੳʹΑΔۀ࡞ਓͨ͠༺׆ٕज़Λݕ֨ࠎ*"

ओͳྫࣄ
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձͷઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹ͷઓུ

　コロナՒ͕ऩଋͨ͠2023年ॳΊ͔ࠒΒ、グローバ
ルͰ人の行͖དྷ͕活発化͖ͯͨ͜͠ͱΛड͚、·ͣ	
"SE"/エリアに͓͚Δ横ల開͔Β࢝Ί、2023年3月
に	ʮアセアン	ロϘット	サミット」Λ開͠࠵·ͨ͠ɻ
　͜のサミットͰ、"SE"/֤ڌの୲当ऀに、T(T
の生産現場Ͱ࣮際にロϘットΛ活༻͠ ʮ͍ͨݡ自ಇ
化」事ྫΛͯ͠ࢹΒ͏工場見学Λ࣮施ɻ͞ Βに֤
社Ͱಋ入͢Δ際の参ߟͱͯ͠、開発ルーϜ設උ
シϣップ、T1S͔Β͘りಓ場なͲ、ͦ ΕΒΛ生Έ出͢プ
ロセス見学ͯ͠Β͍·ͨ͠ɻ
　͜ΕΒのใT(グローバルにΘり、タイͱͨࣅ
経営環境Ͱ࿑務අ্ঢの課Λͭ࣋インドインドネ
シア͔Β、工場見学にͱͲ·Βͣ、ロϘット自動化教
育のͨΊの࣮श生(ICT˞4
ड入Ε࣮現͠·ͨ͠ɻ
˞4	ICT�Inter�CoNQanZ	TraininH


　2023年11月、日本Ͱ開͞࠵Εͨ	ʮグローバルサ
ミット˞5」に͓͍ͯ、͜ ͏ͨ͠ロϘットΛ活༻ͨ͠T(T

の自動化の取りΈΛհɻͦ のڹ͋り、自動
化Ͱ先行͢Δ	日本、ถ、த国͔ΒT(Tの工場見
学͕૿Ճɻの29ڌ・192名(2024年5月現ࡏ
の
タイΛ๚Ε、T(Tの自動化の現場Λ͕ऀ関ڌ֤
Β͠ڽͱ工Λܙ、͠ࢹ ʮ͍ͨݡ自動化」の事ྫΛ
ମ͠ײ·ͨ͠ɻ
˞5	グローバルサミット�T(グループ֤社のトップΒ約130名͕Ұ堂
に会͠、事業の現状ͱ課の共༗グループのҰମ্ײΛਤΔ
場ͱͯ͠2013年͔Β開͍ͯ͠࠵·͢ɻ

　࿑務අ域ͰޮՌの出ͤΔʮ͍ݡ自動化」、ܰ ・ྔシンプルͰ࣮֬

に動༷͘Λͨ͠ٻのͰ͋り、ͦ の要ૉ技術グローバルͰ活༻Ͱ͖

ΔのͰ͢ɻ

　զʑT(TCoE(センター	Φブ	エクセレンス
ͱͯ͠、グローバルに͜の

技術ΛスϐーデΟにల開͢Δͱͱに、サポート・支援Λ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ

　͜の取りΈΛ௨ͯ͠生·ΕΔ֤ڌのエンジニアのͭな͕りͦ͜、T(

グローバルͰ高ࢠ৫ͱͯ͠連携͠、͍ڧϞϊͮ り͘カンパニーͱͯ͠の

ૅͱなΔ͜ͱͱ֬৴͍ͯ͠·͢ɻ

ʣ5(�(MPCBMڌ���໊���ܭʢֶ࣮ݟ�ผڌ

&VSPQF $IJOB +BQBO /PSUI�"NFSJDB

4PVUI�"GSJDB

（1lan	Gor	
	/ext	IM7）

（1lan	Gor	
	/ext	IM7）

�໊ ��໊
�DPNQBOZ �DPNQBOZ

*OEJB "4&"/
4PVUI��"NFSJDB

5(5

��໊
（1lan	Gor	
	/ext	IM7）

��໊
�DPNQBOZ

�DPNQBOZ

��໊ ��໊
�DPNQBOZ �DPNQBOZ

Ϟϊͮ͘Γઓུ

ै、ͪͨࢲ　 དྷの産業༻ロϘットͱൺൺֱత҆Ձ
Ͱ͋り、ٸにී࢝͠ٴΊ ʮͨ協ಇロϘット˞2」にண、
ʑT(TͰ取りΜͰ͖ݩ ʮ͔ͨΒ͘り技術」ͱΈ合Θ
ͤΔ͜ͱͰ、投資Ͱϝリットの出ͤΔ工ఔͮ͘りΛ
進Ί͍ͯ·͢ɻ
　۩ମతに、ロϘットにͤͨ࣋ΔՃ工πール(EO"T˞3

、ͦ ΕΒΛ自動ަ͢ΔͨΊのπールチェンジャー
、ܰ ・ྔシンプルͰ͋りな͕Β࣮֬に動༷͘Λٻ
͠·ͨ͠ɻ·ͨ部のڅڙ、Ճ工Λ終͑ͨ成の
ൖ出に、͔ Β͘り技術Λ༻͍ͨシューターΛ活༻͠、

動力にϞーターシリンμーΛ༻͍な͍シンプルな構
ͱ͍ͯ͠·͢ɻ
　͞ΒにロϘットҎ外に関ͯ͠、開発d࡞·Ͱ
にͩ͜Θり、トライ�エラーΛ܁りฦ͠な͕Β、技術の
ੵΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ
˞2	協ಇロϘット�人なͲͱの࡞業員の際に҆全にఀ͢ࢭΔ҆全機能
Λͨ͠ࡌ産業༻ロϘットのҰछͰ、人の҆全Λ֬ೝ͢Δ͜ͱͰ
人ͱ同ۭؒ͡にಋ入Ͱ͖ΔロϘットの͜ͱ

˞3	EO"T�EnE	oG	"rN	ToolinH

̍ɽʮ͍ࣗݡಈԽʯͱ 

̎ɽάϩーόϧల։ʹ͚ͨऔΓΈ

୩�定ΞηΞン地域ຊ෦

豊田合成、1994年にタイにT(ポンパラ株式会

社(1998年豊田合成タイランド株式会社(現・連݁ࢠ

会社
に社名変更
Λ設立ͯ͠Ҏདྷ、ͦ の࿑務අϝリッ

トΛ活͔ͨ͠ख࡞業த৺の工ఔΛల開͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

͔ۙ͠͠年、タイに͓͚Δ࿑務අ年ʑ高ಅ͖ͯͯ͠

͓り、自動化によΔ生産工ఔの合理化͕ٻΊΒΕ͍ͯ

·͢ɻ

　ҰํͰ、自動化Ͱ先行͍ͯ͠Δ日本ถの技術

Λ、ͦ の··T(Tにಋ入͢Δ͜ͱ投資対ޮՌの؍

͔ΒࠔͰ͋り、先行国のよ͏なޮՌಘΒΕ·ͤΜɻ

　ͦ͜ͰT(TͰ、ै དྷ͔Β取りΜͰ͖ ʮ͔ͨΒ͘

り技術˞1」Λ活༻͢Δ͜ͱͰ、ܙͱ工ΛڽΒ͠

コスト͔ͭলエネルギーな	ʮ͍ݡ自動化」Λਪ進ͯ͠

͍·͢ɻ
˞1	͔Β͘り技術�ϞーターなͲ動力Λ使Θな͍機構Λ༻͍ͨ機ց
ஔの͜ͱ

ܙとでࣗಈԽを推進�ʙタイのݡいࣗಈԽをグϩーバルへల։ʙ
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
豊田合成の成長戦略

人材戦略

CHRO 取締役 執行役員 岡 正規

多様な従業員の自己実現を通じ、
人の無限の可能性を引きだし、
企業価値向上につなげていく。

CHRO MESSAGE

 2030事業計画の実現に向けた人材戦略
　豊田合成は、2030年事業計画において、経済的/社会
的価値を再定義し、それを実現するために事業構造の
改革を進めるとともに、環境の変化に柔軟に対応し、新
たな価値を創出できる「高分子型組織」をめざして、人と
組織の活性化に取り組んでいます。
　当社が社会に提供する価値の源泉は「人」にあります。
ゴムや樹脂といった高分子技術によって培われた専門
力と、それを製品として形にする組織力を結集し、「高分
子型組織」として2030事業計画で掲げた事業成長と構
造改革を推進するため、私たちは次の2つのテーマに基
づく人材戦略を進めています。

1. 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保
　事業構造の改革を実現するため、要員構造の転換を
進めています。必要な人材タイプとその専門性を「人材
ポートフォリオ」として体系化したうえで、計画的な育
成、適切な配置、確実な確保を進めるとともに、メンバー 
一人ひとりの成長を支援し、キャリア形成を促進してい
きます。
2. 多様な人材のウェルビーイングの実現
　事業成長を持続的なものにするためにも、メンバーの
ウェルビーイングの向上は欠かせません。心理的安全性
を確保しエンゲージメントを高めることで、メンバーが
支え合い、最大限の力を発揮できる組織・職場環境を整
えていきます。

　これら2つのテーマを軸とした人材戦略を通じて、当
社が持つ高分子技術の専門力と組織力を最大限に活か
し、「高分子型組織」として経済的価値と社会的価値の
両立を目指す持続的な事業成長を実現していきます。

 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保（事業戦略と人材戦略の連動）
　事業成長・事業基盤強化を支える取り組みとして、こ
れまでも中期での要員計画を立案する中で、各部のニー
ズに基づき強化分野の必要人員数を整理し、既存業務
の効率化を進めることにより、要員構造の転換（強化分
野へのリソーセスシフト）にチャレンジしてきました。
　今後、2030に向けた人材戦略として、要員構造を変え
ていくというこれまでの方向性はふまえつつ、2030事業
計画の実現に向けて全社的な重点強化分野と必要人材
の要件をあらためて整理し、事業ポートフォリオに基づ
いた人材ポートフォリオとしてまとめることで、量（人員
数）の管理だけでなく質の管理を強化していきます。
　当社では、2030事業計画の実現に向けて強化したい
人材タイプを明確にするため、人材ポートフォリオにお
ける「人材の3本柱」を右図のように定義しました。

   人材の3本柱

　これらをさらに「15の人材」タイプに層別、各々の専門
性を“あるべき人材ポートフォリオ”として整理して、現
有人材と2030事業計画の実現に向けた必要人材との
ギャップを洗い出し、計画的な人材の確保・配置・育成
計画の立案につなげていきます。
　併せて、従業員個人のキャリア形成や成長を実現して
いくためにも、人材ポートフォリオを活用しながら、目指
したいキャリアイメージの具体化や必要な専門性の習得
を促していきます。

人材ポートフォリオに基づく
配置・育成・確保

多様な人材の
ウェルビーイングの実現

事業構造改革
事業ポートフォリオの転換

人と組織の活性化
（高分子型組織）

人材ポートフォリオの整備

〈人事の取り組み〉
事業成長を支える

成長を持続的に

変革をリードし、実現できる
多様な人材育成

人権、DE＆I

高いエンゲージメント・
心理的安全性の確保

2030事業計画 人材戦略

2030事業計画と人材戦略

2023 2026

要員構造を転換
(強化へリソーセスシフト)

❶重点事業推進人材

❷事業基盤強化人材

❸次世代経営人材

強化

既存業務

強化

既存業務

既存業務は効率化

総人員数(人)

提
供
価
値

重
点
事
業

人
材
の
3
本
柱

新モビリティの普及への貢献

安心・安全 快　適

脱炭素社会への貢献

脱炭素

セーフティシステム

交通事故死傷者削減に貢献す
るため、予防安全・自動運転対
応の乗員保護製品などを開発

内外装 材料／新事業・新製品

中期要員計画 人材ポートフォリオ

さらに
15の人材タイプと
専門性に分類

BEVらしさ・快適な車内空間
をかなえる新機能・デザイン・
つくりの刷新

リサイクル・高機能材料事業化
とCN製品開発（BEV/FCEV）
および新価値製品の創出

事業戦略と必要な人材

重点事業推進
人材

2030事業計画の重点事業に直結するテーマを担う人材

事業基盤強化
人材

事業を横断して、事業基盤のレベルアップを担う人材

次世代経営
人材

上記2つをリードする次世代経営リーダー・海外拠点トップ
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձͷઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
๛ా߹ͷઓུ

　ʮ人材の3本ப」の͏ͪ、1ͭΊのபͰ͋Δʮ重事業
ਪ進人材」、2030事業ܭ画の重事業Ͱ͋Δʮセーフ
テΟシステϜ」ʮ外」ʮ材料ʗ新事業・新」の開発
に携ΘΔ人材ͱ͠、事業ܭ画࣮現に͚ͯஔ・֬ อに
より力Λ入Ε͍͖ͯ·͢ɻ
　人材ポートフΥリΦͰඞ要人材・専門ੑΛ໌֬に͢Δ
͜ͱͰ、社人材のリソーセスシフトのਪ進ͱͱに、専

門スキルΛͨͬ࣋新ͨな人材の࠾༻ڧ化͍͖ͯ͠·͢ɻ
　2ͭΊのபͰ͋Δʮ事業基൫ڧ化人材」、社全ମの
֤事業Λ横அ͢ΔܗͰ、2030事業ܭ画の࣮現に͚ͯ
基൫ͱなΔ機能Λ支͑Δ人材Ͱ͢ɻ
　重域（グローバル）Ͱのച্の֦大生産ڧ化、
%9Λ進ΊΔ্Ͱඞ要な人材なͲ、重事業ਪ進人材ͱ
同༷に、人材の֬อ・ஔ・育成Λ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ

�ଟ༷なਓࡐのΣルϏーイングの実ݱ
　事業の࣋ଓతな成長のͨΊに、ʮウェルビーイングの
࣮現」ෆ可ܽͰ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻͦ の࣮現に͚、
ै業員͕入社ޙにମ͢ݧΔエクスϖリエンスΛ௨ͯ͡、
৺理త҆全ੑの֬อエンήージϝントの্に取り
ΜͰ͍·͢ɻ
　৺理త҆全ੑの֬อͱ͍͏Ͱ、ํのコミュニ
ケーシϣンΛ࣠に、࿑使ؒの対Λ活ੑ化͠、ै 業員͕
҆৺ͯ͠本ԻΛޠΕΔ෩௨͠のྑ͍職場ͮ り͘Λਪ進͠
͖ͯ·ͨ͠ɻ特に、職場Ͱの্࢘ͱの関ै業員Ұ人
ͻͱり͕活力Λ͡ײΔ͏͑Ͱ重要Ͱ͋り、マネジϝント
վֵΛ௨ͯ͡、͍ࢥりͱ৴པに基ͮ ʮ҆͘৺Ͱ͖Δډ
ॴͮ Γ͘ʯのඋに取りΜͰ͍·͢ɻ
　͞Βに、ै 業員͕当社Ͱಇ͘ҙٛΛ࣮͢ײΔ͜ͱ͕、
にͭな͕Δͱ্事のతҙࣝエンήージϝント
Λల開͍ͯ͠ࡦΛ促進͢Δ施「ײʮビジϣンの共、͑ߟ
·͢ɻै 業員͕自ΒキャリアΛங͖、成長͢Δ機会ΛಘΒ
ΕΔ環境ͮ り͘に力͠、Ұ人ͻͱり ʮ͕׆༂Ͱ͖Δ
ʯͰً͚Δよ͏支援͍ͯ͠·͢ɻ

　2021年より、ै 業員エンήージϝント্ΛͶΒ͍、
国外出ऀؚΊͨ全ै業員Λ対に、エンήージϝ
ントサーϕイΛ開࢝͠·ͨ͠ɻ2015年より進Ί͖ͯͨ෩
վֵの取りΈޮՌΛ֬ೝͭͭ͠、当社のؼ属ҙ
ࣝ事のݙߩҙཉΛࣔ͢エンήージϝントスコアΛ
Ѳ͢Δ͜ͱにより、͞ Βにಇ͖͕͍の͋Δ職場ͮ͘り
に͚ͯの施ࡦΛਪ進͖ͯ͠·ͨ͠ɻサーϕイのճ
、開࢝Ҏདྷ97�ΛԼճΔ͜ͱな͘、· ʮͨサーϕイに
よͬͯલ͖な変化͕起͜Δ͜ͱの期」Λ問͏設問
のスコア66�ΛԼճΔ͜ͱな͘、現ࡏにࢸり·͢ɻ
　2024年より、多༷化͢ΔՁ؍社会環境の変化Λ
;·͑、ै 業員Ұ人ͻͱりのウェルビーイングΛ࣮現͢

ΔͨΊにෆ可ܽなʮ৺理త҆全ੑ」ͱʮエンήージϝン
ト」Λ支͑Δʮエクスϖリエンス（事キャリア͕ै業
員の期にԊͬͨମݧͱな͍ͬͯΔ͔ΛଌΔの）」Λ
֬ೝ͢ΔͨΊにサーϕイΛ更新ɻ͜ の変更に͍、エン
ήージϝントΛଌ定͢Δ設問Λ5問͔Β3問変更˞͠·
ͨ͠ɻඪに͍ͭͯҡ2025、࣋͠年に70�Λࢦ
͠·͢ɻサーϕイ݁Ռに基͖ͮ、Ұ人ͻͱりのϞチϕー
シϣンのݯઘΛѲ͠、より高͍エンήージϝント、ͦ の
先にͦΕͧΕのウェルビーイング্にͭな͕Δ͜ͱ
ΛͶΒ͍、ʮै業員ઢ」Ͱ期にԊͬͨマネジϝント施
Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻࡦ

　3ͭΊのப、কདྷの経営Λ୲ ʮ͏次ੈ代経営人材」Ͱ
͢ɻকདྷの経営Λ୲͏人材のܭ画త育成のͨΊ、経営ઓ
্ུの重要ポストͱ職行に資͢Δ幹部要݅Λ໌֬
化͠、サクセッシϣンプランによΔީิऀのબ定・ܭ画త
な教育・ஔ（タフアサインϝント）のΈΛಋ入ͯ͠
͍·͢ɻ

　ւ外ڌのナシϣナルスタッフ幹部登༻͓よͼ育成
進Ί͓ͯり、֤ 域に͓͍ͯੵۃతな登༻ΛՃ͢Δͨ
Ίに、2021年度に、ナシϣナルスタッフ幹部（副社長Ҏ
্）登༻の基本ํ・ターήットΛ定Ί、࣮ 現に֤͚ͯ
事業ମにͯ取りΈΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ
　·ͨ、2025年·Ͱにナシϣナルスタッフ幹部ൺ
40ˋୡ成Λ͠ࢦ、֤ 域Ͱϋイポテンシャル人材のධ
Ձ・育成ܭ画の࡞成Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ主な施ࡦͱͯ͠、
ナシϣナルスタッフ幹部ީิのʮ経営スキル基ૅ研म」
ʮ課設定ܕ問ղܾ研म」の࣮施なͲによりナシϣナ
ルスタッフの育成Λ進Ί͍ͯΔ΄͔、域Ͱのサクセッ
シϣンコミッテΟΛถभ、東ೆアジア、த国Ͱ開͠࠵、幹
部ิީऀܧޙの育成・࠾༻の活動状況課Λ共༗͠
͍ͯ·͢ɻ

ਓࡐઓུ

ॏۀࣄਪਐɾجۀࣄ൫ڧԽΛ͑ࢧΔਓࡐ

ΤϯήーδϝϯτΛ͑ࢧΔΤΫεϖϦΤϯε

ͷ֬อͱҭࡐӦਓܦੈ࣍

ਓࡐͷப औΓΈ͚ͨʹըͷ࣮現ܭۀࣄ2030 ඞཁͳਓࡐλΠϓ

ॏۀࣄ
ਪਐਓࡐ

༧҆શɾࣗ ಈӡసରԠͷΤΞόοάɾϋϯυϧ։ൃ ࡐΤΞόοάɾϋϯυϧ։ൃਓੈ࣍

#&7Β͍ۭͮؒ͠ॅډ Γ͘ͷͨΊͷ։ൃ ࡐۭؒσβΠϯਓੈ࣍

ૉɾ॥ࣾܕձ࣮現ͷͨΊɺΰϜɾथࢷͷ࠶ੜࡐͷϦαΠΫϧΛۀࣄԽ ϦαΠΫϧɾػߴࡐྉۀࣄԽਓࡐ

ͷग़ۀࣄنੜՄΤωϧΪʔ֦େͳͲ৽࠶ ৽Ձ։ൃਓࡐ

൫جۀࣄ
ࡐԽਓڧ

ॏҬ（άϩʔόϧ）ͷ֦ൢΛ͑ࢧΔΤϯδχΞʗӦۀ άϩʔόϧΤϯδχΞʗӦۀਓࡐ

্ज़Ϩϕϧͷٕޚ੍߹Δෳ͑ࢧ෦։ൃΛࢠిػߴ ΤϨΫτϩχΫεਓࡐ

σʔλͱσδλϧΛۀͨ͠༺׆ϓϩηεɾۀࣄมֵͷਪਐ %9ਓࡐ

ඞཁͳਓࡐʢྫʣ

ࡐӦਓܦੈ࣍

αΫηογϣϯϓϥϯ
ʢީิऀબఆʣ

Ӧτοϓηϛφーܦ

ηϛφーૅجӦܦ

Ӧक़ܦ
ஔܭը

ʢタϑΞαΠϯϝϯτʣ

ଟ༷ͳܦӦװ෦ਓࡐͷҭ

ʪڭҭϓϩάϥϜʫ

తɾࣾࡁܦ ձతՁ

ΣϧϏーΠϯάͷ࣮ݱ

҆৺Ͱ͖Δډॴ

৺ཧత҆શੑ

ʹԊͬͨΤΫεϖϦΤϯεظ

ࡏݱ
こΕかΒ

��ுろうؤ

͕ࣄのر
Ͱきる�

ઌഐ͕しくͯ
૬ஊしʹくいʜ

ʹ্͕࢘
ΩϟϦΞʹついͯ

ฉい くͯΕた�

৽たなεΩϧ
शಘʂ

長Λ
�ײ࣮

ೖࣾ
मݚҭɾڭ

ଐ ҟಈ
ঢ֨

৬෩վֵ
Ϛωδϝϯτมֵ

༂Ͱ͖Δɾ׆
ޫΛ͋ͯΔ

Τϯήーδϝϯτ্

Ϗδϣϯͷײڞ
ΩϟϦΞ࣮ݱ

2021

49%
53%

56%
59%

KPI目標
70%

KPI目標
75%

2022 2023 2024 2025 … 2030（年度）

ΤϯήーδϝϯτείΞਪҠ ˞エンήージϝントスコアɿҎԼ3設問のߠ定తճ（5ஈ֊த45）のฏۉ
͏ࢥΛ͠よ͏ͱݙߩ、業務্期͞Ε͍ͯΔҎ্のࢲ・
Δ͍ͯ͡ײΛײ人ͱͯ͠ୡ成ݸ事Λ௨ͯ͠、ࢲ・
͏ࢥΊ͍ͨͱקతにۃ、当社Ͱಇ͘͜ͱΛ、人にੵࢲ・
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
豊田合成の成長戦略

人材戦略

職場風土改革・マネジメント変革 ビジョンへの共感

キャリア自律支援

企業価値向上の取り組み

トップ主導のコミュニケーション改革からスタート　　双方向コミュニケーション、役員宣言5ヶ条の実施 など

管理職が自分の想いをメンバーに伝える　　「職場のビジョンと私の想い」の展開

部門労使協で職場の困りごと解決　　'21年～エンゲージメントサーベイ開始

各世代・職種の働きがい議論　　働きがいプラス委員会（シニア、若手など）

失敗を恐れず、上司も挑戦を後押し　　チャレンジプラス活動

2015～ 2019 2020 2021 2022 2023 2024 …2030

ウェルビーイングの実現

期待に沿ったエクスペリエンス

安心できる居場所づくり

心理的安全性の向上

活躍できる舞台・光を
あてる

エンゲージメント向上

風土改革

働きがい向上

エンゲージメント向上

　2015年に労働組合が実施したアンケートにより、「内
発的な働きがいが低い」との結果が示されて以降、職場
風土改革を推進してきました。職場内のコミュニケー
ション促進、トップメッセージの発信、働きがいを高める
委員会の発足、社外講師による講演会など、職場風土と
マネジメントの両面から取り組みを継続しています。
　エクスペリエンスサーベイの結果からは、これまでの

取り組みにより、職場内の協力体制やコミュニケーショ
ンなど、職場風土の良化に一定の効果が見られることが
分かりました。一方で、心理的安全性や上司がメンバー
のやる気を引き出すことに関し課題があるため、2024
年はマネジメント変革のさらなる推進と対話活動に力を
入れていきます。

　2030事業計画が策定され、そこに込められた想いを
伝えるために、トップ自らが各職場をまわり、メンバーや
労働組合執行部と直接対話する機会を設けました。これ
に加え、2024年には、各本部のトップが、当社の将来や
事業に対する想いを語る「想いを伝える会」をすべての
本部で開催します。

　一人ひとりが2030事業計画を自分ごととして捉え、自
身がどう関わるかを考えることが、仕事への目的意識を
高め、関与を強めます。経営層や管理職がメンバーと向
き合い、一人ひとりに「あなたには、こう貢献して欲しい」
と納得できるように導くために、今後も対話の機会を作
り、ビジョンの浸透だけでなく、共感をはかっていきます。

　中堅・若手社員の成長意欲促進をねらい、2021年に
働きがいを高めるワーキンググループを立ち上げまし
た。その中で、キャリア形成施策を「ワク・キャリ活動」と
名付け、「キャリアの見える化」「意識醸成」「キャリア形
成促進」を取り組みの3本柱として、全社施策へつなげて
います。

　これらの取り組みにより、中堅・若手（20代、30代）の
エンゲージメントが年々向上し、手応えを感じています。
一方で、50代、60代には課題があると認識しています。
役割やキャリアデザインなど、上司との対話を通して、モ
チベーション向上を図ります。

　当社では、福利厚生の充実をねらい、従業員の財産形
成の一助とすることに加え、一人ひとりが当社の株主と
の一層の価値共有を進めるとともに、経営への参画意識

の向上を図ることを目的に、従業員持株会向け譲渡制限
付株式インセンティブ制度を導入しました。
持株会加入率：45%→84%へ（2024年10月時点）

   マネジメント変革
　全役員・管理職を対象に、精神科医による「人間力
OMOIYARIコミュニケーション研修（全5回）を３年間
かけて実施します。（’23:第1回、’24:第2回、第3回、’25:
第4回、第5回）これに加えて、職場のリーダー層を対象
とした、外部講師による「心の通う職場づくり研修」を昨
年に引き続き仕掛けていきます。

人間力OMOIYARIコミュニケーション研修
受講者数：1,207名（23年度 第1回）
心の通う職場づくり研修
受講者数：係長156名 グループリーダー275名

   対話活動
　上記研修の成果を発揮する実践の場として、各職場で
トップ層や部門長とメンバーが対話するラウンドテーブ
ルミーティングを実施します。

【ワク・キャリ活動の取り組み事例】

活躍
イメージ

志向
タイプ

● これまでにない新しい製品や価値を生み出して活躍したい
● チームワークを発揮し、より大きな成果を創出したい

● 市場ニーズを把握し、新価値開発を推進するエキスパート
● 将来を見据えた製品の企画・開発を推進するリーダー

基礎
技術・開発人材として
配属部門で基本的
スキルを習得する

開発

後工程を知る
後工程で顧客のニーズを
体感し、信頼獲得のため
の苦労や難しさを経験

設計・生技

知見拡大/深堀
他事業領域の開発を
経験し、幅を広げる

他事業領域の開発

新要素技術の開発
これまで培った経験・知識 
を活かし、新要素技術の
開発に取り組む

開発

率先主導/推進
新製品の企画立案や
関係者との調整、具現化
を推進する

開発

新価値開発の推進
担当組織のマネージャーとして
新たな価値創出集団をリードし、
新価値の開発を実現する

新価値開発

■　創造・技術開発力 
■　課題形成力 
■　コミュニケーション能力、
    プレゼンカ

■　環境分析力、顧客志向 
■　調整力、交渉力     など

【マルチ・ワイド型】エキスパート人材

特に期待されるスキル(例)

心の通う職場づくり研修受講風景

ラウンドテーブルミーティング

キャリアパスモデル（キャリアの見える化）

異業種交流会（キャリア形成促進）
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձͷઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
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ਓࡐઓུ

ʙଟ༷ͳਓډʹࡐॴͱɺ
ɹͦͷਓΒ͍͠׆༂ͷΛग़͠ɺޫ ΛͯΔʙ

2024年6月に、μイバーシテΟ୲当役員にब任͠·ͨ͠ɻ

多༷な人材の͞·͟·な経ݧՁ؍Λଚ重͠、

֤人͕ಇ͖͕͍Λͬͯ活༂Ͱ͖Δ職場環境Λ࣮現͢Δ͜ͱͰ、

৫全ମの力Λ高Ί、企業の成長にͭな͍͖͛ͯ·͢ɻ
μΠόʔγςΟ୲役員

ࢠߒ ౻҆

ॏऔΓΈ ֓ཁओͳ׆ಈ

ᶃঁੑ活༂

事
技
職

ɾ�ΞυόϯεϓϩάϥϜɿཧ৬ঢ֨ʹ͚ͨҭ՝Λ໌֬Խ͠ɺͦ ͷղফʹ͚ඞཁͳׂ༩ػձఏڙΛ͍ߦɺྗ
্ΛਤΔ
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�μイバーシテΟ・ΤΫイテΟ̱ インΫルーδϣン	%&�*ʣ

ํ͑ߟຊతͳج

　多༷なՁ؍新ͨなࢹ・ํ͑ߟΛ経営に取り入
ΕΔͨΊ、͜ Ε·Ͱ͋ΒΏΔ属ੑの人ʑの࠾༻・育成・
登༻Λੵۃతに進Ί͖ͯ·ͨ͠ɻ2020年͔Β、多༷な
人材͕ड͚入ΕΒΕ、活༂Ͱ͖Δډ場所ͱΛ࡞り、
ʮインクルージϣン」にͭな͕Δ෩ৢ成、制度、教育ମ
の構ஙに力͍ͯ͠·͢ɻܥ
　2023年に当社のμイバーシテΟ活動Λਁಁͤ͞Δ
ͨΊ、シンϘルマークͱスローガンΛ社Ͱืり、ʮ%EˍI
ΈΜなͰ進͏多࠼なະདྷ」にܾ定͠·ͨ͠ɻ

ಈͷॏऔΓΈ׆*�&%

　%E�Iの取りΈに͓͍ͯ、多༷ੑΛ理ղ͠、学ͼ、
ͱに支͑合͍、行動にͭな͛Δ͜ͱΛ࣠ͱͯ͠、アク
シϣンプランΛࡦ定͍ͯ͠·͢ɻ
　外部講師によΔ講ԋ会、༗ࢤΛืり活動Λ企画͢Δコ
ミュニテΟ活動の࣮施、ܒ発イϕントͱ͠ ʮ͓͍ͯり
月ؒ」Λ設͚ΔなͲ、全ै業員のҙ্ࣝΛͶΒ͍ͱ͠
ͯ、ҎԼのよ͏な重取りΈΛ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ

			ᶃঁੑ׆༂
　業のͱͯ͠ঁੑै業員ൺ͕͘、உੑै業
員͕ඪ४ͱな͍ͬͯΔ職場環境、ロールϞデルのෆに
より、当社に͓͍ͯঁੑ管理職の登༻・育成͕Ε͍ͯ
·ͨ͠ɻͦ のͨΊ、ঁ ੑ管理職登༻のඪΛ2025年
·Ͱに45名、2030年·Ͱに100名ͱ͠、ঁ ੑ活༂の施
ΛՃ͍ͤͯ͞·͢ɻࡦ
　۩ମతな施ࡦͱͯ͠、スタッフैܥ業員に、自Λ
·ͣり、ڧΈΛ活͔ͨ͠リーμーシップ૾Λඳͨ͘Ίの
ʮエンカレッジプログラϜ」Λ開設͠·ͨ͠ɻҰํ、現
場のै業員͚に、ঁ ੑリーμーΛத৺に୭͕ಇ͖
͍͢職場環境ͮ り͘に͚ͨ取りΈΛ࢝Ί·ͨ͠ɻ

　ۙの施ࡦͱͯ͠、よ
りঁੑ͕ಇ͖͍͢職場に
͢ΔͨΊに、ঁ ੑトイレに
生理༻୨Λ設ஔͨ͠り、
工場ごͱにঁੑ相談員Λ
ஔ͠、気ܰに相談Ͱ͖Δ環
境ͮ͘りなͲΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨ、Ϟチϕーシϣン্
施ࡦͱͯ͠、ଞ社業ͱのަྲྀΛੵۃతに行͍、
現場に͓͚Δ多༷なঁੑ活༂のロールϞデルΛり、学
Ϳ機会Λ設͚͍ͯ·͢ɻ

			ᶄো͕͍ऀޏ༻
　͜Ε·Ͱ当社Ͱ、ো͕͍Λํͭ࣋ʑの現場Ͱ
の࠾༻Λ進Ί͖ͯ·ͨ͠ɻ現場Ͱಇ͘日常のイϝー
ジΛͯͬ࣋Β͑Δよ͏、特別支援学ߍͱ連携͠な͕Β
લのインターンシップΛ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ࣮༺࠾ 務Λମ
職場にૣ͘ೃછΉ͜ͱ͕ͰޙΔ͜ͱにより、入社͢ݧ
͖、ͦ のޙの活༂にͭな͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·͢ɻ
　·ͨ、2024年度͔Β、スタッフ職Ͱのڧ༺࠾化Λ
ਤ͍ͬͯ·͢ɻड͚入Ε職छの֦ு、ো͕͍ऀ͚ब
職セミナーੵۃతに参Ճ͠、બΕΔ企業ͱなΔよ͏
取りΈΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨ、当社Ͱ長͘ಇ͍͚ͯΔ
よ͏֤事業所に生活相談員Λஔ͠、定期ケア໘談によ

Δࠔりごͱの্͍͛ٵなͲ、ಇ͖͍͢職場環境ͮ͘り
ܧଓ͍ͯ͠·͢ɻ

			ᶅཱ྆ࢧԉ
　育ࣇ・հ護・ՃྍΛ͠な͕Β自Β͘͠事ͱの྆
立͕࣮現Ͱ͖Δ͘͠Έͮ͘りͱ、ʮ͓͕͍ͨ͞·ਫ਼ਆ」Ͱ
ॿ͚合͏͜ͱ͕Ͱ͖Δ職場෩のৢ成ΛͶΒ͍に活動
Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ2023年より、55ࡀҎ্のै業員Λ
対に、հ護に໘ͨ͠場合Ͱ事ͱの྆立͕ਤΕ
Δ基ૅ （ࣝ域แ括支援センターなͲ行政ͱの連携

なͲ）؆୯հॿํ法Λ学
ͿセミナーΛ開͍ͯ͠࠵·
͢ɻ育ࣇに͍ͭͯ、育ࣇ・
հ護ٳ業法の基४Λ্ճ
Δ制度(2ࡀ·Ͱ育ٳ、学ߍ
行事なͲに利༻Ͱ͖Δ特別ٳՋなͲ
Λಋ入͠、྆ 立支
援に力Λ入Ε͍ͯ·͢ɻ
　·ͨ、্ 発活動なͲܒ取ಘのٳ職場に対ͯ͠の育・࢘
Λੵۃతに行͍、உੑ育ٳの取ಘ大෯に্ঢ͍ͯ͠
·͢ɻ͜ のよ͏な活動͕ೝΊΒΕ、2024年度にʮプラ
チナ Δ͘ΈΜ」のೝ定Λड͚·ͨ͠ɻ

			ᶆ-(#52ରԠ
　2023年にʮパートナーシップ制度」Λಋ入͠、ੑ తࢦ
ੑ、ੑ自ೝ 別にͱΒΘΕ͍͖͍͖ͣ自Β͘͠ಇ͚
Δ環境ͮ͘りΛͶΒ͍に、管理職͚講ԋ会社ガイ
ドブック࡞成なͲΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ͜ のよ͏な活動͕ೝ
ΊΒΕ、2024年度1RI%EࢦඪシルバーΛड͠·ͨ͠ɻ

%&�*औΓΈͷ࣠

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

հޢηϛφʔͰͷհॿମݧͷ༷ࢠ

Πϯλʔγοϓड͚ೖΕͷ༷ࢠ

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える



TOYODA GOSEI REPORT 2024 6766

豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

2023年度の連結業績について、売上収益は、半導体
供給の安定や、日本や米州を中心とした旺盛な需要に支
えられ好調に推移し大幅な増収となりました。

営業利益についても、増販効果を享受できたことに加
え、前期まで発生していた生産量の急激な変動に伴う生
産不能率の解消、さらに為替の円安影響もあり大幅な
増益となりました。売上収益、利益ともに過去最高とな
る一年となりました。

当社は、2023年8月に2030事業計画を策定し、経営
目標として、売上収益1兆2,000億円、営業利益1,000億
円、営業利益率8%、またROEは株主資本コスト７～８％
を上回る10％以上を掲げました。

財務方針についても刷新し、従来の成長性・安全性の
観点に、効率性の観点を加えた3つのバランスにより企
業価値向上を目指します。

またROE10%に向けてバランスシートマネジメントを
強化していきます。

研究開発も含めた投資は、高成長・高収益が期待でき
る事業・地域に重点的にリソーセス配分していきます。

地域軸では米州・インド、事業軸では内外装部品・セー
フティシステム製品です。

例えば米州では、BEVなど多種多様なクルマの進展を
見据えており、車両のフロント・リア部を構成する各種大
型塗装品向けなど、幅広いバリエーションの製品を供給
できる体制を整備しました。米州での内外装製品の販売
拡大に対応していきます。

またインドでは、クルマに対する安全意識の向上を背
景として、乗員を保護するエアバッグの搭載が拡大して
います。生産能力の増強と合わせ、カーメーカーの開発
ニーズに迅速に対応できるR＆Dセンターも設立し、現
地での技術開発機能強化も図っています。

地域・顧客特性を加味したグローバルR&D体制の構
築は基より、電動化をはじめとするCASE社会を見据え
た対応や、CN/CEの実現に貢献する新材料ならびにソ
リューション開発による新規事業創出など、今後の成長
分野にも先行投資しています。

成長機会を逃さぬよう、あらゆる投資機会に機動的に
対応できる自己資金ならびに資金調達力を確保するとと
もに、調達手段の多様化も図っています。

24年3月には、ESG活動を推進する資金調達の仕組み
であるサステナブルファイナンスを活用したインパクト・ボ
ンドを発行しました。これは「サステナブル＆ポジティブイ
ンパクト・ファイナンス フレームワーク※１」を活用した本
邦初の取り組みとなります。

また本社主導による資金の効率化を狙いとしたグロー

バルでのグループファイナンス導入を皮切りに、地域内
プーリングの導入も図り、一層の効率化と平準化を進め
ていきます。

2030年事業計画の経営目標であるROE10％を達成す
るため、資産・資本効率の向上を図るバランスシートマネ
ジメントを強化しています。

資産効率向上の観点から、当社独自の指標であるTG-
ROICを導入しました。このTG-ROICは、営業利益を固定
資産と棚卸資産の合計で除したもので、製造会社に必要
不可欠なアセット対比でのリターンを追求するものです。

固定資産について、当社は個々の投資判断に回収期間
法を採用していますが、TG-ROIC目標とリンクした回収
期間目標の運用を開始しました。投資案件に課される回
収期間は従来比で短縮、厳格化しています。

棚卸資産について、コロナ禍や半導体供給不足に対応す
るために一時的に在庫水準を増やしておりましたが、改めて
個々の子会社単位で適正レベルへの見直しを進めています。

英国子会社の閉鎖および米州子会社の減損を実施し
ましたが、アセットリターンの観点から不採算事業の意思
決定を後押しした事例となります。

株主還元の強化
当社の株式を保有していただく株主のみなさまに報いるた

めに「安定的かつ継続的な増配」を基本方針としております。
この方針を実現するため、配当方針を従来の「配当性向

30％以上」から 「DOE2.5％を下限目標」に見直しました。ま
た、適切な資本構成を構築するため、機動的な自己株式の
取得にも取り組みます。政策保有株式の大幅縮減、それを原
資とした自己株式の取得を実施しましたが、このような株主
還元の取り組みによって、従来以上に資本効率の向上を意
識するとともに、株価を意識しながらTSR（株主総利回り）を
長期安定的に向上させていきます。

 加えて、非財務情報を含む積極的な情報開示や、株主構
成の多様化、特に海外投資家や個人投資家を増加させるた
めに対話機会の拡充、Webサイトなどにおける情報開示を
充実させ、株主資本コストの低減にも努めます。

2030経営目標を達成の前提で、2023年度から2030
年 度までに生み出される営 業キャッシュフローは約
6,500億円と見積もっています。

併せてTG-ROICを指標にした効率化や、政策保有株式
の縮減などによりバランスシートの圧縮も進めていきます。

設備投資は重点事業・地域を中心に3,500億円を投入
します。株主還元については、前述した通り、安定的・継続
的な増配の原資として1,000億円以上を確保します。残る
2,500億円については、収益性の高い案件に対する追加
投資や、事業環境や成長機会に応じてM&A、アライアン
スなどの非連続成長分野にも投資していきます。またその
ような投資がない場合には、資本効率向上の観点から追
加的な株主還元に回すなど戦略的に配分していきます。
2023年度の営業CFは足元の好業績により、当初計画を
過達。バランスシートの圧縮についても前述の財務方針
に基づいた取り組みを計画通り実行しました。

※1 サステナブル・ファイナンスの枠組みで、国際資本市場協会（ICMA）が定めるグリー
ンボンド原則およびソーシャルボンド原則に適合し、さらに国内初のインパクト・ファイ
ナンスの枠組みでは、国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が定めるポジティ
ブ・インパクト金融原則（PIF原則）にも適合しています。

豊田合成の成長戦略

財務戦略

CFO 執行役員 蜂須賀 正義

事業ポートフォリオ見直しと
資本効率の改善を遂行し、
企業価値向上に取り組みます。

CFO MESSAGE

2030事業計画

財務方針

成長性

安全性

効率性

2023年度の業績 キャッシュ・アロケーション

2030事業計画を支える新たな
財務方針

売上収益
1兆2,000億円

営業利益
1,000億円

営業利益率
8％

ROE
10％2030 年度経営目標

キャッシュ・アロケーション （2023年度から2030年度までの累計）

重点事業・地域
 (セーフティシステム・内外装、北米・インド・中国)
新モビリティ・脱炭素・トヨタ外拡販などに
戦略的に配分、事業ポートフォリオを組み換え

事業環境や成長機会に
応じて戦略的に資金配分

戦略的アロケーション

固定資産、棚卸資産の効率化
政策保有株式の縮減など

営業CF
6,500億円

配当
1,000億円

2030年度
営業利益率8%
達成前提

バランスシートの改善
500億円

研究開発費
人的投資

DOE2.5％を
下限目標

設備投資
3,500億円
 （償却範囲内）

(CN投資)

戦略投資
(含むM&A・

アライアンスなど)

追加株主還元

2,500億円

成長性・安全性・効率性の
バランス

企業価値向上

高成長・高収益分野へ
重点投資（R&D・設備投資)

成長性(利益成長)

あらゆる投資機会に機動的
に対応できる自己資金および
資金調達力を確保

安全性

効率性
(資産効率・資本効率)

資本コストを意識した
効率的な事業運営

通常式を簡素化して実
務運用

※TG-ROIC

＝ 固定資産+棚卸資産
営業利益

成長性
営業利益
1,000億円

安全性
連結月商
1カ月

ROE 10%

効率性

TG-ROIC※ 20%
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当社を取り巻くリスクについて

国際情勢や地政学リスク、サイバー攻撃といった外部
環境の変化や、人権保護や環境規制などの外部要請が
高まる中、当社を取り巻く環境は大きく変化しつつあり
ます。その中で、自動車業界においては電動化の進展が
鈍化している状況です。このようにリスク範囲が広く、予
測が困難な変化が続く事業環境の中で、持続的な企業
価値向上を実現するには、変化を先取りし、グローバル
にリスクマネジメントを推進することが重要です。

また、ここ数年、自動車業界は相次ぐ認証不正により
品質の信頼を揺るがしています。加えて、サプライチェー
ンでの不適切な取引によるコンプライアンス問題も発生
しています。ステークホルダーや社会から信頼され、必要
とされる企業であり続けるために、リスク管理の重要性
が一層高まっていると強く感じています。

   基本的な取り組み
当社では、情報収集の充実とその分析をするために、

PEST※1や3C※2などの手法を活用しています。この分析
を通じて、リスクを機会と捉えて事業成長につなげる「事
業戦略リスク」と、発生時の損失を最小限に抑えるための

「経営基盤リスク」に分類し、CROがグループ全体をリー
ドしながら、各々のリスク低減活動に取り組んでいます。

具体的には、社長を委員長とする「内部統制委員会」
を年2回開催し、その中で構成される「リスク管理部会」
にて、各々の重点リスクの議論やリスク低減活動のフォ
ローをしています。重点リスクの選定は、毎年、外部環境
と内部環境の分析により、経営への影響度合いと発生
の可能性をベースに、リスク評価を行っています。

2030事業計画の実現に向けた 
リスクマネジメント活動

豊田合成の成長戦略

リスクマネジメント

CRO 執行役員 大谷 勝文

リスクをチャンスに変える挑戦と
リスクをコントロールする取り組みで
持続的な企業価値向上に貢献します。

CRO MESSAGE

重点リスク事例

区分 主な重点リスク

リスク規模

経営への影響
(財務影響など)

×
発生の可能性
(頻度)

大

●カーボンニュートラル対応（カーボンプライシング対応、ゴム・樹脂材料対応含む）
●サーキュラーエコノミー対応（グリーンテクノロジー対応含む）
●大規模災害（異常気象、他）	 ●原材料調達・エネルギー高騰、など	 ●成長分野・市場への対応
●重要品質問題によるリコール発生	 ●サイバー攻撃・詐欺メール	 ●中資系カーメーカーのグローバル躍進
●重大労働災害による人的被害・操業停止

中

●BEV化対応（BEV市場への新製品市場投入、燃料系部品減少対応など含む）
●人員不足（労務費高騰含む）	 ●サプライチェーン分断（地政学、市況動向、感染症・災害などによる影響など）
●機密情報の漏洩	 ●貿易摩擦（経済安全保障関連含む）	 ●ハラスメントの発生
●交通事故（死亡・悪質）	 ●火災・爆発事故による企業活動の停止

小 ●特許網構築不足

事業戦略リスクは、2030事業計画の実現に向けて、
重点施策を中心にリスクに対する施策の実行計画を
バックキャストとフォアキャストの視点で整理し、戦略の
見直しとともに、年度方針へ反映しながら、さらなる事
業成長に向けて取り組んでいます。一方、経営基盤リス
クについては、持続的な経営に影響を及ぼす要素を機
能毎に抽出し、リスク低減を推進しています。

   2023年度の振り返り
事業戦略リスクは、2030事業計画の確度を高めるた

めに、国際政情不安、経済低迷、BEV普及のスローダウ
ン、中資系カーメーカーの躍進など事業環境の変化を
ふまえ、各戦略へ織り込みました。また、経営基盤リスク
は、自動車業界での品質認証問題をふまえ、体制基盤強
化や職場風土改革に取り組みました。具体的には、独立
した法規認証管理体制組織の新設や、各職場での困り
事の抽出。加えて、独禁法や下請法遵守に向けた仕入先
様とのコミュニケーションの充実も図ってまいりました。

また、重点リスクの中でグローバルで影響の大きいリ
スクは、国内外グループ会社に展開し、年間を通じてリ
スク低減活動のためのPDCAサイクルを回しています。
特に、品質認証や取引適正化など、世の中から注視され
ている領域では、コンプライアンス活動を通じて取り組
んでいます。また、経済安全保障に関しては、ワーキング
グループを新設し、国内外の動向を勘案した施策を実施
しています。

なお、リスク顕在化時の対応に関して基本的事項を取
りまとめた「危機管理対応ガイド」を制定しており、万一
の場合に適切かつ迅速な行動をとるための対応事項を
明記しています。

   今後の取り組み
2024年度の事業戦略リスクは、BEV普及の鈍化に伴う

各カーメーカーの戦略変更や全方位戦略への対応などに
加え、重点施策である成長市場のインド事業戦略に関わ
るリスク、そして、従来より取り組んでいる、アセアンを中
心とした中資系カーメーカーのグローバル展開への対応
を追加し、全11項目の重点リスクを選定しました。これら
をふまえ、戦略的な投資や製品開発など具体的に事業活
動へ落とし込み、推進しています。

一方、経営基盤リスクでは、各国の保護主義的な通商政策
懸念や中東、ロシアなどの地域紛争の長期化などの地政学リ
スクに加え、少子高齢化による労働力の減少や採用難による
人材不足、中資系新興BEVメーカーの経営問題などを新た
なリスク要因として追加しました。これらを含む全14項目を
重点リスクとして選定し、具体的なリスク低減策に取り組ん
でいます。選定した重点リスクは、国内外の関係会社にも展
開し、個社のリスクアセスメントや本社との協働による自主
点検活動を行い、グループ全体でPDCAを回しています。ま
た、経済安全保障は、2023年度に新設したワーキンググルー
プ活動にて、各国の法規動向を捉えた対応策を講じるととも
に、変化する環境や要請をふまえ、原材料や部品の安定調達
に向けて、サプライチェーンの強靭化に取り組んでいます。

また、経済安全保障を含む重点リスクや、政情不安による
突発的なリスクへの取り組みについて取締役会などでの議
論を通じて、変化に即した継続的な改善を行っています。

   持続的成長に向けて
地政学リスクや各国の経済政策による外部環境の急

速な変化、さらには各国の規制やルールの複雑化といっ
た外部要請に加え、グループ各社について丁寧な分析と
評価を行うことが不可欠です。これらのリスク分析をふ
まえ、スピード感を持って適切なリスク低減策を実行す
ることや、リスクが具現化した場合の危機対応が重要と
なります。今後もステークホルダーのみなさまから信頼
される企業であり続けるために、リスクマネジメント体制
を継続的に強化し、先回りしたリスク対応を通じて、誠
実な事業運営に努めてまいります。

※1　�外部環境を政治、経済、社会、技術の4つの要因に分類し、自社に与える影響を
読み解く分析手法

※2　顧客、競合、自社の観点から市場環境を読み解く分析手法

内部統制委員会

コンプライアンス部会リスク管理部会 内部監査部会

委員長：齋藤社長

内部統制に関わる方針や諸施策の審議

企業倫理、法令などの遵守状況の報告・審議 など重要なリスクの選定、回避・軽減のための
対応策の決定、実行状況の確認 など

内部監査の状況報告

●次年度の重点リスクの特定
●重点リスクへの対策計画の確定

(年度計画の実行)
●重点リスク情報の共有 (国内外グループ会社含む)
●会社方針、部門方針への反映
●計画に基づく活動の実施

●年間活動のレビュー (国内外グループ会社含む)
●リスク分析の共有
●取締役会メンバーでの活動の評価・議論

活動の外部公表（有価証券報告書、コーポレート・ガバナンス報告書、統合報告書、企業Webサイト など）

●当年度の活動進捗状況の最終報告
●リスク管理方針・活動・
   標準などの改善・見直し

DO

CHECKCHECK

PLAN PLAN 

ACTION
ACTION

DO

内部統制委員会の体系図

リスクマネジメントの主たる活動
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豊田合成の成長戦略

これまでの取り組み
区分 実施事項

ハード

●建物､設備の耐震対策
●災害時の全社の対策本部基地となる防災センターの設置
●MCA 無線※1、衛星電話の全拠点への配備
●危機管理サーバー（免震構造）、非常用発電機の設置
●DR※2、DC※3の運用

ソフト

●敷地建物安全判定の導入
●地震速報システム、安否情報システムの運用訓練
●サプライチェーン情報の整備
●事業継続計画書（BCP）の作成

スキル ●レジリエント訓練（災害模擬演習）の継続的な実施

※1 日常の業務から緊急・災害時までさまざまな用途で使用される無線
※2 被害を受けたシステムを復旧・修復する体制（Disaster Recovery）
※3  コンピュータやデータ通信などの装置の設置・運用に特化した施設の総称

（Data Center）

災害発生 ～ 初動対応 復旧対応

初動対策
本部

緊急対策本部

地区対策
本部

【常設】

指示
報告

地震発生
緊急地震速報
作動

先発隊（調査隊）

警戒・監視班

生活支援
本部

生産復旧
対策本部

災害対応イメージ

サイバーセキュリティ対策の主な取り組み

区分 実施事項（国内外グループ会社および仕入先は影響度に応じて対応）

過失による
漏洩防止

ハード ●パソコンデータの暗号化 ● USB デバイス接続制限

ソフト ●電子メール社外送信時のセキュリティ措置（上司アドレス CC の義務化、添付ファイルの暗号化）

悪意による
漏洩・侵害防止

ハード
●コンピュータウイルス対策ソフトの導入 ●ファイアウォールによる社外との通信制御
●不正通信の常時監視 ●社外公開システムの改ざん検知・防止対策
●ネットワークへの不正接続防止

ソフト
●機密保持の誓約 ●ファイルサーバへのアクセス制限
●物品持出申請の強化

啓発活動（モラル対策） ●従業員へのセキュリティ教育 ●標的型メールへの対応訓練
●チェックシートを用いた全社機密管理点検／現地監査

　当社では、南海トラフ巨大地震や気候変動による自然
災害などの大規模災害を想定して、「人命第一」「地域支
援」「早期復旧」を基本とする危機管理体制を整えてい
ます。具体的には「危機管理統括プロジェクト」を中心に
ハード・ソフト面の対策に加えて、災害時の対応者のス
キルが不可欠と考え、役員をはじめとする対策本部メン
バーの「レジリエント訓練」（災害模擬演習）を2013年度
から全社で延べ210回以上実施。また、生産復旧体制の
整備として、被災した建屋・設備・工程の復旧と代替生産

の手順の具体化を進めています。
　被災後も製品開発を継続できるよう、設計図面データ
などの復旧訓練も行っています。さらに社内だけでなく
グループ会社・サプライヤーの危機管理強化の研鑽会を
定期的に実施。「地震対策実施状況チェック表」による
評価、グラフ化による弱点の明確化、当社や他社の対応
事例の紹介や事業継続計画書（BCP）の作成協力などを
行っています。

　機密情報の管理強化のため「機密管理規程」に基づき
全部門のルール遵守状況を年1回点検するとともに、現
地監査も実施。国内外グループ会社に加えて、主要サプ
ライヤーも対象に自主点検を行っています。
　全部門に機密保持責任者を置き「情報システムセキュ
リティ運用標準」や「機密情報管理のてびき」などをもと

に機密管理の啓発活動を行っています。また、国内外グ
ループ会社および主要サプライヤーにおいては、当社へ
の影響度合いと各社のサイバーリスク対策の点検結果
に基づいた具体的な対策を層別・実行しており、全社会
議体の中で定期的に報告・議論を行うことで、グローバ
ル一体でのサイバーセキュリティ対策を推進しています。

リスクマネジメント

大規模災害を想定した「危機管理統括プロジェクト」

サイバーセキュリティ対策の活動
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
持続的成⻑を支える取り組み

品質保証に対する取り組み

■ TQM※1活動による企業体質強化
TQMの基本理念に基づき「品質・仕事の質」「人と組

織の活力」を高め、柔軟で強靭な企業体質をつくるTQM

活動を全社を挙げて推進しています。「職場マネジメント

改善活動」「小集団活動」など従来からの改善活動に加

え、“変化を先取りして仕事のやり方を変える”ことをコ

ンセプトとした「新TQMの理念」も展開しています。時流

に合わせて、改革・革新に挑戦する人材育成と風土醸成

にも取り組んでいます。
※1 Total Quality Management

改革・革新に挑戦する人材育成
昨今のDXの急激な拡大により、ビッグデータを利活

用し、仕事のやり方を効率的に改革できる人材が必要不

可欠になっています。

統計的品質管理（SQC）や機械学習法（ML）を利活用

できる人材の実践教育を産学連携※4も含め、強化してい

ます。
※4 各大学の教員やトヨタグループ有識者が講師を担当

改革・革新に挑戦する風土醸成
新TQMの理念「改革・革新に挑戦」に基づき、価値

創造に挑戦できるコミュニティを目指して「価値創造コ

ミュニティ活動」を推進しています。

〈コミュニティの目的〉
・価値創造マインドを共有できる職場を超えた仲間づくり

・価値創造に向けた居場所の提供

・失敗を恐れずに変える、変わる、チャレンジする風土醸成

お客様
第一

絶え間
ない改善 全員参加

TQM

お客様の
期待を創造

改革・
革新に
挑戦

一人
ひとりが
考動・連携

TQM

TQMの基本理念 新TQMの理念

データサイエンス実践道場

価値創造コミュニティ活動の社外交流の様子

TQM活動

階層 実施事項

管理職 職場マネジメント改善活動

事技職

小集団活動（グループ改善活動）
SQC※2/ML※3実践力向上活動
※2 SQC：Statistical Quality Control（統計的品質管理）
※3 ML：Machine Learning（機械学習）

技能職 小集団活動（QCサークル活動）

「品質の TG」とグローバル全てのお客様から
評価されるよう全員参加で取り組みます。

品質保証本部長 河瀬 誠

品質保証 ■ 「お客様第一」「品質第一」の品質マインドの醸成
社長による「グローバル安全・防火・品質宣言」を受け

て全従業員が持ち場・立場で「考動宣言」をし、「グロー

バル品質月間」などで自身の行動を振り返るとともに、

「お客様第一」「品質第一」を学ぶ場として品質学習館

を設立し、品質マインドの醸成を図っています。

■  将来の事業・環境変化にも対応できる品質保証システム構築 
新規技術・新規開発品に適応した品質保証システム

品質保証システムについては、ISO9001/IATF16949

の認証を取得し、品質マネジメントシステムを確立する

とともに、企画～設計～生産の各プロセスの完成度を

チェックする「初期管理システム」を用いて新製品の品

質のつくり込みを実施しています。CASE、MaaSなどに

より様変わりする新規技術・新規開発品、ソフトウェアや

コトビジネスなどの新規事業分野や、新規の顧客・アラ

イアンス先・仕入先様との連携に対応できるよう継続的

に初期管理システムの改善に取り組んでいます。

法規に対する取り組み強化
新規事業の拡大に伴う適用法規や、既存製品に対す

る新法の追加・法改正などに対応するため、法規認証室

を新設しガバナンス強化を図っています。

また、定期的な法規教育を実施するとともに、会社

トップが現場の担当者から直接、困りごとを聞き改善す

ることも推進しています。

■ 製造品質確保と絶え間ない改善活動
世界のお客様に安心・安全な製品をお届けできるよう

クルマの基本性能（走る・曲がる・止まる）や安全に直結

する保安部品の生産工程を中心に自工程完結※5を進め

ています。

リコール、サービスキャンペーンなどの「重要な品質問

題（重品）」を絶対に出さない取り組みとして、設備・管理

要件のグローバル統一（人作業から設備保証への置換

含む）を継続して推進しています。

また、変化に強い製造現場づくりをねらいに、製造係

長を主体とした「品質安心宣言活動」を進めています。

「人づくり」「工程づくり」「再発防止」の切り口で、目標

が達成できた段階で、係長から社長・本部長に安心宣言

する活動です。
※5「品質は工程でつくり込む」を理念に基づき、各工程で不具合品をつくら

ない、流さないようにすること

品質学習館での学習風景

プロセス
継続的改善

ク
レ
ー
ム
低
減

「
０
」達
成

改
善
の
３
本
柱

結果

安心宣言 社長・事業本部長に活動報告

人づくり 職場10ヵ条の定着／
監督指揮活動の徹底など

2S1Y／やりにくい作業の
吸い上げ・是正

重大不具合を風化させない
工夫・教育／過去トラ教育

工程づくり

再発防止 社長・副社長による現地確認会（左：国内、右：北米）
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձ創のઓུ ՁΛ͑ࢧΔج൫ データ
ΔऔΓΈ͑ࢧଓతΛ࣋

■ 基本的な考え方
当社、ʮ環境基本ํ」のͱ、1993年にୈ1次

環境取りΈプランΛࡦ定͠、環境課のղܾに

͚取りΜͰ͖·ͨ͠ɻ2016年2月に、長期ඪ

ʮT(2050環境チャレンジ」Λ発表͢Δͱͱに、マイ

ルストーンͱͯ͠2030年·ͰのඪΛ設定、͞ Βに5

年ؒの活動߲ͱඪΛ設定ͨ͠取りΈプランΛࡦ

定͠、環境อ全活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻグローバルͰ

、日本Λ͡Ί、ถभ、த国、東ೆアジア、インド۠

に環境統括機能Λஔ͖、Ԥभ・ೆ アフリカΛؚΊੈք5

Ͱエリア管理͠な͕ΒグループҰؙͱなͬͯ取りۃ

ΈΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、行政・顧客・サプライϠーͱ

連携ͯ͠取りΈΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ

■ TG2050環境チャレンジ
ΰϜ・थࢷの高ࢠ野の専門ϝーカーͰ͋Δ当社͕

ͱ͍ͯ͠Δ֯ܗのʮϕンゼン環」（高ࢠのݪͱ

なΔ構ମ）にͪなΜ ʮͩ6ͭのチャレンジ」Λ2050、͛ܝ

年Λ見ਾ͑ͨ長期తࢹͰ環境อ全活動Λਪ進͍ͯ͠·

͢ɻͦ の࣮現に͚ͨロードマップͱͯ͠、5カ年ܭ画Ͱ͋

Δ環境取りΈプランΛࡦ定ͯ͠活動͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、

2023年8月に、気ީ変動問の対ԠΛڧ化͢ΔͨΊ

カーϘンニュートラル（SDoQe	1	2）の࣮現࣌期Λ2050

年͔Β2030年にલ͢͠Δ͜ͱΛએ͍ͯ͠ݴ·͢ɻ

1993

環境取り組みプラン（5年単位）

ಈ׆ڥ
ຊ֨εターτ
・管理体制整備
・順法管理
・廃棄物低減

4DPQF��
ΧーϘϯχϡーτϥϧ
4DPQF�
ʢ����ൺݮ�����ʣ

4DPQF���
ΧーϘϯ
χϡーτϥϧ

άϩーόϧڧԽ

�ΨεͷݮͷڧԽ

・グローバル連結目標管理
・水使用量低減

ࣗવڞੜ׆ಈॆ࣮・工場の森づくりスタート

ૉࣾձʹ׆͚ͨಈ
・再エネ導入
・照明LED化完了
・生産技術改善の強化
・省エネ改善専門チーム発足

・CO2低減目標
・主要工場
  ISO取得

2015 2020 2025 2030 2050 （年度）

取り組みプラン
ୈ࣍�

取り組みプラン
ୈ࣍� 取り組みプラン

ୈ࣍� 取り組みプラン
ୈ࣍�

2023年8月公表
（新目標の設定）

����
ϚΠϧετーϯ

2021年4月公表

5(����
νϟϨϯδڥ

ୡ

TG2050環境チャレンジ達成に向けた
中長期シナリオ

TG2050環境チャレンジ
（6つのチャレンジ）

ಈͷਪਐ׆ۀࣄྀͨ͠ʹڥ���
開発・生産・ൢ ചの事業活動͔Βഇغ·Ͱの全ͯのஈ
֊Ͱ、環境ͱਂ͘関連͍ͯ͠Δ͜ͱΛೝࣝ͠、社全
部門ͱより、国外関会社、入先ΛؚΊͨ豊
田合成グループͱͯ͠、顧客・行政なͲͱ協力・連携
͠、環境にྀͨ͠事業活動Λ行͏ɻ

ຽͱͯ͠ࢢۀا��� ͷऔΓΈ
ྑ͖企業市民ͱͯ͠ 、域・社会の環境活動に取り
Ήͱͱに、֤ ஂମの環境活動の参Ճ、支援・協力
Λ行͏ɻ·ͨ、社員Ұ人ͻͱり͕域・社会のҰ員ͱ
ͯ͠ 環境活動に取りΉͨΊのܒ発Λ行͏ͱͱに、
社会ݙߩ・ϘランテΟア活動Λ支援͢Δɻ

���͜ ಈͷใΛ׆ͨ͠͏
৴͢Δͱͱʹɺൃ͘
֤͔ΒͷҙݟΛௌऔ
͠ɺ͞ ΒͳΔվળ׆ಈʹ
ΊΔɻ

શͯͷ׆ۀࣄಈΛ௨ͯ͡ڥอશʹݙߩ

ຊํجڥ

■ 推進組織
環境に関͢Δத長期ํ重要な取りΈ事߲、

社長Λ委員長ͱ͢ΔʮカーϘンニュートラル・環境委員

会」Ͱ৹議・ܾ定͍ͯ͠·͢ɻ委員会のԼ部৫、

・生産・࣭の野Ͱ構成͞ΕΔ3ͭの科会͕͋り

·͢ɻ͞ Βに、生産野Ͱ、Ϟϊͮ͘り全ମ͔Βの環境

活動のڧ化ΛਤΔͨΊに生産環境部会Λ設ஔ͍ͯ͠·

͢ɻ科会のԼ部৫ͱͯ͠ϫーキンググループΛ設ஔ

͠、エネルギー使༻ྔのݮエネルギーޮのվળ、

ഇغྔ取ਫྔのݮにより、環境のӨڹΛܰݮ、

͢ࢭΔ活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

■ カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
のライフサイクル全ମͰカーϘンニュートラル・

サーキュラーエコϊミーのઓུΛ立ͯ取りΈΛ進Ίͯ

͍·͢ɻSustainaCle	Materials̡ 材料 、rSustainaCle	

%esiHn̡ 設ܭ 、rZero	ENission	CIallenHe̡ Ϟϊͮ͘

り 、rResourDe	CirDulation̡ ճऩ・再生 Λr࢟͢ࢦͱ

͠、4ͭのりޱͰ۩ମతな༰にམͱ͠ࠐΈ、カーϘン

ニュートラル・サーキュラーエコϊミーの࣮現Λ͠ࢦ

な͕Β、ビジネスにͭな͍͖͛ͯ·͢ɻ

ྉࡐ ҆ఆڅڙ࠶ͨ͑ߟੜࡐௐୡόΠΦࡐͷར༻֦େͳͲΛ
ਤͬͯ ͍͖·͢ɻ

ઃܭ ܰྔԽઃܭΛ͡Ίͱͯ͠ɺқղମઃܭɺίϯύΫτઃܭ
ͳͲΛਤͬͯ ͍͖·͢ɻ

Ϟϊͮ Γ͘ 日ৗվળͱΑΓɺఔͷίϯύΫτԽɾΤωϧΪʔ
ݮͳͲֵ৽ఔͷಋೖਫૉར׆༻ͷݕ౼ਐΊ͍͖ͯ
·͢ɻ

ճऩɾ࠶ੜ ࢢըతʹਐΊΔͱͱʹɺܭখԽΛۃͷغͷഇ
͔Βͷ෦ճऩͷγεςϜߏஙͳͲਐΊ͍͖ͯ·͢ɻ

環境組織体制図

中長期の
経営判断を
必要とする
テーマを議論

ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧ

ଅਐϓϩδΣΫτ

ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧɾ
˞ҕ員ձڥ

ʢ�ճʗʣ
ʢҕ員ɿऔక役ࣾʣ

˞�ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥҕһձͷҐஔ͚ͮɺʮ�ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεͷମ੍ਤ（1�1ࢀর）ʯʹ ΑΔ
ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥҕһձɺੜڥ࢈෦ձ֤Պձ͔ΒͳͲͷల։ɺ֤ *401�001γεςϜͳͲʹै͍ઐҕһձΛઃஔͯ͠ରԠ͍ͯ͠·͢ɻ

中長期目標の
策定と実現に
向けた施策や
課題の議論 短・中期目標達成に

向けた具体策や
課題を議論

環境配慮の製品・技術開発の推進管理

生産工程から排出物を出さない施策や
技術開発と推進管理

SOC規制対応などと品質管理システム整備

海外グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

国内グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

品質分野

生産分野

製品分野

ੜڥ࢈෦ձ
ʢ�ճʗʣ

ɾٕ ज़ڥՊձʢਵ࣌ʣ

ʣ࣌ରԠͳͲɾ࣭γεςϜՊձʢਵ੍ن40$

ੜڥ࢈Պձʢ�ճʗʣ

ձࣾؔࠃ
࿈བྷձʢ�ճʗʣڥ

ւ֎ؔձࣾ
࿈བྷձʢ�ճʗ݄ʣڥ

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略

4VTUBJOBCMF
.BUFSJBMT

ྉࡐ

Ϟϊ
ͮ͘Γ

ճऩ
ੜ࠶ ઃܭ

;FSP &NJTTJPO
$IBMMFOHF

3FTPVSDF
$JSDVMBUJPO

4VTUBJOBCMF
%FTJHO

■ カーボンニュートラル促進プロジェクト
社長Λトップに、社外取締役Λアドバイザー、関部

門長͕コアϝンバーͱͯ͠、部門横அのカーϘンニュー

トラル促進プロジェクトΛ立্ͪ͛、ライフサイクル

全ମͰଈஅଈܾ͠、活動Ͱ͖Δମ制Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

ମ੍
ࣾΛτοϓʹɺϓϩδΣΫτϦʔμʔΛ෭͕ࣾΊɺ
ίΞϝϯόʔΛ෦Ҏ্Ͱߏ͠ɺεϐʔυײΛͬ
ӦతͳஅΛଈஅଈܾͰਪਐͰ͖Δମ੍ܦͯ

ಈ׆ ֤λεΫؔ෦͕ϦʔμʔͱͳΓ׆ಈΛਪਐ

タスクC
$/ؔ࿈ใͷ

༗ڞ

● IRの情報収集と展開
● 政府・顧客・部工会などの
　情報収集と展開

タスクA
ঢ়Ѳͱݱ

ݮඪઃఆ

● CO2排出量と低減量の視える化
● 目標設定の項目
　  ①中長期目標の設定
　　（2050年、2030年、2025年）
　  ②カテゴリー（Scope３）単位の
　　目標細目化
　  ③テーマごとの目標設定

タスクB
ݮγφϦΦ

ఆɾ࣮ࡦ ߦ

● 戦略的な低減の切り口、着眼点抽出
● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる実行テーマの抽出
● 環境投資の定義、財務影響の明確化と予算化

カーボン
ニュートラルの実現


UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓΈϓϥϯʛ๛ా߹ڥ

ٿԹஆԽɺେྔੜ࢈ɾഇغʹΑΔׇރݯࢿɺഇغੈքڞ௨ͷ՝ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ๛ా߹ͰlΈͲΓ͋;ΕΔɺ๛͔ͳ
ٿΛະདྷͱࢠͲͨͪʹzΛεϩーΨϯʹɺڧΈͰ͋ΔΰϜɾथࢷͷߴٕࢠज़Λੜ࢈ͱͷ྆໘Ͱɺ࠷େ׆ʹݶ༻ͯ͠ ɺΧーϘϯ
χϡーτϥϧɾαーΩϡϥーΤίϊϛーͷૣ͚ʹݱ࣮ظɺάϧーϓーؙͱͳͬͯ औΓΈΛՃͯ͠ ͍·͢ɻ

グループ૯ྗを͛ڍΧーϘンχϡートラル・
αーΩϡラーΤコϊミーに挑戦

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥਪਐ部 ୲本部長 ҆ాɹ༸

ڥ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձ創のઓུ ՁΛ͑ࢧΔج൫ データ
ΔऔΓΈ͑ࢧଓతΛ࣋

■ 温室効果ガス（6ガス）※4 排出量の低減
6छྨのԹ室ޮՌガスの͏ͪ、当社Ͱ使༻͍ͯ͠Δ3ͭ

のガス（)'C、1'C、S'6）に͍ͭͯݮ活動Λ行͍ͬͯ

·͢ɻϋンドルのਊ金生産に使͏シールドガスなͲ、͍

ͣΕ環境ෛՙの͍代ସガスのりସ͑Λ2015年

度·Ͱに了͠·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖ݮ活動に取りΜͰ

͍͖·͢ɻ
˞4	ϋイドロフルΦロカーϘン（)'C）、パーフルΦロカーϘン（1'C）、
フッ化ེԫ（S'6）、ϝタン（C)4）、ѥࢎ化ૉ（/2O）、三フッ化
ૉ（/'3）

■ CO2排出量の低減
当社、2030年のඪୡ成に͚、⾞྆の೩අੑ能

、্にͭな͕Δのܰྔ化にՃ͑、生産ੑの্

ྲྀのޮ化なͲにより、ライフサイクル全ମ（SDoQe1	

2	3）に͓͚ΔCO2ഉ出ྔのݮΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

తʹഉग़͢ΔαϓϥΠνΣʔϯͰͷԹࣨޮՌΨεഉग़͕ؒۀا�1˞ ͕ഉग़ͨ͠ԹࣨޮՌΨεഉग़ࣗۀا�2˞��（ͳͲۈྉɺ༌ૹɺग़ுɺ௨ࡐݪྔ） （ྔԽੴ೩ྉɾఱવΨεͳͲ）
˞3�ؒతʹഉग़ͨ͠ԹࣨޮՌΨεഉग़ （ೖిྗͳͲߪྔ）

工場CO2ゼロの実現
■日常改善：徹底した省エネ活動

■ユーティリティー更新：設備効率化
■生技革新：革新工法の開発

■再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

使用段階CO2極小化
■製品の軽量化
■BEV、FCEVの製品開発
■パワーデバイスなどの技術開発

廃棄の極小化
■易解体設計
■廃材回収とリサイクル推進

ϥΠϑαΠΫϧ

ྉɾ෦ͷௐୡࡐ ࣗ ʢࣾʣ ʢϦαΠΫϧʣغɾഇ༺

材料・部品CO2

極小化

■リサイクル材、バイオ材の
  開発・活用

材料メーカーと協業で

෦ϝʔΧʔͱۀڠͰ

ྉɾ෦ͷௐୡࡐ

物流CO2削減
物流会社と協業で

༌ૹ

Scope3 ˞ 1 Scope3

通勤・出張CO2

極小化
■BEV、FCEVの利用促進
■Web会議や在宅勤務の推奨

௨ۈɾग़ு ༌ૹ ༺ ഇغ

バリューチェーンでのCO2排出量低減活動 ����όϦϡʔνΣʔϯͰͷΧʔϘϯχϡʔτϥϧΛͯ͠ࢦ

औΓΈ༰

Scope1 ˞2 ,2 ˞3

෦ͷ

■CO2排出量の削減

■積載効率、運行ルートの効率化
■電動トラックの導入

製品開発段階：環境に配慮した製品開発 ࡐྉ ઃܭ

開発ஈ֊Ͱ、環境にྀͨ͠次ੈ代自動⾞

のఏڙ、೩අ্にྔ͚ܰͨ化、エネルギー

CO2ഉ出ྔ͕গな͍の開発Λ材料技術・設ܭ・

生産技術の֤技術領域͕連携ͯ͠進Ί͍ͯ·͢ɻྫ ͑

'CE7͚高ѹਫૉタンクの開発、インストルϝ

ントパネルपล部なͲの外部、ホースなͲの機

能部Ͱ、ڧ度なͲの࣭Λ֬อͨ͠͏͑Ͱ、材料ஔ

（金属ˠथࢷ、ΰϜˠथࢷなͲ）、部のݮ、機能

統合Λ࣮施͠、ܰ ྔ化Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨ、入先༷な

Ͳͱ連携ͯ͠バイΦ材リサイクル材なͲのCO2ഉ出ྔ

のগな͍材料の開発ੵۃతに進Ί͍ͯ·͢ɻ

生産段階：新工法開発、日常改善などによる低減 Ϟϊͮ Γ͘

工場CO2ഉ出ྔゼロの࣮現に2030、͚ͯ年マイル

ストーンΛ設定͠、工場Ͱの日常վળ、生産技術ֵ新、

ϢーテΟリテΟーの高ޮ化なͲపఈతにエネルギー

使༻ྔΛͨͬ、͠ݮエネルギー、ଠཅޫ発電設උ

の設ஔグリーン電力のߪ入なͲ、再生可能エネルギー

の֦大Ͱ࣮現Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ特に、再生可能エネル

ギー2030年度·Ͱに、全電力の再生可能エネルギー

化Λͯ͠ࢦ活動Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ

物流段階：積載効率の向上 ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ྉࡐ

ྲྀ会社ͱ協業Ͱ、"IなͲ活༻ͯ͠トラックのੵྔࡌ

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻݮྲྀのޮ化なͲͰCO2্

·ͨ、ܰ ༉代ସ೩料ͱ͠ ʮͯリニューアブルデΟーゼル೩

料˞3」の࣮ূ࣮ݧΛ行͍本֨తなಋ入Λݕ౼͍ͯ͠·͢ɻ
˞3	リニューアブルデΟーゼル೩料ɿഇ৯༻༉なͲ͔Β͞Ε、ੴ༉༝
དྷの೩料ͱൺͯCO2ഉ出Λ9ׂ͢ݮΔ

材料・部品調達段階：仕入先様との協働による低減 ྉࡐ Ϟϊͮ Γ͘

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻݮ事ྫの共༗データの࣮ଌ支援なͲͰCO2のݮ入先༷ͱのʮলエネಓ場」Λ௨ͨ͡CO2

■ 基本的な考え方
ʮパリ協定」Ͱ締݁͞Εͨ、ੈ քのฏۉ気Թ্ঢΛ産

業ֵ命લൺ1�5ˆに͑ΔඪΛ࣮現͢ΔͨΊに、

2050年·ͰにԹ室ޮՌガスのഉ出ྔΛ࣮࣭ゼロに͠

な͚ΕなΒな͍ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社、͜ のૉ

社会のҠ行に関͢Δ社会͔Βの要Λೝࣝ͠、ʮパリ

協定」Ͱ締݁͞ΕͨٿԹஆ化対ࡦに関͢Δ合ҙ༰

にࢍ同͍ͯ͠·͢ɻ2023年8月に、自社の生産活動な

Ͳにͬͯ発生͢ΔCO2ഉ出 （ྔSDoQe1	 2）に͍ͭͯ、

カーϘンニュートラル࣮現࣌期Λ2050年͔Β2030年

ͱ20年ૣ期化͢Δ新ͨなඪΛࡦ定͠、材料・部・

のௐୡなͲに͏CO2ഉ出 （ྔSDoQe３）ඪΛ設

定͠·ͨ͠ɻ͞ Βに、ૉの国際ೝ定ʮS#Tೝ定」Λ取

ಘ͠、バリューチェーン全ମͰ活動͍ͯ͠·͢ɻ

■ 2030年へカーボンニュートラルの実現時期を前倒し
当社、自社の生産活動なͲにͬͯ発生͢ΔCO2ഉ

出 （ྔSDoQe1	 2）に͍ͭͯ、カーϘンニュートラル࣮現

期Λ2050年͔Β2030年ͱ20年ૣ期化͢Δ新ͨな࣌

ඪΛࡦ定͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·ͰҎ্に、日常վળ生産

技術ֵ新ΛՃͤ͞、エネルギー使༻ྔΛۃখ化͠、設

උ更新に͋ͨͬͯ、ૉ社会の促進ͱなΔよ͏に

インターナルカーϘンプライシング（IC1）Λಋ入͠、環

境投資Λੵۃతに࣮施͍͖ͯ͠·͢ɻ·ͨ、ඞ要なエネ

ルギーに͍ͭͯグリーン電力なͲの再生可能エネル

ギーΛ活༻͍͖ͯ͠·͢ɻ

■ 脱炭素の国際認定「SBT認定」を取得
2023年11月に、2030年ඪ͕パリ協定に४͠ڌ

ͨඪSDienDe	#aseE	TarHetsͰ͋Δͱͯ͠国際イニ

シアテΟブͰ͋ΔS#Ti͔Βೝ定Λ取ಘ͠·ͨ͠ɻ

期ඪに͍ͭͯ)1Λご参র͍ͩ͘͞ɻ

その他

CO2排出量

塗装・めっき

ゴム押出成形

樹脂射出成形

日常改善

生産技術革新

再生可能エネルギー活用

ృɾΊ͖ͬఔͰ
ෛՙͷ͍Ճ০Λ։ൃڥ

ΰϜܗఔͷ
Ճེ݅ͷ࠷దԽ

थࢷܗఔͷ
ిಈԽɾѹԽ

ৗվળ͚ͩͰͳ͘
ੜٕ࢈ज़ֵ৽Λਪ͠ਐΊɺ
লΤωΛՃ

Scope1, 2
カーボンニュートラル達成

2030 2050 ʢʣ

カーボンニュートラルの実現に向けた活動

4#5ೝఆඪɹࣾͷ2030年$02ݮඪ
（͍ͣΕ201�年ൺ） ४ج4#5

Scope1＋2 ˛������˞1 ˛���2�Ҏ （্1��ˆਫ४）�˞2

Scope3（カテゴリ1） ˛2���� ˛2����Ҏ （্8#2ˆਫ४）�˞2

˞1	2030年ඪ	再生可能エネルギーなͲΛΈ合Θͤ、カーϘンニュートラルΛ࣮現
˞2	CO2ഉ出ྔのݮレϕルΛ͠ࢦ、ٿԹஆ化によΔ気Թ্ঢ͕ͦΕͧΕʮ1�5ˆະຬに͑ΒΕΔレϕル」、ʮ2ˆΛेにԼճΔレϕル」Λҙຯ͢Δ

ૉࣾձͷߏங

■ TCFDの提言に賛同
当社、2019年5月、気ީ関連ࡒ務ใ開ࣔタスク

フΥース（TC'%）にࢍ同Λ表໌͠、ガイドに基͍ͮͨリ

スク・機会ͱ対ԠのシナリΦੳΛ行͍·ͨ͠ɻͦ ͯ͠、

2030事業ܭ画のөT(2050環境チャレンジ、

2030年のマイルストーンの見͠Λ行͏なͲ、事業活動

全ମͰ取りΈΛՃ͢Δͱͱに、関連ใの開ࣔΛ

తに進Ί͍ͯ·͢ɻۃੵ
　　　　　　　　　シナリΦੳ݁Ռ)1Λご参র͍ͩ͘͞ɻ

5$'%ʛ๛ా߹�	UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ



UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓΈϓϥϯʛ๛ా߹ڥ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/
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■ 産業廃棄物の低減

2030年マイルストーンの設定
ഉ出制・発生ݯ対ࡦ、ΰϜ・थ۵ࢷのリサイクル、別పఈによΔ資ݯの༗ޮ利༻なͲにより産業ഇغのݮに取

りΜͰ͍·͢

製品のリサイクル技術の開発

ྉࡐ ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ճऩɾ࠶ੜ

自動⾞のライフサイクル全ମΛ͑ߟ、リサイクル͢͠

͍材料の開発・設ܭ、ഇ材のリサイクル技術の開

発Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

■ 基本的な考え方
資ׇރݯਫリスクΛܰ͢ݮΔͨΊに、部門த৺

Ͱ͋Δෆ ・ྑาཹ·り対͚ͩࡦͰな͘、ྲྀݯ部門の材料

技術・生産技術Λࠐ͖רΜͰのഉ出制・リサイクルに

取りΈ、॥環ܕ社会の࣮現に͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻ·ͨ、ਫ

に関ͯ͠、グローバルͰ事業活動Λల開͢Δ国・域

ごͱにリスクΛચ͍出͠、ਫ使༻ྔのݮਫのリサイ

クルͪΖΜ、より͖Ε͍なഉਫͱͯ͠域にؐ͢͜

ͱなͲのリスクݮに取りΜͰ͍·͢ɻ

■ 基本的な考え方
ネイチャーポジテΟブの͑ߟに基͖ͮ、生多༷ੑの

อ全に͚ͨ自વ共生活動Λ、域社会ͱの共生Λマテ

リアリテΟ（重要課）の1ͭͱͯ͛͠ܝ、ཬࢁඋ、ビΦ

トープの設ஔ、ׁׯなͲのอ全活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

物流段階の梱包材の低減 ճऩ ɾ࠶ੜ

௨͍ശ˞1のચড়ճΛ૿͠ਗ਼ܿにอͭ͜ͱͰ、ԚΕ

Λ͙ͨΊに使༻͢Δࠝแ材Λ͍ͯ͠ݮ·͢ɻ͞ Βに、

の࣭ҡ࣋ͱࠝแ材の使༻ྔݮͱのバランスΛ

な͕Β、௨͍ശの֖͚なͲによΔࠝแ材のྀ͠ߟ

進Ί͍ͯ·͢ɻݮ
˞1	運ൖ༻のശ

水リスクの低減 Ϟϊͮ Γ͘

2030年マイルストーンの設定
事業活動にඞ要なਫに͓͍ͯ、֤ 国͕定ΊΔ法ྩ

に९क͢Δͱͱに、国外のڌΛਫྔ、ਫ࣭の྆໘

ͰリスクධՁͯ͠、高リスクのڌのվળΛ進Ί͍ͯ·

͢ɻ·ͨ、リスクのڌに͓͍ͯӍਫ利༻なͲ、ਫの

取ਫྔのݮに取りΜͰ͍·͢ɻ·ͨ、ഉਫॲ理施設

Λܭ画తに更新͠、より͖Ε͍なഉਫに͢Δよ͏に取り

ΜͰ͍·͢ɻ

Ө͢ڹΔ߲ ϦεΫ ձػ ରԠ

ׇރͷݯࢿ
（ෆ）

ɾࡐݪྉͷௐୡՁ֨ߴಅʹΑΔऩӹѱ
Խͱੜࢧ࢈ো

ɾϦαΠΫϧٕज़ɺࡐྉ༻ྔͷݮʹΑ
Δऩӹ্
ɾ্ٕهज़։ൃʹΑΔۀاՁͷ্

ɾܰྔԽʹ͚ͨ։ൃͷਪਐ
ɾࡐݪྉͷϦαΠΫϧٕज़։ൃ
ɾ২༝དྷͷόΠΦࡐϦαΠΫϧࡐͷ׆༻֦େ

ਫϦεΫ
（ྔɾ࣭）

ɾੜ࢈ʹඞཁͳਫͷ֬อʹΑΔੜࢧ࢈ো
ɾਫ࣭ѱԽʹΑΔ࣭ͷѱԽ
ɾਫʹΑΔੜࢧ࢈ো

ɾਫͷ࠶ར༻ɺ༻ྔͷݮʹΑΔऩӹ্
ɾ্ٕهज़։ൃʹΑΔۀاՁͷ্

ɾਫͷ࠶ར༻ٕज़ͷ։ൃ
ɾӍਫͷར༻ͷ׆༻֦େ
ɾੜ࢈ମ੍ͷݟ͠ɺిؾઃඋͷઃஔॴݟ͠

■ 資源循環に関する「リスク」と「機会」
資ݯ॥環に関͢Δʮリスク」ͱʮ機会」Λ重要な経営課ͱଊ͑、重取りΈ事߲の1ͭͱͯ͠全社Ͱ取りΜͰ͍·͢ɻ

産業廃棄物量の極小化に向けたシナリオ（削減イメージ図）［単体］

2012

廃
棄
物
量
の
割
合

0

60
50

100

2017 2020 2030 2040 20502025

日常改善

発生後対策

リサイクル推進
（リサイクル製品開発含む）

工法開発

（年度）

νϟϨϯδڥ����)5 極小化

（%）

2025年目標 第7次環境取り組みプラン
40%削減（2012年度比）

����ඪ

50%削減
（2012年度比）

ELV※部品リサイクルに向けた技術開発

ॏ߲ औΓΈํࡦ

৽نϦαΠΫϧ
ɾ�ෳ߹ૉࡐͷٕज़
ɾ�৽࠶نੜॲཧٕज़（ߴ࣭ϚςϦΞϧϦαΠΫϧ）

ϦαΠΫϧࡐͷ
ं྆ࡌ

ɾ�&-7�෦ͷ࠶ੜॲཧٕज़
ɾ�ϦαΠΫϧࡐ༻్։ൃ

ϦαΠΫϧ͍͢͠
ઃܭ

ɾ�ղମ͍͢͠ઃܭ
ɾ�ϦαΠΫϧ͍͢͠ૉࡐŊ ߋͷมߏ

˞	使༻済⾞ （྆EnE	oG	LiGe	7eIiDle）

廃棄物量の極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

߲ 202� 2030 20�0（年）

๛ా߹
2012年ൺ
ݮ��0

2012年ൺ
ݮ��0 ഇغྔͷ

খԽۃ
ւ֎ؔձࣾ

201�年ൺ
ݮˋ�0

201�年ൺ
ݮ���

水リスクの極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

߲ 202� 2030 20�0（年）

ϦεΫߴ
ΤϦΞ

ਫ࣭（ڌ�） ྃࡦͰରڌ2 ྃࡦͰର（ڌશ）ڌ�

ਫϦεΫͷۃখԽ
औਫྔ（ڌ�） ྃࡦͰରڌ3 ྃࡦͰର（ڌશ）ڌ�

ϦεΫΤϦΞ
201� 年ൺ

ച্ߴΓऔਫྔ ݮ��
201� 年ൺ

ച্ߴΓऔਫྔ ݮ�11

■ 生物多様性に関する「リスク」と「機会」
生多༷ੑに関͢Δʮリスク」ͱʮ機会」Λ特定ͯ͠活

動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

務ใ開ࣔタスクフΥースࡒ、自વ関連ޙࠓ

（T/'%˞2）フレーϜϫークΛ基に開ࣔΛ進ΊΔͱͱ

に、͞ ΒなΔٿ環境อ全のݙߩΛ͠ࢦ·͢ɻ
˞2	TasLGorDe	on	/ature�relateE	'inanDial	%isDlosures

■ 中長期目標の設定
2050年·Ͱに工場໘ੵに相当͢Δ59ϔクタールの

Λ෮͢ݩΔͱ͍͏ඪʮのϊーネットロス」Λ設定͠

ͯ活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ۩ମతに、ʮ্ٿの命の

、ւ、ࢁ、Ͱ͋ΔਫͰ、活動Λͭな͙」Λスローガンにݯ

のエリアͰ取りΈΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻதͰ、自社ෑ

Ͱඋ͍ͯ͠ΔビΦトープ˞͕、生多༷ੑのอ全۠域

ʮ自વ共生サイト」ͱͯ͠、環境ল͔Βೝ定͞Ε·ͨ͠ɻ

実現に向けたシナリオ
0

�10

�20

�30

��0

��0

��0

��0

2010

IB（ͷϩε໘ੵ）

2020 2030 20�0 （年）

����ඪ
�

����ඪ

����࣮
�����

����࣮
�����

����࣮
����� �����

ɾ২थ� ɾཬࢁඋ
ɾ༡ٳ׆༻� ɾଠཅޫൃి
ɾϏΦτʔϓԽ� ɾ֎དྷछۦআ
ɾւ֎อશ׆ಈ�ͳͲ

����ඪ
���������࣮

�����

20�0

Ө͢ڹΔ߲ ϦεΫ ձػ ରԠ

ࣗવࢿຊͷ
গݮ

ɾࡐݪྉͷௐୡՁ֨ߴಅʹΑΔऩӹѱԽ
ͱੜࢧ࢈ো

ɾਫ࣭ѱԽʹΑΔ࣭ͷѱԽ

ɾԚછഉਫͳͲͷྲྀग़ʹΑΔपลΤϦΞͷ
ඃͰۀا৴པͷࣦ

ɾࣗવอ׆ޢಈΛ௨ͨ͡ਓࡐࡐݪྉͷ֬อ
ʹΑΔܧۀࣄଓ

ɾཬࢁඋɺՏอશΛ௨ͨ͡ྑ࣭ͷਫݯࢿ
֬อʹΑΔ࣋ଓՄͳੜ͓࢈ΑͼۀاՁ
ͷ্

ɾܰྔԽͷ։ൃͷਪਐ

ɾࡐݪྉͷϦαΠΫϧٕज़։ൃ

ɾ২༝དྷͷόΠΦࡐϦαΠΫϧࡐͷ׆༻֦େ

ɾഉਫͳͲͷཧͷڧԽ

ೝఆ͞ΕͨฏொϏΦτʔϓ

॥ࣾܕձͷߏங

ࣗવڞੜࣾձͷߏங

生産段階での廃棄物の低減 Ϟϊͮ Γ͘ ճऩ ɾ࠶ੜ

生産技術部部͕連携ͯ͠、ྲྀݯ対ࡦリサイク

ル活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ֤ 事業所Ͱ、現・現によ

ΔݮアイテϜΛ発۷͢ΔͨΊのʮ͍ͬͨな͍ݕ」

Λ࣮施͠、ݮ活動Λ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ国外グループ

会社にݮ事ྫΛ共༗͠、グループ全ମͰഇغݮ

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ
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˙�ௐୡجຊํ
当社サプライϠーͱの共ଘ・共ӫの͑ߟのͱ、ௐ

ୡ基本ํΛ定Ί、サプライϠーのΈな͞·ͱパート

ナーシップΛਂΊな͕Β、࣋ଓతな成長Λͱに͠ࢦ

͍ͯ·͢ɻ

˙�৽نαϓϥΠϠーͱͷऔҾ
当社8eCサイト্にエントリーフΥーϜΛ設ஔ͠、新

取Ҿに対ͯ͠Φープンな対Λ࣮施͍ͯ͠نఏҊ新ن

·͢ɻ·ͨ新ن取Ҿ開࢝に͋ͨͬͯ、S2%CのධՁに

Ճ͑、当社のサステナビリテΟガイドラインのࢍ同状

況なͲΛ;·͑ͨ経営の取りΈ状況Λ֬ೝ͠、取Ҿ開

に࣌に͓͚ΔリスクマネジϝントΛ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ同࢝

֤छ契約ॻ֮ॻの締݁ͱซͤͯ、当社のల開͢Δ֤

छガイドラインΛઆ໌͠理ղΛٻΊ͍ͯ·͢ɻ

˙�ࣾͷαϓϥΠνΣーϯ
当社͕取Ҿ͍ͯ͠ΔサプライϠーの約600社、ւ外ڌΛؚΉグ

ローバルͰ2000社Ҏ্になり·͢ɻ

グローバルͰの事業ల開に͓͍ͯS2%Cの͋ΒΏΔ໘Λྀ͠ߟ、͞ Βに現

ௐୡΛਪ進͍ͯͨ͘͠Ίに֤域のௐୡ୲当ऀؒͰの連携に取りΜͰ

͍·͢ɻ

˙�άϩーόϧ࿈ܞͷڧԽ
2030事業ܭ画の࣮現のͨΊ、24年度よりௐୡグローバル連

携ମ制のڧ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ日本・ถभ・Ԥभ・アセアン・த国・

インド֤域のௐୡઓུͱ、֤ 事業本部別のઓུΛ合ͤ͞ڝ

૪力Λڧ化͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɻ

現ΛؚΊͨトップ会議Ͱࡦ定֤ͨ͠ઓུΛ、࣮ 務Ͱ現

๚問ΛؚΊͨ議によりৄࡉにམͱ͠ࠐΈ、1%C"サイクルΛ

ճ͍ͯ͠·͢ɻ

֤域に合Θͤͨํ法Ͱ連携Λ࣮施͠、ௐୡ機能のޙࠓ

্、サステナビリテΟ活動のਁಁ、現サプライϠーͱの取り

Έڧ化Λਤ͍͖ͬͯ·͢ɻ

αϓϥΠνΣーϯϚωーδϝϯτ

���άϩーόϧ࠷దௐୡ
当社、ݪ材料、、設උなͲΛ、コスト・
・࣭技術・生産Λྀ͠ߟな͕Βグローバルな؍
Ͱ࠷దなのΛެਖ਼にௐୡͯ͠ ͍·͢ɻ
·ͨ、サプライϠー͔Βの新技術・工法、新
なͲのごఏҊΛܴͯ͠ ͍·͢ɻ

���૬ޓ৴པʹͮ͘ج૬ൃޓల
当社サプライϠーͱのΦープンͰ対等な関
化・経営のڧに企業ମ࣭の͍ޓ、Λ基本に
ֵ新にΊ、相ޓ৴པの関Λங͘͜ͱͰ、
T(	グループの総合力の্Λ͍ͯ͠ࢦ·
͢ɻ

औΓΈ͚ͨʹଓՄͳࣾձ࣋���
ࣾ 4%(T�Λ͡Ίͱͨࣾ͠ձ՝ͷऔ
ΓΉ͖׆ಈൣنΛΨΠυϥΠϯͱͯ͠ఆΊɺ
αϓϥΠϠʔͱڞ༗͠׆ಈΛਪਐͯ͠ ͓Γ·͢ɻ
·ͨɺαϓϥΠνΣʔϯΛؚΊͨ׆ۀاಈʹ͓
͚Δ๏ྩ९कɺີػอ࣋ͷపఈΛਤͬͯ ͍·͢ɻ

地域別サプライヤー数

ถभ
���

தࠃ
���

ΞηΞϯ
���

Πϯυ
���

Ԥभ
��

ͦͷଞ
���

ຊ
���

����݄ԤभͰͷձٞͷ༷ࢠ

αプライϠーのみな͞·とのͭながりをڧԽしɺ
Ұମとなͬてํの࣋ଓత成をࢦし·すɻ

調達本部長 渡辺 修⾃

αϓϥΠνΣーϯϚωーδϝϯτ

　営業、設ܭ、生産४උ、࣭管理の֤ஈ֊Ͱのエンジ

ニアリングチェーンのֵ新Λ促進͠、業務ޮ化ͱ開発

期ؒのॖΛ࣮現͢ΔͨΊに、ITプラットフΥーϜ構ங
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ブレーキ
ホース

ブレード
マシン

ベアリング

センサーで検知した振動

ベアリングの摩擦度をセンサーデータで
予測して予兆保全を行う

ベアリングの摩擦が
進行すると振動が大きくなる

キャリア（ボビン付き）

振動センサー
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IT 本部長 蜂須賀 正義
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■ サプライチェーン全体への浸透
企業におけるサステナビリティの取り組みに対する期

待の高まりをふまえ、サプライヤーのみなさまへの理解の

浸透と実践を目的に「仕入先サステナビリティガイドライ

ン(第2版)」を策定し、サプライヤーと共有しています。

潜在リスクへの気付きと早期対策を目的にセルフ

チェックシートを提供し､セルフアセスメントを実施いた

だいております｡今後は結果に基づき､サプライヤーと改

善活動を推進していきます｡

同ガイドラインは、人権･労働、環境、コンプライアン

スなどの項目に関する方針を定めており、社会面(児童

労働・強制労働・差別の禁止や機会均等・長時間労働削

減・最低賃金の遵守など)に加え、水使用や生物多様性

などの環境面への遵守を要請しています。

環境に関しては、「グリーン調達ガイドライン」におい

て、CO2の削減、廃棄物を含めた資源循環、化学物質の

管理を求めています。

また、紛争鉱物についてはサプライヤーに責任のある

資源・原料調達を要請するとともに年に１回、全てのサ

プライヤーの協力のもと、紛争鉱物に関する調査を実施

しています。

上記の通り、さまざまに変化する社会情勢に合わせて

サプライチェーン全体で持続的成長に必要な取り組み

を促進しています。

また、地域特性を反映したサステナビリティガイドラ

インのグローバル展開に向け各拠点とも連携し進めて

おります。

■ カーボンニュートラル活動促進
2030事業計画「脱炭素」の実現のためには、当社CO2

排出量の7割を占めるScope3の低減が重要と考え、製

品部品・設備金型の主要サプライヤー140社とともに活

動を実施、サプライヤーの実態・課題を認識したうえで、

コミュニケーションを密に取っています。具体的には、各

社の低減テーマ策定のため、当社の省エネ事例集の共

有、省エネ道場での勉強会、各種測定器の貸し出しを行

うとともに、中長期の目標である、「30年度までに27%

低減・50年度ネットゼロ」に向けた各社のロードマップ

策定の支援に力を入れています。

その取り組みの一環として、「カーボンニュートラル活

動促進会」を年2回開催する中で、サプライヤー同士のグ

ループ討議による情報共有・困りごと解決も実施してい

ます。また、24年度からは日本の取り組みのグローバル

展開を開始しており、今後もサプライチェーン全体で脱

炭素に向けて取り組んでまいります。

サステナビリティへの取り組み

省エネ道場見学（100社400名以上来場）

カーボンニュートラル活動促進会でのグループ討議

■ サプライヤーとのパートナーシップ強化
毎年4月に「調達方針説明会」を開催し、国内主要サプ

ライヤー約250社に対して経営理念や事業環境、会社

方針を説明しSQDCおよびコンプライアンス・サステナ

ビリティに関する取り組みと課題や目標を共有したうえ

で、期待値懇談会を通じて結果の確認と改善に向けた

協議を定期的に行っています。また、2019年度より毎年

12月を「サプライヤー月間」と定め、サプライヤーに対し

て「感謝と尊敬の念をもち、本音に謙虚に耳を傾ける機

会」と捉え、日頃の取り組みに感謝の意を表すために感

謝状の贈呈などを実施するなど、サプライヤーとのより

良い関係づくりを目指しています。

さらに毎月「調達連絡会」を開催し、防火・防災やコン

プライアンス・サイバーセキュリティなどの取り組み事

例の紹介に加え、カーボンニュートラルをはじめとした

社会課題に関する「セミナー」を実施しています。2020

年度からは、サプライヤーの経営者を対象に「経営困り

ごと相談室」を設置、企業経営や財務、人事、法務などさ

まざまな経営課題について、少人数単位での率直な相

談を受け付け、実効性の高い解決策をアドバイスするこ

とに努めています。

これらの支援活動は200回を超え、次第にサプライ

ヤー間での自発的なつながりが生まれ、悩みを共有する

ことで互いに学び合う好循環も生まれています。

■ サプライヤー情報のモニタリング
継続的に取引のあるサプライヤーには年に１回以上

の頻度で経営情報に関する調査票の提出を依頼してお

り大きな変化点については訪問やヒアリングの実施な

ど、リスクの早期解決や困りごとの解決などに努めてい

ます。

加えて年度の評価結果をもとに、品質、安全など、当社

の選定基準に当てはまるサプライヤーを対象に、サプラ

イヤーに出向いての監査を年に１回実施しており､改善

活動を推進しております｡

■ 取引適正化
当社は、パートナーシップ構築宣言内において、労務

費、エネルギー高騰費用の価格転嫁など、サプライヤー

との協議を宣言しております。

当社からサプライヤーへの働きかけを能動的に行い、

サプライヤーとの協議を重ねながら困りごとの解決を進

めております。

サプライヤーの強化

■ ともに成⻑するためのサプライヤー支援
SQDCの観点からさまざまな支援を実施しています。

特に、安全に関しては塗装などの生産設備の防火点検や

リスクアセスメントに基づく未然防止活動、品質・生産に

関してはモノづくり改革活動による現場改善、いずれも

人材育成支援と関連付けながら取り組みを進めていま

す。

なお、育成支援においては、当社のスキル保有者の出

向やサプライヤーのコア人材の出向受け入れなど人材

育成支援と関連付けながら推進しています。

また、サプライヤーが相互研鑽や優良事例の横展開を

目的に編成する「協和会」の活動を側面から支援し、人

材育成の推進やカーボンニュートラルの実現に向けた

活動にも取り組んでいます。

2022年からは協和会が主導して、サプライヤーが培っ

てきた知見を活かし双方の競争力強化を図ることを目的

にした「勝ち（価値）技展示会」を開催しています。各社が

アイデアを共有し合い改善の成果がでてきております。

また、さらに協業の密度とスピードアップを図るた

め、2023年より当社の困りごと(ニーズ)、協和会の提

案(シーズ）の情報共有により、双方の力を活かした取

り組みを開始しており、24年度の勝ち技展示会ではサ

プライヤー間も含めた協業成果を多く展示できました。

'24年度勝ち技展示会

仕入先サステナビリティガイドライン

パートナーシップ構築宣言

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report4/pdf/SupplierSustainabilityGuidelines.pdf
https://www.biz-partnership.jp/declaration/57710-05-23-aichi.pdf
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■ 国内外グループ会社への活動
　国内外グループ会社においては、人事労務管理状況
を把握するため、毎年全ての国内外グループ会社を対象
に「自主点検調査」を実施しています。未然防止活動とし
て、国内グループ会社にはハラスメント、DE&Iに関わる

勉強会の開催、海外グループ会社では、各社で年間の活
動計画表を策定し、教育やツールの横展開により、リス
クの低減に努めています。

■ 相談・救済窓口
　当社では、当社および国内グループ会社の従業員が利
用可能な社内/社外窓口をけています。匿名での相談・
通報も可能であるとともに、相談・通報を理由とした不
利益な扱いを受けないように、相談者・通報者の保護に
努めています。

　また、24年4月からは多言語対応可能な「JP-MIRAI
アシスト」に参画し、外国人技能実習生向けの専門相談
体制も構築しています。

■ サプライチェーンへの取り組み
　豊田合成グループ人権方針に基づき児童労働、強制労
働、移民労働、差別の禁止など人権尊重の実現に向けて
必要な項目を盛り込んだ「仕入先サステナビリティガイ
ドライン」を2023年に制定しています。調達連絡会やコ

ンプライアンス研修、教育ツールの展開による啓発を継
続的に行っています。また今年度は、海外サプライヤーを
訪問し、さらなる人権課題の未然防止・是正活動に取り
組む予定です。

■ 人権影響評価
　当社グループ・サプライヤーを対象とした人権影響
評価を外部有識者とともに実施し、優先的に取り組む
べき人権課題を特定しました。当社グループ・サプライ
ヤーの事業活動や製品・サービスに関連する人権リスク
の全体像を把握するため、まずは机上調査を実施し、バ

リューチェーン上の人権リスクを洗い出しました。また、
当該調査に加え、アンケートによる書面調査、またリスク
が高い国・地域においてはヒアリングを実施し、取り組
みの実態や課題を確認しました。

■ 人権・デューデリジェンス
　「ビジネスと人権に関する指導原則」に則り、同原則で
記されている人権デュー・デリジェンスを2022年に開始
しました。人権デュー・デリジェンスとは、企業の事業、
サプライチェーンおよびその他のビジネス上の関係に
関して、人権への負の影響を特定し、その負の影響を防
止・軽減し、実施状況および結果について追跡調査を行
い、どのように負の影響に対処したかを伝える一連のプ
ロセスを指します。

■ 人権方針の策定と取り組み体制
　2022年4月に「豊田合成グループ人権方針」を策定し
ました。本方針は、外部有識者の助言をふまえて作成し、
全役員と本部長が参加するサステナビリティ会議での
審議を経て、取締役会で承認されております。

　また、人権の取り組みを進める体制については、経営
層のコミットメントを高めるため、サステナビリティ会議
で年2回進捗を報告しています。

影響にどのように
対処したかを伝える

企業の事業やサプライチェーン、 
ビジネス上の関係における 
負の影響を特定し、評価する

是正措置を行う、又は
是正のための協力を行う

負の影響を防止し、 
軽減する

実施状況と結果の
追跡調査

苦情処理メカニズムによる補完

豊田合成
グループ
人権方針

人権に関する取り組みの全体像

■ 顕著な人権課題
当社グループ内

顕著な人権課題 影響を受けるステークホルダー 内容

ハラスメント
・自社グループ内の労働者
・取引先、サプライヤーなどの社外関係者

あらゆる形態のハラスメントは被害者の尊厳を傷つけるだけでなく、就労環境なども悪化させ
ることから、防止策の強化のほか、是正・救済の仕組みを構築していきます。

移民労働者 ・自社グループ内の外国人労働者
移民労働者（特に国内では技能実習生）は特に脆弱な立場に置かれやすいことから、労働環境
や生活環境を確認し、人権侵害の防止と是正・救済の仕組みを構築していきます。

DE&I ・自社グループ内の労働者
DE&Iの理解・配慮・取り組みの不足はキャリアアップの機会の損失、ハラスメント、差別など
を発生させるおそれがあることから、DE&Iの推進の取り組みを強化し、多様な人材が活躍で
きる場を構築していきます。

サプライヤー

区分 顕著な人権課題

国内仕入先 ハラスメント、移民労働者（外国人技能実習生）、DE&I

海外仕入先 児童労働、強制労働、移民労働者

■ 外国人技能実習生
　合計78名の実習生を雇用しているグループ会社6社
で、職場環境、安全健康などの自主点検を実施いただ
いたうえで、当社の人権担当が実習生へのヒアリング、
職場見学などの現地調査を実施しました。一部不備が

確認されましたが、即時の是正を実施いただき、人権侵
害につながるような違反はないことを確認しました。ま
た、実習生の長期キャリアプランとして、帰国後の現地グ
ループ会社への就職も積極的に進めています。

豊田合成グループのTGロジスティクスに5年間、技能実習生として成型加工作業に携わっていました。
TGの「改善文化」が気に入り、2024年6月ベトナムに帰国後もグループ会社の豊田合成ハイフォンに
就業、工程改善を担当しています。これまで改善活動などを通じて得た経験を活かすとともに、今後は
TPSも学び会社に貢献したいと考えています。

Nguyen Thi Huong Thao（豊田合成ハイフォン(有)）

JP-MIRAI

人権方針

JP-MIRAIアシスト

　豊田合成グループは、「世界人権宣言」や「ビジネスと
人権に関する指導原則」をはじめとする国際規範を支
持・尊重するとともに、「豊田合成グループ行動憲章」に
おいて、「人権や個人の多様性・人格・個性を尊重し、差
別的行為やハラスメント行為などを行わず、労使協調の

もとで常に健全で働きやすく安全な職場づくりを努め
ます」との基本方針を定め、人格・人権の尊重、公正な採
用、強制労働や児童労働およびあらゆる形態のハラスメ
ントの禁止を明言しています。

■ 従業員への啓発・教育活動
　外部講師によるウェルビーイングやDE&Iをテーマに
した講演会、社内報での人権方針解説書、事技職向けオ
ンライン研修、技能職向け啓発ツール展開を実施してい
ます。また、ハラスメントについては、役員、管理職、監督

者などへの研修とともに、月1回程度、DE＆I、ハラスメン
トに関する啓発をまとめた「TG明るい職場応援団」の職
場での読み合わせを実施し、全従業員がハラスメント行
為のない、健全で働きやすい職場づくりに努めています。

管理職へのハラスメント防止研修

教育実施内容
対象 内容 頻度

管理職 人権の基礎知識およびアンコンシャスバイアス研修を実施 1回/年

全従業員 人権に関する基礎的な内容をe-learningで展開 1回/年

人権担当者 基本的な知識や動向などについて、外部勉強会に参加 随時

グループ会社管理職 人権の基礎知識およびアンコンシャスバイアス研修を実施 1回/年

人権の取り組み

基 本的な考え方

人権方針に基づく活動内容

https://jp-mirai.org/jp/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/pdf/TG_human_rights.pdf
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˙�҆શӴੜɾ݈ ຊཧ೦جΔؔ͢ʹ߁
豊田合成グループͰ҆全ͱ৺の݈߁の֬อΛ࠷重要な経営課のͻͱͭͱҐஔ͚ͮ、全ͯの事業活動に͓͍ͯ

҆৺Ͱಇ͖͍͢職場環境Λ֬อ͠·͢ɻ

˙�ਪਐମ੍
҆全݈߁ਪ進部୲当本部長Λ議長ͱͯ͠、取締役社

長・࿑ಇ合委員長・国事業場の全工場長͓よͼ国

外ࢠ会社社長͕出席͢Δதԝ҆全Ӵ生委員会（4ճ�年）

Λ৫͠、̓ 全Ӵ生に関͢Δॾ施ࡦのใࠂ・৹議Λ行

͍、ͦ の݁ՌΛ取締役会にใ͍ͯ͠ࠂ·͢ɻ

தԝ҆全Ӵ生委員会の৹議݁ՌにՃ͑ͯ、年ॳの社

長ϝッセージ社ใによΔ҆全ใの発৴Λ܁りฦ

࣮͠施͢Δ͜ͱͰ、豊田合成グループ͕Ұؙͱなͬͯ活

動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ·ͨサプライϠーに͍ͭͯ、ௐୡ

連བྷ会なͲΛ௨ͯ͡定期తに֤छ関連ใの共༗化Λ

ਤ͍ͬͯ·͢ɻ

˙�ඪͱ࣮ʦάϩーόϧʧ
当社Ͱಇ͘全ͯの人͕、出社͞Εͨ࣌のݩ気な࢟Ͱؼ

͍ͯͨͩ͘͜͠ͱ͕会社の務Ͱ͋Δͱの͔͑ߟΒ、

ແ事ނ・ແࡂの࣮現Λͯ͠ࢦグローバルͰ重大˞1ࡂ

֤、͛ܝ0݅Λඪに݅ࡂ重ಞ˞2なSTO17˞3・ छ

ॾ施ࡦΛਪ進͖ͯ͠·ͨ͠ɻ2023年度グローバルに͓

͚Δ࣮ͱͯ͠、重大0݅ࡂのඪୡ成͢Δ͜ͱ

͕Ͱ͖·͕ͨ͠、ւ外ࢠ会社に ʮͯڬ·Ε・ࠐ͖ר·Ε」

に֘当͢Δ重ಞなSTO172͕݅ࡂ発生͠·ͨ͠ɻ

ձࣾͷ҆શ֬อࢠࠃ�˙
国外ࢠ会社の҆全・Րレϕルの͑ࢹΔ化ͱऑ

のఈ্͛Λతに、2020年度よりʮS'1M（҆全・Ր

カルテ）」Λల開͍ͯ͠·͢ɻ

2023年度֤社の自主ධՁ݁ՌΛ;·͑ͨ統Ұڧ

化߲Λ設定͠、国ࢠ会社に対ͯ͠、֤ 3ճ�年（13

社ɿ39ܭճ）の現現現ೝによΔ監査・支援Λ行ͬͯ

͍·͢ɻ

˙�҆શӴੜͷऔΓΈ
豊田合成グループͰ্ه基本理೦に基͖ͮ、̓ 全Ӵ生એݴΛ定Ίͯ企業活動Λల開͍ͯ͠·͢ɻ

҆શӴੜએݴ
ᶃ҆全Ӵ生に関͢Δ法律、社ن定Λ९क͠·͢ɻ
ᶄʮ҆全全ͯに༏先͢Δ」Λ৺にࠁΈ、Ұ人ͻͱり ʮ͕҆全࠷༏先」Ͱ行動͢Δ͜ͱΛపఈ͠·͢ɻ
ᶅ当事ऀҙࣝΛͯͬ࣋活動に取りΈ、全員参ՃͰ相ܒޓ発ܕの҆全จ化のৢ成Λਤり·͢ɻ

ಋࢦࠪɾݱݱձࣾͷࢠࠃ

࣮ ධՁ

ॏେ݅ࡂ ̌݅ 0݅ ˓

ॏಞͳ4501݅ࡂ� ̌݅ 2݅ ʷ

˞1	重大ɿࢮ
˞2	重ಞɿඃऀࡂのମのҰ部（·ͨ機能）Λࣦͬͨ状ଶ
˞3	STO17ɿ大͖なケガ͕起͜Δ可能ੑ͕͋Δ7ͭの事ᶃڬ·Ε・ר
電ᶇ⾞྆ᶈ高Թ・ര発・ガスײΕᶄ重ྔᶅམ・సམᶆ·ࠐ͖
ᶉஅ

˙�ਪਐମ੍
·ͨ、தԝ҆全Ӵ生委員会のԼ部৫ͱͯ͠、݈ 経߁

営の֦ॆΛతにʮ݈ਪ進協議会」Λ年4ճ開ͯ͠࠵

͍·͢ɻ͜ の協議会Ͱ݈͚ͩ߁Ͱな͘、ʮͤ」にಇ

͘͜ͱΛ͠ࢦ、̓ 全݈߁ਪ進部Λ事務ہに、産業ҩ・人

事部・݈ ݈、合・࿑ಇ合͕Ұମͱなͬͯݥอ߁ 経߁

営・経営活動の協議Λ行͍ͬͯ·͢ɻ

·ͨ、協議・ܾ 定事߲֤事業所の҆全Ӵ生委員会

ͱల開͍ͯ͠·͢ɻ

ӦͷऔΓΈܦ߁݈�˙
豊田合成グループͰಇͯ͘͢の人͕৺ͱに݈߁Ͱ͋りଓ͚ΔͨΊに、݈ 経営活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ߁

健康宣言　～「限りない創造　社会への奉仕」実現のために～

　①従業員の健康を重要な経営資源と考え、安全と心身の健康を最優先する組織風土を醸成します。
　②従業員がいきいきと働けるよう、明るく活力ある職場、人づくりに取り組みます。
　③従業員と家族の健康増進を図るため、健康意識を高め、疾病予防に取り組みます。

νϟϨϯδ�ʯͷऔΓΈ߁ಈʹ͓͚Δʮ݈׆Ӧܦ߁݈�˙
経営理೦に͛ܝΔ企業の社会త任ΛՌͨͨ͢Ίの

基൫ڧ化ͱͯ͠、ै 業員Ұ人ͻͱり͕কདྷにΘͨͬͯ、͍

͖͍͖ͱ݈߁にಇ͚Δ͜ͱ͕ඞ要ෆ可ܽͰ͋Δͱ͍͏ೝ

ࣝのͱ、ै 業員の݈߁ҡ૿�࣋進のͨΊ、݈ 経営に߁

取りΜͰ͍·͢ɻ

チャレンジ8」（ମ重・朝߁1Iͱͯ͠定Ί͍ͯΔʮ݈,߁݈

৯・ҿञ・ؒ ৯・ېԎ・運動・ਭ・ストレスの8߲）の͏

ͪ、ポイントの͍l運動zの取りΈͱͯ͠、年に1度の

அΛ活༻ͨ͠Ѳ力ଌ定イϕントΛ࣮施ɻҰ人ͻͱり߁݈

͕l݈߁Λ͑ߟΔ日zͱͯ͠筋力の重要ੑ、運動࣮ફなͲ

Λ自事ͱͯ͑͠ߟΔͨΊの動機͚ͮΛ行͍ͬͯ·͢ɻ

に関͢Δ教育׳に࣮施͢Δlキャリアデザイン研मzにͯମ力ଌ定ͱ運動श࣌ࡀͰの定年Ԇ長Λड͚、55·ࡀ65、ͨ·

Λ࣮施͠、年ྸΛ重Ͷͯݩ気なମͰಇͨ͘Ίの支援Λ行͍ͬͯ·͢ɻ

͜ΕΒの活動͕ධՁ͞Ε、スポーπ庁よりスポーπエールカ

ンパニー2024、経済産業ল͕ਪ進͢Δ݈߁経営༏ྑ法人の

ೝ定Λड͚·ͨ͠ɻ

Ѳྗଌఆͷ༷ࢠ

ࢠҭͷ༷ڭ߁݈ࡀ��

IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�TPDJBM�SFQPSU���4BGFUZ)FBMUI

IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�TPDJBM�SFQPSU���4BGFUZ)FBMUI

ΔऔΓΈ͑ࢧଓతΛ࣋

҆શ݈߁

Ҭࣾձݙߩ

当社グループͰ経営理೦に͋Δʮྑ͖企業市民」Ͱ

͋Δ͘、域社会にࠜ͟͠域ͱͱに成長͢Δ企業

ͱ͠ ʮͯ社会ࢱ」ʮ環境อ全」ʮ੨গ年育成」ʮ域൜」

の4ͭのபͰै業員によΔ社会ݙߩの取りΈΛੈք

֤Ͱੵۃతに行͍ͬͯ·͢ɻ

活動の参Ճ機会Λ૿͢ͱݙߩ社Ͱ社会ޙࠓ

ͱに、域のͨΊになΔ活動Λਪ進͍͖ͯ͠·͢ɻ

Ҭ͜Ͳ৯ಊͷࢧԉ ंΠευΫλʔζ ϑʔυυϥΠϒ ࣇݩಐཆࢪޢઃͷدଃ
ʢ๛ా߹ೆΞϑϦΧʢגʣʣ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/#SafetyHealth
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/#SafetyHealth
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ํ͑ߟຊతͳج�˙
企業経営の݈全ੑͱޮ、͚ͯଓత成長の࣮現に࣋

ੑの֬อΛͶΒ͍ͱͨ͠コーポレート・ガバナンスの

ॆ 重要課ͱೝࣝ͠、環境変化にత࠷化Λ経営のڧ࣮・

֬に対ԠͰ͖Δ৫ମ制Λඋ͠、ެ ਖ਼͔ͭಁ໌ੑの͋

Δ経営システϜΛ構ங・ҡ࣋͢Δ͜ͱにΊ͍ͯ·͢ɻ

·ͨ、豊田合成金༥庁・東京ূ݊取Ҿ所͕ࡦ定ͯ͠

͍Δʮコーポレートガバナンス・コード」の理೦ݪଇのझ

Λ自律తに࣮ફ͢Δ͜ࡦਫ਼ਆΛ;·͑ͨ͞·͟·な施・ࢫ

ͱͰ、コーポレート・ガバナンスのॆ࣮Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

˙�αεςφϏϦςΟձٞ
ଓ࣋よͼ社会の্͓ଓతな企業成長ͱ企業Ձ࣋

త発లのݙߩΛ2021、ͯ͠ࢦ年11月にサステナビ

リテΟ会議Λ設ஔ͠·ͨ͠ɻ本会議Ͱ、サステナビリ

テΟに関͢Δ重取りΈ事߲の৹議・ܾ 定ͱ࣮施状況

の֬ೝΛ行͍、スϐードײΛͬͯ取りΜͰ͍·͢ɻ社

長Λ議長ͱ͠、社外ΛؚΉ全取締役、全監査役͓よͼւ

外域ΛؚΉ本部長Λϝンバーͱͯ͠構成͓ͯ͠り、客

ͱಁ໌ੑの高͍バランスの取ΕͨサステナビリテΟੑ؍

の施ࡦΛ࣮行͍ͯ͠·͢ɻ

ͷମ੍࣏౷ۀا�˙
当社、監査役設ஔ会社Λબ͠、法定の機関ͱͯ͠、

株主総会・取締役会・監査役会・会ܭ監査人Λඋ͑、ซͤ

ͯ、部監査Λ͡Ίͱ͢Δ部統制システϜΛඋ・

運༻͍ͯ͠·͢ɻ取締役会、取締役10名Ͱ構成͞Ε、

ຖ月定期తに行ΘΕΔ取締役会（ඞ要にԠͯ͡ྟ࣌取締

役会）に͓͍ͯ、法 ・ྩ定Ͱ定ΊΒΕͨ事߲、経営に

関͢ΔઓུなͲの重要事߲のใࠂ・ܾ 議Λ͍ͯ͠·͢ɻ

·ͨ、執行役員制度Λಋ入͠、ҙܾࢥ定ͱ業務執行の

ਝ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ͞ Βに、2023年6月にチーフΦ

フΟサー制度Λಋ入͠、社長の権ݶͱ任のҰ部Λチー

フΦフΟサーに委ৡ͢Δ͜ͱにより、重機能に͍ͭͯ

事業本部・域本部のΛ͑ͯグローバル全ମͰ管

理͠、ઓུੑの高͍業務執行の࣮現ͱ経営のスϐード

アップΛਤ͍ͬͯ·͢ɻՃ͑ͯ、2024年6月に取締役

会のܾ議権ݶΛҰ部執行ଆ委ৡ͠·ͨ͠ɻ͜ Εによ

り、取締役会Ͱの経営ઓུ議Λよりॆ࣮ͤ͞Δͱͱ

に、重要事߲ܾ定会議Λ新設͠、͞ ΒなΔ執行のスϐー

ドアップͱ自律ͨ͠経営Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

·ͨ、経営の重要な事߲に͍ͭͯ、重要事߲ܾ定会

議、本部長会議、経営会議Λຖ月開͠࠵、͞ Βに҆全・

・࣭環境・技術・ऩӹ・人事なͲの主要機能に関͢Δ機能

会議ମ͓よͼ֤छ委員会Λదٓ開͠࠵、త֬な経営

அΛ行͍ͬͯ·͢ɻ

監査役会、監査役5名Ͱ構成͞Ε、監査役会Λ定期త

に開͢࠵Δͱͱに、取締役会Λ͡Ίͱ͢Δ重要な会議

の出席֤部門・ࢠ会社の監査Λ௨ͯ͠ 経営監ࢹの機能

ΛՌ͓ͨͯ͠り、外部監査人Ͱ͋Δ会ܭ監査人によΔ監査

機能ͱ͋Θͤ、独立͔ͭެਖ਼な監査ମ制Λ֬อͯ͠ ͍·͢ɻ

͜ΕΒの機関設ܭに基͖ͮ、監査・監ಜ・執行Λ連携͠

ͯ機能ͤ͞、会社のҙܾࢥ定、業務執行のద法ੑͱޮ

ੑ͕ेに୲อ͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͔Β、現ࡏのମ制Λ࠾༻

͍ͯ͠·͢ɻ

·ͨ、取締役会の監ಜ機能Λڧ化͠、ҙܾࢥ定プロセ

スの客؍ ・ੑಁ ໌ੑΛ高ΊΔͨΊ、取締役会の任ҙࢾ問

委員会ͱͯ͠、ʮ役員ใु委員会」ͱʮ役員人事委員会」

Λ設ஔ͍ͯ͠·͢ɻ

˙�෦౷੍γεςϜ
当社、会社法のن定に基ͮ ʮ͖部統制のඋに関͢

Δ基本ํ」Λࡦ定͠、͜ ΕにԊͬͯ重要事߲の৹議、関連

ఔ・要領の制定ͱ運༻、部監査、コンプライアンス、リスن

ク管理なͲΛؚΉ部統制システϜΛඋ͢Δ͜ͱͰ、業

務のదਖ਼Λ֬อ͢ΔͨΊのମ制の構ஙͱ運༻にΊ͍ͯ

·͢ɻ部統制のඋ・運༻状況に͍ͭͯ、ຖ年取締役会

Ͱͦの༰Λ֬ೝ͠、͞ ΒなΔվળ͓よͼڧ化にܧଓతに

取りΜͰ͍·͢ɻな͓、2023年4月に基本ํΛվ定͠、

·化・運༻Λ࣮施͍ͯ͠ڧ会社管理ΛؚΊͨ部統制のࢠ

͢ɻ·ͨ、2023年6月に法نೝূ室Λ新ͨに設ஔ͠、法ن対

Ԡの͞ΒなΔମ制ڧ化に取りΜͰ͍·͢ɻ

グループ管理に͓͍ͯ、当社͓よͼࢠ会社の݈全な

部統制環境のৢ成ΛਤΔͨΊ、グループ֤社ͱʮ経営

理೦」Λ共༗͢Δͱͱに、共௨のコンプライアンス্の

会ࢠ、ষ」Λ定ΊݑͰ͋Δʮ豊田合成グループ行動ࢦ

社にల開͢Δମ制Λඋ͍ͯ͠·͢ɻ͞ Βに、ࢠ会社の

˙�һใुҕһձɾһਓࣄҕһձ
当社のʮ役員ใु委員会」͓ よͼʮ役員人事委員会」

、աҎ্Λ社外取締役Ͱ構成͠、྆ 委員会の議長

Λ社外取締役͔Βબ任͠、ಁ ໌ੑͱ客ੑ؍ΛよりҰ高

Ί͍ͯ·͢ɻ

ɹ৴པ͞ΕΔۀاͰ͋Γଓ͚ΔͨΊ๛ా߹άϧーϓશମͰίーϙϨーτɾΨόφϯεͷॆ࣮Λਤ͍ͬͯ·͢ɻެ ਖ਼Ͱಁ໌ੑͷ͋Δا
ͷదਖ਼ۀ͠༺ͷͨΊɺ෦౷੍γεςϜΛඋɾӡݱମ੍࣮࣏౷ۀ ɾੑޮ ੑΛ֬อ͢Δͱͱʹɺࣾ ֎ͷऔకͱࠪʹΑΔܦ
ӦಜɾࠪͰ࣮ޮੑΛߴΊ͍ͯ·͢ɻ͞ Βʹɺ๏ྩ९कɾྙۀاཧͷపఈϦεΫϚωδϝϯτ׆ಈਪਐͯ͠ ͍·͢ɻ

ίーϙϨーτɾΨόφϯε

ίーϙϨーτɾΨόφϯεͷମ੍ਤ

ג ओ ૯ ձ
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ใࠂ

ࢦ ɾࣔಜ

৫શࣾձٞମߦࣥۀ

֤छܦӦձٞମ

֤छػձٞମ

֤छҕ員ձ

ࠪ෦
ࣾ

νʔϑΦϑΟαʔ

औక役ձ ࠪ役ձ ձࠪܭਓ

意思決定・監督

業務執行体制

監査

࿈ܞ

役員ਓࣄҕ員ձ

役員ใुҕ員ձ

αεςφϏϦςΟձٞ

ࠪ役ࣨ

ਃ

બղ

役員ߦࣥ

෦ۀࣄɾػ֤

ձࢠ ɾࣾؔ ࿈ձࣾ

ओͳձٞମɾҕ員ձ
˔  औక役ձ
˔  αεςφϏϦςΟձٞ

˔  ॏཁܾ߲ࣄఆձٞ
˔  ຊ෦ձٞ
Ӧձٞܦ  ˔

˔  ൢചձٞ
˔  ։ൃٕज़ձٞ
˔  ऩӹɾݪՁձٞ
˔  ੜ࢈ɾௐୡձٞ
˔  ਓࣄձٞ
˔  *5ਪਐձٞ

˔  ෦౷੍ҕ員ձ
˔  ༌ग़ཧҕ員ձ
˔  தԝ҆શҕ員ձ
˔  ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾ

ҕ員ձڥ
˔  ࣭ҕ員ձ

໊শ ׂ һߏ ग़੮ճ
（2023年）

һ
ใुҕһձ
（2023 年
ç։࠵ճɿ1ճ）

औకͷใु੍
͓Αͼݸਓผใु
ͷ৹ٞɾਃ（ৡ
੍ݶࣜגใु
ͳͲ）

㟒औకձٶ
ᜊ౻औకࣾ
দຊࣾ֎औక（ٞ �）
ాࣾ֎औక
˞ࣾ֎औకݹ
લాࣾ֎औక˞
҄ੜࣾ֎औక˞

1ճ �1ճ
1ճ �1 ճ
1ճ �1 ճ
1ճ �1 ճ
ʔ
ʔ
ʔ

໊শ ׂ һߏ ग़੮ճ
（2023年）

һ
ਓࣄҕһձ
（2023 年
ç։࠵ճɿ1ճ）

औక͓Αͼࠪ
ͷબղʹؔ͢
ΔٞҊͷ৹ ɾٞਃ
（ࣾͷબఆͳͲ）

㟒औకձٶ
ᜊ౻औకࣾ
দຊࣾ֎औక（ٞ �）
ాࣾ֎औక
˞ࣾ֎औకݹ
લాࣾ֎औక˞
҄ੜࣾ֎औక˞

1ճ �1ճ
1ճ �1 ճ
1ճ �1 ճ
1ճ �1 ճ
ʔ
ʔ
ʔ

ˌ2024年6月બ任　˞2024年6月ब任 ˌ2024年6月બ任　˞2024年6月ब任

透明性のある経営システムを構築・運用し
グループのコーポレート・ガバナンスを充実

Ψόφϯε 経営の自主ੑΛଚ重ͭͭ͠、定期తに事業ใࠂΛड͚Δ

ͱͱに、事લঝೝใࠂ制度Λ௨ͯ͡ࢠ会社の業務の

దਖ਼ੑͱద法ੑΛ֬ೝ͢Δମ制Λඋ͍ͯ͠·͢ɻՃ͑

ͯ、重要なࢠ会社に非常勤取締役・非常勤監査役Λ

制͢Δݗよͼ͓ࢹ会社の業務執行Λ監ࢠ、Δ͜ͱͰ͢ݣ

ମ制Λඋ͍ͯ͠·͢ɻ
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ͷํͱखଓ໊͖ࢦ෦ͷબղͱऔకɾࠪީิͷװӦਞܦ�˙
取締役・監査役、ʮ役員人事委員会」に͓͍ͯ৹議・

ਃΛ経ͨのͪ、取締役会のܾ議Λ経ͯ株主総会ܾ議

にܾͯ定͠·͢ɻ

経営ਞ幹部・取締役ީิ、経営ਞ・取締役会全ମͱ

ͯ͠の ・ࣝ経ݧ・能力のバランスΛྀ͠ߟ、త͔֬ͭਝ

なҙܾࢥ定͕Ͱ͖Δ͜ͱ、֤ 、人ͱͯ͠人͕͋りݸ

法ྩ͓よͼ企業ྙ理の९कにప͢Δ見ࣝΛ༗͢Δ͜ͱ

Λ基४に総合తにબ任・ࢦ名͍ͯ͠·͢ɻ

　監査役ީิ、ࡒ務・会ܭ法務に関͢Δ見、当

社事業に関͢ΔࣝなͲ、企業経営に関͢Δ多༷なࢹ

によͬͯバランスΛ֬อ͠な͕Β、ద材ద所の؍よ

り総合తにࢦ名͍ͯ͠·͢ɻ

経営ਞ幹部、取締役ީิऀにෆਖ਼·ͨ重大な法ྩ

͘͠定ҧなͲ͕͋ͬͨ場合ղ任खଓ͖Λ行

͏͜ͱͱ͍ͯ͠·͢ɻ

スキルマトリックス

・֤ 取締役・監査役の͜Ε·Ͱの経ݧΛͱに、期͢Δ野に͍͍ͭͯͯ͠ࡌه·͢ɻ

・当社取締役会・監査役会の構成、全ମͱͯ͠ ・ࣝ経ݧ・能力のバランス、多༷ੑ͓よͼ人にྀͨ͠構成ͱ͍ͯ͠·͢ɻ

名　ࢯ

ˎ2023年6月ब任

˞2024年6月ब任

宮
﨑

直
樹

齋
藤

克
巳
＊

安
田
　
　
洋

岡
　
　
正
規

苗
代

光
博
＊

松
本
真
由
美

和
田
　
　
節
＊

古
川

雅
典
※

前
田

茂
樹
※

粟
生

万
琴
※

大
磯

健
二

鈴
木

山
人

加
古
　
　
慈

桑
山
　
　
斉

横
井

正
彦
＊ εΩϧબఆཧ༝ɾఆٛ

当社の࣋ଓతな成長͓よͼ企業Ձ্Λ͠ࢦ、த長期事業ܭ画ਪ進のͨΊに
取締役会・監査役会͕ඞ要ͱ͢ΔスキルΛબ定͍ͯ͠·͢ɻ

スキル

当社に͓͚Δ
Ґ

取締役
会長

取締役
社長

取締役
副社長

取締役 取締役 取締役
社外
独立

取締役
社外
独立

取締役
社外
独立

取締役
社外
独立

取締役
社外
独立

監査役 監査役 監査役
社外

監査役
社外
独立

監査役
社外
独立

役員ใु委員会
˕議長 ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

役員人事委員会
˕議長 ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

Ӧܦۀا ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 当社Λ取り͘ר事業環境͕グローバルͰܹ変͢Δத、企業経営の経ݧ࣮に基͖ͮ、
当社の࣋ଓతな成長͓よͼ企業Ձのد与、த長期事業ܭ画ਪ進にد与͢Δదな経営அΛ行͏ͨΊɻ

ւ外ۀࣄ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ւ外Ͱの࣮務経ݧւ外の事業環境・事業マネジϝントなͲのࣝΛ活͔͠、グローバルͰの事業Λ成長ͤ͞ΔͨΊɻ

ࡒ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ਖ਼֬なࡒ務ใࠂମ制͓よͼݻڧなࡒ務基൫Λ構ங͠、࣋ଓతな成長͓よͼ企業Ձ্に͚ͨ成長投資のਪ進ͱ、
దな株主ؐݩΛ࣮現͢ΔͨΊɻ

๏・ϦεΫཧ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 法律の९क͓よͼదなリスクマネジϝントに基ͮ͘ガバナンスମ制の֬立により、
Λਪ進͢ΔͨΊɻ্のͨΊの基൫構ங、監ಜの࣮ޮੑ্ଓతな成長͓よͼ企業Ձ࣋

ٕज़ ˔ ˔ ˔ 先進テクϊロジーによΔ技術ֵ新、த長期తな企画・開発に関͢Δスキル・見Λ活͔͠、
ଓతな事業成長Λ࣮現͢ΔͨΊɻ࣋

Ϟϊͮくり（生࢈・࣭） ˔ ˔ ˔ ˔ 自動⾞部・ൢ ച事業Λ主࣠ͱ͢Δ企業ͱͯ͠、ֵ 新తな生産技術のಋ入現場のվળͱ、
࣭のҡ্・࣋Λ進ΊΔͨΊɻ

Ӧۀ ˔ ͓客༷ͱのԁなコミュニケーシϣンによΔใऩू、営業ઓུࡦ定に関͢Δスキル・見Λͱに、
変化͢Δ顧客ニーζにԠ͑グローバルに֦ൢ͢Δͱͱに、ՃՁの高͍Λఏ͠ڙଓ͚͍ͯͨ͘Ίɻ

ΤωϧΪʔ・ڥ ˔ ˔ ˔ ˔ 環境ྀ͕ඞ要な野に͓͍ͯ、事業活動ͱҰମ化ͨ͠取りΈΛՃ・ਪ進͠、社会త任ΛՌͨͨ͢Ίɻ

人ࣄ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 多༷ ・ੑインクルージϣン・人権ଚ重・ウェルビーイングの見Λ活͔͠、
社員Ұ人ͻͱりの能力Λ৳͢ͱͱに࠷大ݶに発ͤ͞شΔͨΊɻ

%9 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 当社の経営基൫のڧ化͓よͼ新事業のਪ進にඞ要ͱなΔ、
デジタル技術Λ活༻ͨ͠事業変ֵのਪ進ͱ企業จ化֬立Λ࣮現͢ΔͨΊɻ

৽ۀࣄ（ඇࣗಈं） ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ 非自動⾞野に͓͚Δ新事業の୳ࡧ、開発、事業化のத長期తなܭ画立Ҋ・ਪ進͓よͼকདྷの新事業֦大Λͨ͢ࢦΊɻ

取締役会の出席ճ
（�23�4ʙ�24�3）

13ճ�
13ճ

11ճ�
11ճ

13ճ�
13ճ

13ճ�
13ճ

11ճ�
11ճ

13ճ�
13ճ

11ճ�
11ճ � � � 13ճ�

13ճ
13ճ�
13ճ

13ճ�
13ճ

13ճ�
13ճ

11ճ�
11ճ

監査役会の出席ճ
（�23�4ʙ�24�3） � � � � � � � � � � 12ճ�

12ճ
12ճ�
12ճ

12ճ�
12ճ

12ճ�
12ճ

10ճ�
10ճ

�
�
� �

�
�
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˙�औకɾࠪһͷมભ
2012年に執行役員制度Λಋ入͠、取締役総Λ

2011年の23名͔Β9名に2015、͠ݮ年に社外取

締役Λॳબ任͍ͯ͠·͢ɻ

現ࡏのମ制取締役総͕10名、ͦ の͏ͪ社外取締

役5名Ͱൺ50�Ͱ͢ɻ社外取締役の͏ͪ2名

ঁੑͰ͋り、客ੑ؍ͱ多༷ੑΛ高Ί͍͖ͯ·͢ɻ

取締役人数（名）

監査役人数（名）

社外取締役比率

社外監査役比率

女性取締役比率

女性監査役比率

2011年 2024年

2011年

5

23

5

10

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

��ˋ

2011年

��ˋ

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

ガバナンス体制強化への主な取り組み

औకձɾ
ࠪձ

ߦࣥۀ
ମ੍

ձٞମɾ
ҕһձ

˔औకબͷݮ

2012 2015 2019 2020 2021 2022 2023

һ੍ಋೖߦࣥ˔

˔ίʔϙϨʔτΨόφϯείʔυద༻։࢝ ˔νʔϑΦϑΟαʔ
੍ಋೖ

˔ࣾ֎औకൺΛ1�3ʹมߋ

˔һใुҕһձ͓Αͼ
ɹһਓࣄҕһձઃஔ�

˔྆ҕһձͷٞʹ
ɹಠཱࣾ֎औకΛબ

˔ঁੑऔకΛొ༻ ˔ঁੑࠪΛొ༻

ݮһͷߦࣥ˔

ಈྙཧҕһձߦۀا˔

ҕһձڥ˔

˔αεςφϏϦςΟձٞͷઃஔ

˔ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥҕһձ໊শมߋ

˔෦౷੍ҕһձ໊শมߋ˔ίϯϓϥΠΞϯεɾϦεΫཧҕһձ໊শมߋ

2024

˔ࣾ֎औకൺ
Λ1�2ʹมߋ

˙�औకձ
取締役会Ͱ、経営・事業ઓུなͲの経営のํੑ

に͍ͭͯ多໘తに議͠、ඞ要にԠͯ͡経աフΥローの

ܾ議・ใࠂなͲΛ行͍、多༷なࢹ͔Β経営ઓུ͕ద

に執行͞Ε͍ͯΔ͔Λ監ಜ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、͞ ΒなΔઓ

ུ議のॆ࣮ͱे͕議ؒ࣌の֬อに͚ͯ、執行

ଆに重要事߲ܾ定会議Λ設ஔ͠Ұ部権ݶ委ৡΛ͠·͠

ͨɻۙ 年、部統制システϜリスク管理ମ制のڧ化

にՃ͑、市場環境の変化、経済҆全อো、政学リスク、

環境問のਂࠁ化なͲࠞવͱͨ͠事業環境のதͰの࣋

ଓతな企業成長の࣮現に͚ͯ、͞ ΒなΔ議の活ੑ

化に取りΜͰ͍·͢ɻ

2023年度 取締役会の主な付議事項・報告事項

ςʔϚ ओͳ߲ٞࣄɾใ߲ࣄࠂ

Ӧɾܦ
ઓུۀࣄ

ɾதۀࣄظઓུɹɹɾ৽ۀࣄنઓུɹɹɾ年ํ
ɾࠃ֎ࢠձࣾۀࣄ�ઓུ（֦େɺ߹ซɺॖখ）
ɾۀࣥߦใۀ）ࠂɺੜ࢈ɺ࣭ɺ̓ શɺٕ ज़ɾ։ൃɺࡒɺॏϦεΫཧ�ͳͲ）
ɾऔకձܾ߲ٞࣄͷਐḿ

ίʔϙϨʔτ
ɾܾؔࢉ࿈ɹɹɾऔకɾࠪਓࣄɺһਓࣄɺһใु
ɾαεςφϏϦςΟࡦࢪɹɹɾ෦౷੍γεςϜʗ෦ࠪ෦ใࠂ

༥ࢿҊ݅
ɾࠃ֎ੜڌ࢈�֦ுʹ͏ݐɾઃඋࢿ
ɾࠃ֎ࢠձࣾۚࢿ༥ࢿ

2023年度 取締役会の付議・報告件数

̍2 ̎2 ̏2 �2 ܭ

߲ٞࣄ 1� � 12 � �2

ใ߲ࣄࠂ 13 � 12 11 �3

ܭ 2� 1� 2� 1� ��

˙�औకձͷ࣮ޮੑධՁ
当社の࣋ଓతな成長ͱ企業Ձの্、社会の࣋ଓ

త発లのݙߩに͚ͯ、コーポレート・ガバナンス͕

༗ޮに機能͢Δ͜ͱ͕ඞਢͰ͋Δ͜ͱ͔Β、取締役会の

役 ・ׂ務ͱの࣮ޮੑΛ୲อ͢ΔͨΊに、取締役会構成

員͔ΒධՁҙ見なͲΛຖ年ௌ取͠、取締役会Ͱੳ・

ධՁ・վળࡦΛ৹議͍ͯ͠·͢ɻ2023年度に͓͖·ͯ͠

全取締役8名、全監査役5名に対ͯ͠ώアリングΛ行

͍、࣮ ޮੑのূݕΛ行͍·ͨ͠ɻͦ の݁Ռ、֤ ߲に͍ͭ

ͯ֓ͶదͰ͋り、࣮ ޮੑ֬อ͞Ε͍ͯΔͱのධՁ͕

͞Ε·ͨ͠ɻ

の͢͠͞」、ʮ社外ݴ年度ͱ同༷にʮ活発な議発ࡢ

役員の支援」に͍ͭͯ高͍ධՁ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ当社͕

ҙܾࢥ定Λ行͏্Ͱ社外役員͔Βの࣭問、ҙ見重要ͱ

͜、り͓ͯ͑ߟ ΕΒの取りΈΛܧଓ͍͖ͯ͠·͢ɻ·ͨ、

ैདྷより課ͱ͞Ε͍ͯΔʮத長期ํの議」に͍ͭͯ

、2023年度、取締役会外ͰのコミュニケーシϣンΛ

ॆ࣮͠、社外取締役、社外監査役に対͠、社外役員連བྷ

会、取締役会の事લઆ໌、事業所ࢹなͲΛ௨ͯ͡、当社

の現状、課、ઓུなͲのใྔิ、理ղのਂ化Λਤり

·ͨ͠ɻͦ の݁Ռ、取締役会に͓͚Δ৹議ҙܾࢥ定にҰ

定の͕ͨͬ͋ݙߩͱのධՁΛಘ͍ͯ·͢ɻ

Ұํ、ઓུ議のҰの֦ॆ͕ඞ要ͱのҙ見͕͋り

·ͨ͠のͰ、執行サイドの権ݶ委ৡΛ進Ί、取締役会

に͓͚Δ議のߜりࠐΈΛ行͍、長期త、ઓུత議の

に取り্อなͲ、取締役会のҰの࣮ޮੑ֬ؒ࣌

ΜͰ͍·͢ɻ

Ҏ্の取りΈにより、ࠓ年度Ұの࣮ޮੑ্に

取りΜͰ͍͖·͢ɻ

取締役会実効性評価プロセス
ʪධՁํ๏ʫ ʪώΞϦϯά߲（େ߲）ʫ

ΠϯλϏϡʔɿऔక �໊͓Αͼࠪ �໊
ධՁϓϩηεɿΠϯλϏϡʔ͓Αͼಗ໊ੑΛ୲อͨ͠ώΞϦϯά݁Ռੳ

ɾऔకͷׂɾ ɾऔకձʹ͓͚Δ৹ٞ
ɾऔకձͷಜػ ɾࣾ֎һͷࢧԉ
˞ώΞϦϯάͷେ߲ͷԼʹৄࡉͳখ߲Λઃ͚ͯଟ໘తͳௐࠪΛ͍ͯͬߦ
·͢

2023年度 取締役会実効性評価結果

֬ೝ͞Εͨ՝ ରԠࡦ

ͷઓུٞͷ֦ॆػɾҬɾۀࣄ Λॆؒ࣌ɺٞͷ͠ࢪΈΛ࣮ࠐΓߜҕৡΛਐΊɺٞٞͷݶݖଆͷߦࣥ

αΫηογϣϯϓϥϯͷ࣮ޮੑ্ কདྷͷһީิऀͰ͋Δ্װڃ෦৬װ෦৬ΫϥεͱͷަྲྀͷػձΛઃఆ

һใु੍ͷݕ౼（ಛʹධՁ߲） ࣾձ՝ʹରԠͨ͠һใु੍ͷݕ౼（&ࢦ)4ඪɺαεςφϏϦςΟࢦඪͳͲ）

2022年度 取締役会実効性評価課題と2023年度の取り組み状況

2022年ͷ࣮ޮੑධՁ݁Ռ（՝） 2023年ͷऔΓΈঢ়گ

தܭظըɺকདྷ૾ͷٞͷॆ࣮
தظతͳܦӦઓུɾۀاՁ͚ʹ্ɺ2030 ըͱͦͷऔΓΈ༰ʹ͍ͭͯٞΛॆ࣮ܭۀࣄ
（2023 年ͷ֬ೝ͞Εͨ՝ɹୈ 1߲）

ࣾ֎һͷใఏڙ
ɾ୲ࣥऀߦʹΑΔۀࣄ༰આ໌Λ௨ͯ͡ΑΓਂ͍ใΛఏڙ
ɾװ෦ީิऀͱٞ͢ΔػձΛॆ࣮
ɾ৽ܕίϩφରԠͰதஅͯ͠ ͍ͨ現ֶݟͷػձΛ࠶։

ࣾ֎һؒͰͷҙަݟͷػձ Ψόφϯεͷ͞ΒͳΔ্͚ɺࣾ֎һಉ͕࢜ҙ͕ަݟͰ͖ΔΛاը

औకձͷ͞ΒͳΔଟ༷ੑ֬อ ՝ͱଊ͑ɺεΩϧϚτϦοΫεΛϕʔεͱͯ͠౼ݕଓܧ ଟ༷ੑΛҙࣝͨ͠ީิऀબఆΛܧଓ

˔औకձͷܾٞ
ଆߦࣥ）ߋมݶݖ
Ұ෦ݶݖҕৡ）
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˙�ࣾ֎औకͷظͱαϙーτ
豊な経ݧͱ高͍見ࣝΛ5ͭ࣋名のํʑに社外取締

役にな͍͍͓ͬͯͨͩͯり、主に会社経営、Ϟϊͮ͘り、

環境・エネルギー、ւ外、行政、先端IT、%9野、新ن事

業創出、人材育成、৫マネジϝントなͲの野の豊

な経ݧͱ高͍見ࣝΛ͓ͪ࣋Ͱ͢ɻ·ͨ、取締役会の͞Β

なΔ多༷ੑͱঁੑ活༂のਪ進に͚ͯ、当社ॳのঁੑ

取締役Ͱ͋Δদ本取締役にՃ͑、新ͨに҄生取締役Λ

બ任͠·ͨ͠ɻ

͜の5名に、取締役会Ͱの活発な議にՃ͑ͯ、Ϟ

ニタリングͱアドバイザリーΛ͔ͬ͠り࣮施͍ͯͨͩ͠

͍͍ͯ·͢ɻϞニタリングのサポート、当社の֤部門に

より事業༰課Λઆ໌、͞ Βに国外ࢠ会社Λ௨

͡、現現のࢹに行͍͍ͬͯͨͩͯ、͋ りの··の

経営状ଶΛご理ղ͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻͦ の্Ͱ、取締役

会のܾ議લに֤議Ҋのഎܠͱ༰Λ͔ͬ͠りͱઆ໌͠

ͯ、దਖ਼なҙܾࢥ定͕な͞ΕΔよ͏にΊ͍ͯ·͢ɻ

同࣌にアドバイザリーの機会ͱ͠·ͯ͠、監査役ؚ

Ίͨ全社外役員にご出席͍ͨͩ͘社外役員連བྷ会Λ定

期తに開͠࠵、経営事業の課に͍ͭͯアドバイスΛ

͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻՃ͑ͯサステナビリテΟ会議、カーϘ

ンニュートラル・環境委員会なͲの֤छ会議ମ出席Λ

͍͍͍ͯͨͩͯ͠·͢ɻ

˙�ࣾ֎औకɾࣾ ֎ࠪ
2024年6月14日開࠵の定࣌株主総会に͓͍ͯ、社外

取締役ͱͯ͠、দ本ਅ༝ඒࢯ、和田અࢯ、古խయࢯ、લ

田ໜथࢯ、҄ 生ສࢯۏの5名Λબ任͠·ͨ͠ɻ

·ͨ、社外監査役、Ճ古ࢯ࣊Λબ任͠、ࡏ任தの܂

ΛؚΊ·ͯ͠、合Θͤͯ3名Λબ任͠ࢯ横Ҫਖ਼、ࢯ੪ࢁ

͍ͯ·͢ɻ

独立社外取締役および独立社外監査役の選任

ɹ৬ ɹ໊ࢯ ಠཱһ બͷओͳཧ༝

ࣾ֎औక

দຊ�ਅ༝ඒ ʓ

ใಓ൪ͷΩϟελʔ͓Αͼऀڀݚͱͯ͠ ΘͬͯܞʹɾΤωϧΪʔڥձࣾ͘ Λ༗ͯ͠ݧܦ͖ͨ ͓
Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱ͖ͮجʹࣝݟ͍ߴɺࣾͷܦӦʹର͢Δಜ͓ΑͼॿݴΛͯͬߦ ͍ͨͩͨ͘Ίɻ
ͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬͨͯ͠ ͓ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһ
ఆͯ͠ࢦʹ ͍·͢ɻ

ాɹઅ ʓ

年ʹΘͨΓϞϊͮ Γ͘ۀاͷܦӦʹܞΘ͖ͬͯͨݧܦΛ༗͓ͯ͠Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱ͖ͮجʹࣝݟ͍ߴɺ
ࣾͷܦӦʹର͢Δಜ͓ΑͼॿݴΛͯͬߦ ͍ͨͩͨ͘Ίɻ
ͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬ͓ͨͯ͠ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһ
ఆͯ͠ࢦʹ ͍·͢ɻ

ɹխయݹ ʓ

ଟٞࢢݟ࣏ɺذෞٞݝɺଟࢢݟ࣏ͱͯ͠ɺ߹ܭ ظ� 3� 年ؒʹΘͨΓํ࣏ࣗࢢӡӦʹܞΘ͖ͬͯͨܦ
Λ༗ͯ͠ݧ ͓Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱ͖ͮجʹࣝݟ͍ߴɺࣾͷܦӦʹର͢Δಜ͓ΑͼॿݴΛ͍ͨͩͨͯͬ͘ߦ
Ίɻͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬ͓ͨͯ͠ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱ
һʹࢦఆͯ͠ ͍·͢ɻ

લాɹໜथ ʓ

年ʹΘͨΔւ֎ۈɾؔࡍࠃ࿈ۀͷݧܦߦிɾࡁܦքͳͲͱͷ෯͍ωοτϫʔΫΛج൫ͱͨ͠༏
Ε֮ͨײࡍࠃʹՃ͑ɺཧࣄ（һ）ͱͯ͠+&530શମͷ৫ӡӦɾϚωδϝϯτʹܞΘ͍ͬͯͨݧܦΛ༗ͯ͠
͓Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱ͖ͮجʹࣝݟ͍ߴɺࣾͷܦӦʹର͢Δಜ͓ΑͼॿݴΛ͍ͨͩͨͯͬ͘ߦΊɻͳ͓ɺ
ಠཱһͷཁ݅Λຬͨͯ͠ ͓ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһʹࢦఆ͠
͍ͯ·͢ɻ

҄ੜɹສۏ ʓ

ઌ *5ϏδωεͷۀىՈɾܦӦऀͱͯ͠ ͷݧܦʹՃ͑ɺ৽ۀࣄنͷग़ɺ%9ɺμΠόʔγςΟਪਐͳͲͷا
Θͬͯܞʹҭࡐਓ͘ԉΛ௨ͯ͡ɺࢧۀ Λ༗ͯ͠ݧܦ͖ͨ ͓Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱ͖ͮجʹࣝݟ͍ߴɺࣾͷ
ͯͬߦΛݴӦʹର͢Δಜ͓Αͼॿܦ ͍ͨͩͨ͘Ίɻͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬͨͯ͠ ͓ΓɺҰൠגओͱརӹ૬
͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһʹࢦఆͯ͠ ͍·͢ɻ

ࣾ֎ࠪ

Ճݹɹ࣊
τϤλࣗಈंࣜגձࣾʹ͓͚Δं྆։ൃ෦ɾࡐྉ։ൃ෦Λத৺ͱͨ͠ݧܦʹՃ͑ɺৗһͱͯ͠ ʹӦܦ
Λ༗ͯ͠ݧܦΘͬͨܞ ͓Γɺͦͷ๛ͳݧܦͱࣝݟ͍ߴΛࣾͷࠪʹөͯ͠ ͍ͨͩͨ͘Ίɻ

ɹ੪ࢁ܂ ʓ
ห࢜ޢͱͯ͠ ͷ๛ͳݧܦͱࣝݟ͍ߴΛࣾͷࠪʹөͯ͠ ͍ͨͩͨ͘Ίɻ
ͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬͨͯ͠ ͓ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһ
ఆͯ͠ࢦʹ ͍·͢ɻ

ԣҪɹਖ਼ ʓ
Ӧऀͱͯ͠ܦ ͷ๛ͳݧܦͱࣝݟ͍ߴΛࣾͷࠪʹө͍ͨͩͨ͘Ίɻ
ͳ͓ɺಠཱһͷཁ݅Λຬͨͯ͠ ͓ΓɺҰൠגओͱརӹ૬͕ੜͣΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ͱஅͨͨ͠Ίɺಠཱһ
ఆͯ͠ࢦʹ ͍·͢ɻ

˙�һใुͳͲʹ͍ͭͯ
取締役ใु、企業Ձの࣋ଓత্ΛਤΔインセ

ンテΟブなͲͱͯ͠దなのͰ͋Δ͖ͱのํ͑ߟに

基͖ͮ、ݻ定ใुͰ͋Δʮ月ֹใु」ͱ、業連動ใुͰ

͋Δʮ現金与」（期インセンテΟブ）͓ よͼʮ株式ใु」

（長期インセンテΟブ）Ͱ構成͍ͯ͠·͢ɻใुなͲのछ

ྨごͱのൺ、月ֹใु70�ɿ現金与20�ɿ株式ใ

ु10�ఔ度ͱなΔよ͏設定͍ͯ͠·͢ɻ

月ֹใु、職経ݧ、͓ よͼଞ社の動Λө͞

֤、定ใुͱ͍ͯ͠·͢ɻ現金与ݻͨͤ 期の連݁営

業利ӹΛϕースに、年度ܭ画ୡ成状況、ै 業員の与ਫ

४、ଞ社動、த長期業、աڈの支࣮څ͓よͼES(

経営ݙߩ度なͲ総合తにצҊܾͯ͠定͍ͯ͠·͢ɻ株

式ใु、当社の企業Ձの࣋ଓతな্ΛਤΔイン

センテΟブͱͯ͠Ґஔ͚ͮΔͱͱに、株主ͱのҰの

Ձ共༗Λ進ΊΔ͜ͱΛతに、ৡ制ݶ株式ใुΛ

ಋ入͍ͯ͠·͢ɻ

取締役の月ֹใुͱ与のใु総ֹ、年ֹ6ԯ5

ઍສԁҎ（社外取締役ΛؚΉ）、社外取締役Λআ͘

取締役のৡ制ݶ株式のใु総ֹ、年ֹ1ԯԁҎ

ͱ、2020年6月12日定࣌株主総会Ͱܾ議͞Ε͍ͯ·

͢ɻ社外取締役のใु総ֹ、2024年6月14日定࣌

株主総会に͓͍ͯ年ֹ1ԯԁҎにվ定͢Δ͜ͱ͕ܾ議

͞Ε͍ͯ·͢ɻ

な͓、社外取締役・監査役独立ͨ͠立場Ͱ経営の監

ಜ、監査Λ୲͏ͨΊݻ定の月ֹใुのΈͱ͍ͯ͠·͢ɻ

͜ΕΒのํ͑ߟに基͖ͮ、社外取締役͕աΛΊ

Δʮ役員ใु委員会」に͓͍ͯެਖ਼͔ͭಁ໌な৹査・ਃ

Λ経ͨのͪ、取締役のݸ人別のใुֹΛܾΊ͍ͯ·͢ɻ

役員ใु委員会に͓͍ͯ、社外取締役より֤役員の

環境ݙߩ度合͍のใुのөなͲ、インセンテΟブΛ͞

Βに高ΊΔͨΊのҙ見͕出͞Ε、ํ ө͞Ε·ͨ͠ɻ

˙�෦ ɾࠪࠪ ɾࠪձࠪܭ
部監査に͍ͭͯ、監査部Λ設ஔ͠、経営ඪのୡ

成ͱෆਖ਼・ޡටの༧ΛਤΔ͜ͱΛͶΒ͍に、期टに経

営ऀにঝೝ͞Εͨ部監査ܭ画に基͖ͮ、業務全ൠに

ΘͨΔ部監査Λ࣮施͍ͯ͠· （͢機能部によΔ監査

ؚΉ）ɻ

部監査の݁Ռ取締役会͓よͼ経営ऀにใ͞ࠂΕ

Δͱͱに、ඃ監査部門に対ͯ͠監査݁Ռに基ͮ͘վ

ળࠂקΛ行͍、վળܭ画・վળ݁ՌΛ֬ೝ͢Δ͜ͱによ

り、部監査の࣮ޮੑΛ高Ί͍ͯ·͢ɻ

֤監査役、監査役会͕定Ίͨ監査ํ、ܭ画にै

͍、当社͓よͼࢠ会社に対͠、ௐ査Λ࣮施͠、·ͨ、取締

役会、重要事߲ܾ定会議、本部長会議、経営会議なͲの

重要な会議ମ・֤ छ委員会に出席͢Δ΄͔、取締役なͲ

͔Β事業のใࠂのௌ取、ܾ ॻྨなͲ重要なॻྨのӾࡋ

ཡ、事業所ࢠ会社のԟ査なͲ、ద法ੑの֬อ、దਖ਼ੑ

の֬อ、ࡒ産・権利のอ全、ଛࣦのະવࢭの؍より、

取締役の職務の執行Λ監査͍ͯ͠·͢ɻな͓、監査役監

査Λิॿ͢Δ専属の部ॺΛ設ஔ͍ͯ͠·͢ɻ

当社の2023年度会ܭ監査業務Λ執行ͨ͠ެೝ会

	Ͱ͋り、1XCࢯऋޫݪよͼ͓ࢯࢠ૱士、த୩ܭ

JaQan༗ݶ任監査法人に所属͍ͯ͠·͢ɻ

監査役、部監査部門͓よͼ会ܭ監査人、ͦ ΕͧΕ

の監査のମ制、監査ํ、監査ܭ画、࣮ 施状況、監査݁

ՌなͲに͍ͭͯ、定ྫతに会合Λͭ࣋ͱͱに、ඞ要に

Ԡ͡ਵ࣌連བྷΛ行͍、ҙ見ަͱใの共༗化Λਤり、

連携ͯ͠ޮత͔ͭޮՌతな監査Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ

～2020年6月
固
定
報
酬

業
績
連
動
報
酬

短
期

長
期

ֹ݄ใु
月額 6,000万円以内

（　　　　   ）年額換算
7億2,000万円以内

80%

2020年7月～

ֹ݄ใु 70%

༩ۚݱ 20%

ৡ੍ݶ
ใुࣜג

10%

༩ۚݱ
［株主総会で金額決定］

20%

役員区分ごとの報酬などの総額、
報酬などの種類別の総額および対象となる役員の員数

һ۠
ใुͳͲ
ͷ૯ֹ
（ඦສԁ）

ใुͳͲͷछྨผͷ૯ֹ（ඦສԁ）ରͱͳΔ
һͷһ
（ਓ）

ఆใुݻ ࿈ಈใुۀ ඇۚમใु

月ֹใु 現ۚ༩ ใुࣜג

औక
（ࣾ֎औకΛআ͘）

32� 1�� 10� 23 �

ࠪ
（ࣾ֎ࠪΛআ͘）

�� �� ʔ ʔ 2

ࣾ֎һ �� �� ʔ ʔ �

˞与に͍ͭͯ、2022年度に͓͚ΔҾ当金܁入ֹͰ͢ɻ

取締役報酬制度
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લాʛࢲ+&530Ͱଟ͘ͷۀاͷւ֎ϏδωεʹؔΘ

Γɺ現ۀاͱͷ໘ஊੜ࢈現ͷࢹΛ͖ͯͬߦ·͠

ͨɻͦ ͷݧܦΛ;·͑ͯɺࣾΛධՁ͢Δͱɺ3ͭͷڧΈ

ɻ͢·͍ͯ͡ײΔͱཱ͍ͯͬࡍ͕

ɹҰͭʮ現ྗʯͰ͢ɻٕज़ηϯλʔΛ๚ΕΔ

ͱɺै վۀһ͕日ʑϞϊͮ͘Γʹਅ伨ʹऔΓΈɺۀ

ળʹྗ͍ͯ͠Δ࢟Λʹ͠·͢ɻ͜ ͿΓ͕ɺࣄͨ͠͏

҆શͳ৬Λͭ Γ͘ߴɺ ࣭͔ͭίετ໘ڝ૪ྗʹ

लͰͨΛੜΈग़͍ͯ͠Δ͜ͱʹ৺ΛଧͨΕ·͢ɻ

ɹೋͭʮ৫ͷҰମײʯɻࣾͰʮ0/&�5&".�

0/&�5(�ʯͱ͍͏εϩʔΨϯ͕৫શମʹਁಁ͓ͯ͠

Γɺ෩௨͠ͷྑ͞Λ͡ײ·͢ɻେۀاʹ͋Γ͕ͪͳۀࣄ

͝ͱʹஅԽ͞Εͨ৫ʹͳ͍ͬͯͳ͍ͷɺͻ

ͱ͑ʹܦӦ͕ৗʹҰମԽஂ݁ྗΛҙࣝͯ͠৫ͮ

Γ͘Λ͍ͯͬߦΔ݁ՌͰ͠ΐ͏ɻ

ɹͦͯͭ͠ࡾ ʮ͕ڥͷྀʯͰ͢ɻࣾ201�年

ͷύϦڠఆక݁ͷཌ年ʹɺ20�0年ͷΧʔϘϯχϡʔτ

ϥϧΛએ͠ݴɺࡢ年ʹείʔϓ ɾ̍̎ ͷΧʔϘϯχϡʔ

τϥϧୡΛ2030年ʹલ͢͠ΔඪΛ͍ͯ͛ܝ·

大変革のタイミングで必要になるのは
「挑戦への姿勢」を前面に出した取り組み

͢ɻੜٕ࢈ज़ͷֵ৽ɺܧଓతͳ日ৗվળʹΑΔলΤωɺ

ిྗͷ࠶ੜՄΤωϧΪʔͷసΛ௨ͯ͡ɺຊؾͰ

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧ࣮現Λ͢ࢦऔΓΈɺࣾ ձ

తʹ͘ߴධՁ͞ΕΔ͖ͷͩͱ͍ࢥ·͢ɻ͜ ΕΒΛɺ

ͬͱؒੈ͘ʹΞϐʔϧ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Εɺۀاͱ

ͯ͠ͷ৴པੑϒϥϯυՁΛ֨ஈʹ্ͤ͞ΒΕΔ

ͣͳͷͰɺޙࠓϝσΟΞઓུͷ໘ʹظ͍ͨ͠Ͱ

͢ɻ

ాʛΞϐʔϧ্͕खʹͰ͖͍ͯͳ͍ͱ͍͏ͷɺࣾ

ͷैۀһͷʮਅ໘͞ʯʮૉ͞ʯɺͦ ͯ͠日ຊΛද͢

Δάϧʔϓʹଐͯͦ͠ͷத৺Ͱ׆ಈ͍ͯ͠Δͱ͍ ʮ͏ࣗ

ෛʯʮ҆৺ײʯ͕ ཁҼ͔͠Ε·ͤΜɻ͜ Εඇৗʹྑ

͍͜ͱͰ͋ΔͷͰ͕͢ɺมԽʹରͯ͠৻ॏ͗͢Δͱ͍

͏͜ͱͷཪฦ͠Ͱ͋Γ·͢ɻ現ɺมԽʹରͯ͠ढ़හ

ਓతʹʮݸͰ͢ͷͰɺ࣌ΊΒΕΔ76$"ͷٻ͕͞

ઓͷ࢟ʯΛ͏গ͠લ໘ʹग़͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Δͱ

ɻ͢·͍ͯ͡ײ

ɹۙ年ɺ͋ ΒΏΔͱ͜ΖͰɺ͞ ·͟·ͳߏมԽ͕͜ى

Γɺࣗ ಈंۀքେมֵͷਅͬதʹ͋Γ·͢ɻதࢢࠃ

Ͱ૬ۤ࿑͢ΔͰ͠ΐ͏͠ɺ"4&"/Ͱதܥࢿͷ

༂ਐʹΑΓࢢΛୣΘΕͯ͠·͏ϦεΫ͕͍ͭͯ·ΘΓ

·͢ɻͦ ͷதͰڝ૪ʹউͭͨΊʹɺΓढ़හʹಈ͚

ΔۀاͰͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻมֵظΛͲ͏Γӽ͑Δ

͔ɺͦ ͷதͰۀاՁΛͲ͏ߴΊΔ͔ɺ՝ʹཱ͔ͪ

͍ޭΛ௫ΉͨΊʹɺͬͱઓతͳऔΓΈΛ૿͠

ͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

લాʛ現ঢ়ʹ҆৺͗͢͠ΔͱࢢͷมԽʹऔΓ͞ΕΔ

ϦεΫ͕͋Γ·͢ɻ׆ۀاಈɺྑ ͍ਓ͔ΓͰ্ख͍͘

͘ͷͰ͋Γ·ͤΜɻΞχϚϧεϐϦοπ͕ͳ͍ͱڝ૪

ʹউͯ·ͤΜ͔Βɺݸਓతʹɺ͏গ͠ઑͬͨਓ͕

͍ͯྑ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ాʛΨόφϯεମ੍ʹΛ͚Δͱɺ͜ ͷ1年ؒͰɺऔ

కձͷߏ͕มΘΓɺࣾ ֎औకͷ૿һঁੑһ

ͷొ༻ͳͲɺଟ༷ͳࢹΛऔΓೖΕΔվֵ͕ਐΜͰ͓

Γɺऔకձͷ࣮ޮੑ͚ͨʹ্վֵ͕Ճͨ͠ҹ

͕͋Γ·͢ɻձٞͷ༰ใࠂͰͳ͘ઓུతͳͷ

ʹγϑτ͖ͯ͠·ͨ͠͠ɺࢀՃऀ ʮ͕ٞΛ͍ͨ͠ʯͱ͍

Ͱ͢ɻ͍͜ྑʹΛ͍ࣔͯ͠Δͷඇৗ࢟͏ Εܦ

Ӧ͕ɺʮΨόφϯεΛؚΊͯม͍͔͑ͯͳ͖Ό͍͚ͳ

͍ʯͱ͍͏ҙࣝΛ͓͔ͩͪ࣋Βͦ͜ͷมԽͰ͠ΐ͏ɻ

લాʛऔకձͷߏ͕ɺࣾ ֎֤�໊ͱͳΓɺࣾ ֎औ

కͷҙ͕ݟɺ͠ ͔ͬΓͱϚωδϝϯτʹөͰ͖Δମ

੍͕ͬͨ͜ͱʹɺܦӦ͔ΒͷϝοηʔδΛ͡ײ·

͢ɻͨ ͩɺ現ঢ়ͷऔకձͷٞ· ʮͩฏ࣌ͷٞʯ

ʹͱͲ·͓ͬͯΓɺॏେͳܾஅΛٻΊΒΕΔࡍͷରԠྗ

ʹ͍ͭͯະͰ͢ɻ࣌ٸۓͷରԠΛఆͨ͠γϛϡ

ϨʔγϣϯͱٞͷਂԽඞཁͱ͑ߟ·͢ɻ

ాʛٞΛ͞ΒʹਂԽ͍ͤͯ͞ ͖ͩ͘ͱ͍͏ҙݟ

ಉײͰ͢ɻݶΒΕͨؒ࣌ͷதͰͷٞͰ͢ͷͰɺ༰Λ

ΑΓઓུతͳͷʹ͢Δɺؒ࣌ཧΛపఈ͢Δͱ͍ͬͨ

ϒϥογϡΞοϓඞཁͰ͠ΐ͏ɻྫ ͑ɺࠓ年͔Βऔక

ձʹॻ໘ใࠂͷ͘͠Έ͕ಋೖ͞Ε·͕ͨ͠ɺ͜ Ε࣌

ؒཧͷͰඇৗʹ༗ޮͳऔΓΈͰ͢ɻ

લాʛܹม͢ΔࣗಈंۀքΛΓӽ͑ΔͨΊʹɺ͜ Ε

·ͰͷϚΠϯυηοτΛม͑Δඞཁ͕͋ΓɺܦӦװ෦

৽ͨͳΞϓϩʔννϟϨϯδ͕ඞཁͰ͕͢ɺ͜ Ε

؆୯ͳ͜ͱͰ͋Γ·ͤΜɻࣾͪͨࢲ֎औకͷׂ

ɺվֵΛ͞Βʹਪਐͤ͞ΔͨΊʹɺܦӦਞͱੵۃతʹ

ର͠ɺఏݴΛ͜͏ߦͱͰ͢ɻΨόφϯεମ੍ͷվֵʹ

औΓΉதͰɺܦӦͷଟ༷ੑΛ͞Βʹ͛ɺऔకձ

ͰͷٞΛΑΓ۩ମతͰઓུతͳͷʹ͍͖͍ͯͨ͠ͱ

ɻ͢·͍ͯͬࢥ

ాʛࣾͷۀاՁΛߴΊΔͨΊʹɺࣗ ࣾͷಠࣗͷ

Ή͜ͱॏཁͰ͢ɻྫʹۀࣄͰ৽ࢹ ͑ɺʮٕज़ɾ

։ൃΛ͜͏ߦͱʹΑͬͯɺ͜ ͷΑ͏ʹࣾձʹؐ͞ݩΕɺ

ಉ࣌ʹ৽͍͠ࢢ͕։Ͱ͖Δɻͩ ͔Βैདྷͷํ͑ߟ

ʹͱΒΘΕͳ͍ٕज़ɾ։ൃͰۀاՁΛ্͍͛ͯ

͜͏ʯͱ͍͏Α͏ͳɺੵ ɺͦޙࠓͳνϟϨϯδɻՌۃ ͏

ガバナンスの変革推進からは
「変えなければならない」という意思が伝わる

自動車市場の大きな変革の中で当社の存在感を示し、
ステークホルダーの期待を超える企業価値を創出していく

チャレンジングな取り組みを期待しています。

ࣾ֎औక役ରஊ

社外取締役

和田 節
社外取締役

前田 茂樹

2023年6月に社外取締役にब任͞Εͨ和田અࢯͱ、2024年6月にब任͞Εͨલ田ໜथࢯに、

現ࡏ進行ܗのコーポレートガバナンス変ֵ2030事業ܭ画のධՁ͓よͼ課に͍ͭͯ、سጨな͖͍ͩͨͯͬ͘ޠ·ͨ͠ɻ

社外取締役

和田 節
社外取締役

前田 茂樹
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͍͏ಠࣗੑͷ͍ߴνϟϨϯδΛগͣͭ͠૿͍͚ͯ͠Ε

ɺࣾʹͱͬͯɺඇৗʹྑ͍ྲྀΕʹͳΔͷͰͳ͍͔

ͱ͍ࢥ·͢ɻ

લాʛʮ2030ܭۀࣄըʯͰɺച্ऩӹ1ஹ2000ԯԁɺ

Ӧۀརӹ1000ԯԁͷܦӦඪΛ͛ܝɺถɺΠϯυɺ

தࠃΛॏҬͱ͍ͯ͠·͕͢ɺ͜ ͷܭըʹ現Χʔ

ϝʔΧʔͷ֦ൢͱɺ৽࣌ͷରԠͱ͍͏ϝοηʔδ

ΊΒΕ͍ͯΔͱղऍ͍ͯ͠·͢ɻͦࠐ͕ Ε͕ۀاͷํ

ੑΛม͑ΔɺνϟϨϯδ͢ΔҙࢥදࣔͰ͋Δ�ɺඇৗʹ

ҙٛਂ͍ͷͩͱ͍ࢥ·͢ɻ

ాʛ͕ࣾ*3Λ௨ͯ͡ܭըͷํੑΛࣔ͘͞ڧΕͯ

͍ΔͷͰɺٻʹͪͨࢲΊΒΕ͍ͯΔͷɺͦ ͷഎதΛԡ

͢͜ͱͰ͠ΐ͏ɻച্ऩӹΛ1ஹԁ͔Β1ஹ2000ԯԁʹ

Ҿ্͖͛ΔͨΊʹɺτϤλάϧʔϓͷҐΛཱ֬͠

ͳ͕ΒɺτϤλҎ֎͔Βͷച্Λ֦େ͢Δඞཁ͕͋Γ·

͢ɻͦ ͷͨΊʹɺै དྷͷΓํʹͣͤࣥݻɺ։ൃ

ϚʔέςΟϯάɺൢ ചํ๏Λʮෛܕʯ͔ ΒʮఏҊܕʯʹ γ

ϑτ͠ɺ෦৫ͦͷมֵʹରԠ͍ͯ͘͠ํΛ໌֬

ʹ͢Δඞཁ͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ

ɹ·ͨɺ現ঢ়ͷܦӦઓུʮۀࣄʯʮҬʯɺͦ ΕΒΛ౷

ׅ͢Δʮຊࣾػʯͷ3ͭͷ࣠Ͱӡ༻͞Ε͍ͯΔҹ͕

ɺΨόφϯε͕ಧ͖ʹ͍͘ɺϦιʔεෆ͕ੜ͡Δͱ͘ڧ

͍ͬͨ՝͕͋ΔΑ͏ʹݟड͚ΒΕ·͢ɻ͜ ΕΒΛࠀ

͠ɺਅͷΛ͛ΔͨΊʹɺۀࣄઓུ෦͕͔ͬ͠

ΓͱํΛ͑ߟɺࢧԉ͍ͯ͠ ͖͘Ͱ͢ɻ

લాʛʮ2030ܭۀࣄըʯʹ ɺݸผͷࢢʹ͍ͭͯ͞·

͟·ͳํඪ͕Γࠐ·Ε͍ͯ·͕͢ɺΓॏཁ

ͱͳΔͷɺ࠷େڃͷࢢͰ͋Γ̗̫͕̚ઌ͍ͯ͠ߦΔ

தࢢࠃΛͲ͏͍ͯ͘͠ͷ͔ͱ͍͏͜ͱͰ͠ΐ͏ɻ現ঢ়

現ͰͷӦۀڀݚ։ൃͷମ੍උ͕՝ͱͳ͓ͬͯ

Γɺ͜ ͷ··Ͱ͍͠ݫͱݴΘ͟ΔΛಘͳ͍ঢ়گͰ͢ͷ

Ͱɺ͜ ΕΒͷ՝Λ͍͔ʹͯ͠ࠀ͍ͯ͘͠ͷ͔ͷํࡦ

Λૣٸʹଧͪग़͖ͩ͢ͱ͑ݴ·͢ɻ

ɹҰํͰɺ現在ɺऩӹ͕ௐͳΠϯυࢢʹେ͖ͳظ

Λ͍ͯͤد·͢ɻਓߏޱधͷಈΛ;·͑Δͱ

Πϯυࢢ࣮֬ʹ͕ଓ͍͓ͯΓɺ�֦͕ࢿେͯ͠

͍ΔࢢͰ͢ɻࢲʮͦ͜ࠓΠϯυʹࢿΛڧԽ͢

͖ʯͱ͍ͯ͑ߟ·͢ͷͰɺ͔ ͭͯδΣτϩͰΠϯυҬΛ

୲ͨ͠ݧܦΛ࠷େ͔͠׆ʹݶɺޙࠓੵۃతʹҙ͠ݟ

͍͖͍ͯͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ɹ·ͨɺࣾʹͱͬͯओཁͳऩӹݯͷҰͭͰɺ2030ۀࣄ

൫جࢢըʹ͓͚ΔॏҬͷҰͭͰ͋Δถɺܭ

Λҡ࣋͠ͳ͕Βɺଘ在ײΛߴΊ͍ͯ͘͜ͱ͕ٻΊΒΕ·

͢ɻτϤλστϩΠτ̏ͳͲͷΧʔϝʔΧʔͱͷൣͳ

Ϗδωεల։͕ߦΘΕ͍ͯΔ現ঢ়Λ౿ऻͭͭ͠ɺถ

Δ͢ٻԽ͠ɺϓϩηεΛڧʹͰͷઓུΛ͞Βࢢ

ඞཁ͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ

ɹதࠃɺΠϯυɺถͷ֤ࢢʹͦΕͧΕҟͳΔ՝

͕͋Γ·͕͢ɺ͍ ͣΕ͕ࣾΛ͛ΔͨΊͷॏཁ

ͳҬͰ͢ɻ͜ ΕΒͷࢢͰͷऔΓΈΛڧԽ͢Δ͜ͱ

͕ɺ2030ܭۀࣄըୡͷ伴ʹͳΔͣͰ͢ɻࣾͪͨࢲ

֎औకੵۃతʹؔ༩͠ɺ۩ମతͳఏݴΛ͔͍ͯͬߦ

ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ

ాʛࣾͷάϩʔόϧల։ʹ͓͚Δւ֎ࢠձࣾؔ

࿈ձࣾͷཧɺ͍ ΘΏΔάϧʔϓΨόφϯεͷڧԽɺ

現在ਐߦதͷ՝ͩͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻࣾͰࣾ֎һ

͕૿һ͞Εɺ౷੍ػߏங͞Ε͍ͯΔͷͰɺ͍ ΘΏΔ

「2030事業計画」達成に向けた課題は
事業と地域の間でバランスと責任の共有

ೝূෆਖ਼ͷΑ͏ͳෆࣄ͜ىΓʹ͍͘ڥʹ͋Δͱݟ

͍ͯ·͕͢ɺ͜ Εʹ༉அͤͣɺҾ͖ଓ͖ΨόφϯεͷڧԽ

ʹऔΓΉඞཁ͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ

ɹ現在ɺࣾͰʮۀࣄʯͱʮҬʯͱ͍͏࣠Ͱཧ͞Εͯ

͍·͕͢ɺಛʹւ֎ͰʮҬʯͷྗ͕͍ͨڧΊɺάϩʔ

όϧͳࢹͰͷΨόφϯεମ੍Λ౷Ұ͢Δͷ͕͍͠

໘͋Γ·͢ɻࣈͷ͕ٻ༏ઌ͞Ε͕ͪͰ͕͢ɺͦ Ε

ҎલʹΨόφϯεΛॏ͢ࢹΔ࢟ॏཁͰ͠ΐ͏ɻޙࠓ

͜Ε·ͰҎ্ʹɺࣾ һڭҭΛܧଓతʹ͍ߦɺװ෦ͷਓ

ͨͪৗʹΨόφϯεͷҙࣝΛͪ࣋ଓ͚Δ͜ͱ͕ٻΊΒ

Ε·͢ɻ

ɹ֤Ҭͷऀ͕現ͷಛੑΛ࠷Α͘ཧղ͍ͯ͠

Δͱ͍͏ͷવͰɺͦ ͷελϯεͰͷӡӦʹ

͋Γ·ͤΜɻͨ ͩ͠ɺҬͷऀʹԕྀ͗ͨ͢͠Γɺ

͖ͤΓʹͳͬͨΓ͠ͳ͍Α͏ʹɺۀࣄͱҬͷؒͰόϥ

ϯεΛอͪɺΛڞ༗ͯ͠ӡӦ͍ͯ͘͜͠ͱ͕ॏཁͱ

ɻ͢·͑ݴ

ాʛۙ年ɺෆਖ਼ࢭίϯϓϥΠΞϯεͷపఈͷॏཁ

ੑ͕Ұஈͱ૿͖͓ͯ͠Γɺಛʹཧ৬ܦӦ͕ίϯϓ

ϥΠΞϯεΛத৺ʹਾ͑Δ͕࢟ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻͦ

ͷதʹ͋ͬͯɺࣾͪͨࢲ֎औకͷׂۃΊͯେ͖

͍ͱೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻࣾͷ෦ɺ現ɺ͞ Βʹ֎෦ͷ

తʹ͠ɺ現ͷ࣮ଶΛࣗͷͰ֬ೝۃͱੵऀؔ

͢Δ͜ͱɺඇৗʹॏཁͰ͢ɻࣾ ֎औకͱͯ͠ɺ現

ͷঢ়گΛ͔ͬ͠ΓͱѲ͠ɺͦ Ε͕औకձͰͷൃݴ

அʹͲ͏݁ͼ͔ͭ͘ΛۃݟΊɺಠཱཱ͔ͨ͠Β͠ݫ

͍ಜదͳఏݴΛ͑ߦΔΑ͏ɺྗ͍͖͍ͯͨ͠ͱ

ɻ͢·͍ࢥ

લాʛࣾͪͨࢲ֎औకʹɺۀاͷϦεΫཧମ੍Λ

ΊΒΕٻͷʯͱͯ͠ͷׂ͕ऀࡾԽ͢ΔͨΊͷʮୈڧ

͍ͯ·͢ɻෆਖ਼ͷݪҼΛಥ͖٧ΊΔͱɺଟ͘ͷ

߹ɺใ͕ܦӦʹਖ਼͘͠Θ͍ͬͯͳ͍͜ͱ͕ݪҼͱ

ͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜ ΕΛ͙ͨΊʹɺίϯϓϥΠΞϯεڭ

ҭ͕͔ܽͤ·ͤΜ͠ɺ現ͷΛฉ͍ͯϦεΫͷஹ

ީΛૣ͠ݟൃʹظɺܦӦਞʹదͳରԠΛଅ͢͜ͱॏ

ཁͰ͢ɻ͞ Βʹɺࣾ һશһ͕ྙཧΨόφϯεʹ͍ͭͯਂ

͘ཧղ͢ΔͨΊʹɺఆظతͳڭҭ͕ඞཁͰ͋Γɺͦ ͷ

༰࣮ࡍͷۀʹ݁ͨ͠ͷʹ͢Δඞཁ͕͋Γ·

͢ɻ

ɹࣾͪͨࢲ֎औకͷ໋ɺ๛ా߹ͷۀاՁ

্Λతͱͨ͠ϞχλϦϯάΛ͜͏ߦͱͩͱೝ͍ࣝͯ͠

·͢ɻࣾͷʹɺσʔλʹܦ͍ͨͮجӦվֵ͕ෆ

ՄܽͰ͋Γɺ͜ ͷͰͷޭʹ͚ͯઓུతΞυόΠ

εΛ͍͖ͯ͠·͢ɻ·ͨɺࣾ һͷΣϧϏʔΠϯάΛॏࢹ

͠ɺΓ͕͍ͷ͋ΔڥͷඋʹՃ͑ɺऔҾઌҬࣾ

ձͷݙߩΛ௨ͯ͡ɺڞ௨Ձͷ（$47）Λ͠ࢦ

ͰϞχλϦϯάࢹಈͭͳ͕ΔΑ͏ʹɺಠཱͨ͠׆ͨ

Λ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ాʛۀاՁ্ͷͨΊʹਝͳҙܾࢥఆͱॊೈͳ

ରԠΛࢧԉ͢ΔׂΛՌͨ͢͜ͱɺզʑͷͰ͢ɻ

ಛʹ%9ਪਐʹ·ͭΘΔͷɺ͜ Ε͔Βͷۀاͷڝ૪

ྗΛߴΊΔͨΊʹෆՄܽͱ͑ݴΔͰ͠ΐ͏ɻࢲɺ年

ใγεςϜ෦ͰΩϟϦΞΛੵΜͩޙɺγεςϜ։

ൃʹؔΘ͖ͬͯ·ͨ͠ͷͰɺͦ ͷݧܦΛ͔ͯ͠׆ɺσʔ

λΛجʹͨ͠ޮతͳҙܾࢥఆͱɺ۩ମతͳΞΫγϣϯ

ʹͭͳ͕ΔΑ͏ʹॿ͍ͯ͘͠ݴॴଘͰ͢ɻ

�企業価値向上に向けて社外取締役の
��責務は迅速な意思決定と
��柔軟な対応を支援すること

ࣾ֎औక役ରஊ
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ํ͑ߟຊతͳج�˙
経営理೦Ͱʮͪͨࢲ、法ྩの९क企業ྙ理のపఈ

に͚ͨମ制Λ構ங͠、࣮な事業活動Λ行͍·͢」ͱ
એ͠ݴ、高͍ྙ理؍Λͬͯదਖ਼な事業活動Λ行͏ͱͱ
に、コンプライアンスのపఈにΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨ、豊
田合成グループ共௨のՁ؍ͱ行動ൣنͱ͠ ʮͯ豊田合

成グループ行動ݑষ」Λ制定͠、͜ ΕΛͱに、国外の
グループ֤社͕ͦΕͧΕの行動ࢦΛ۩ମ化͠、࣮ ફ͠
͍ͯ·͢ɻ当社に͓͍ͯ、ʮ豊田合成行動ྙ理ガイド」
Λै業員Ұ人ͻͱり͕९क͖͢行動ࢦͱͯ͠定Ί、
全ै業員にपపఈ͍ͯ͠·͢ɻ

˙�ίϯϓϥΠΞϯεਪਐମ੍
当社Ͱ、社長Λ委員長ͱ͠、全役員Λϝンバーͱ͢Δ

ʮ部統制委員会」Λ設ஔ͠、企業ྙ理・法ྩなͲの९
क状況のใࠂ・৹議なͲΛ行͍ͬͯ·͢ɻ委員会Ͱのใ
৹議事߲、ʮ全社コンプライアンスਪ進会議」Ͱ֤・ࠂ

部門にͯબ任͞Εͨコンプライアンスਪ進ऀに共༗͞
Ε、֤ 職場Ͱの活動にө͞ΕΔΈͱな͓ͬͯり、
経営ͱ現場͕Ұମͱなͬͯコンプライアンスのపఈに取
りΜͰ͍·͢ɻ

コンプライアンスの
確保へ

経営理念

「豊田合成グループ
行動憲章」

「豊田合成行動倫理ガイド」

企業活動

コンプライアンス体制
づくり支援

コンプライアンス体制
づくり支援 海外

グループ
会社

国内
グループ
会社

全役員で構成
内部統制委員会

各種教育・啓発活動

各部コンプライアンス推進者からなる
全社コンプライアンス

推進会議

コンプライアンス
相談窓口

（社内・社外）

豊田合成のコンプライアンス推進体制 コンプライアンス活動のPDCA
・各職場での
コンプライアンス活動
・階層別／リスク別研修
・全社向け啓発活動
（情報発信）

・コンプライアンス定着度
アンケート
・自主点検
（国内外グループ会社）
・内部監査

CheckAction

DoPlan

コンプライアンスの
確保へ

・内部統制委員会
・全社コンプライアンス
推進会議
・活動計画
（部門長方針など）

・各職場での改善活動
・改善サポート
・個別モニタリング

ίϯϓϥΠΞϯε

֤छڭҭɾ׆ൃܒಈ
当社Ͱ、ै 業員Ұ人ͻͱりのコンプライアンスҙࣝ
の্ͱ定ணΛతに、͞ ·͟·な教育・ܒ発活動Λ࣮
施͍ͯ͠·͢ɻ教育、֊別ͱ業務にԠͨ͡リスク別Ͱ
࣮施͓ͯ͠り、֊別研मͰ、新任役員、新任管理職、
தݎ社員、新入社員なͲΛ対ͱ͠、֤ અに͓͍ͯ、コ
ンプライアンスのपపఈΛ行͏機会ͱ͍ͯ͠·͢ɻリス
ク別研मͰ、ւ外ෝ任લのෝ任ऀ͚研म、営業ͦの

ଞ事業部門Λ対ͱͨ͠独ې法研म、スポーπクラブ
͚研मなͲ、特定のリスクにԠͨ͡研मΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
研म、多͘の対ऀ͕参ՃͰ͖Δよ͏ੵۃతにΦンラ
イン研मΛಋ入͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、社ใͰ定期తに発
行͞ΕΔʮコンプライアンスक़」ଞ社の事ྫΛ材に͠
ʮͨコンプライアンス௨৴」なͲのܒ発πールΛ࡞成ͯ͠
͍·͢ɻ

˙�ίϯϓϥΠΞϯεͷ۩ମతͳऔΓΈ

ྨ ൃܒ�म໊ݚ ରऀ ओͳ༰ ස

मݚ

֊ผ

һݚ͚मɾษڧձ ࣾһ ձࣾ๏ɺળҙٛͳͲ ਵ࣌

৽ཧ৬ݚम ৽ཧ৬ ίϯϓϥΠΞϯεɺཧ৬ͱͯ͠ ͷ৺͑ߏɺಠې๏ɺଃऩΛؚΉഊࢭશൠ 1ճ�年

๏ɾίϯϓϥΠΞϯεݚम Ұൠ৬（தݎ） ίϯϓϥΠΞϯεɺܖɺࣾ نఆɺ֤ छ๏（ಠې๏ɺଃऩΛؚΉഊࢭશൠ） 1ճ�年

ೖࣾ�年ݚ࣍म Ұൠ৬（ٕ৬） 現ʹ͓͚ΔίϯϓϥΠΞϯε 1ճ�年

৽ೖࣾһݚम ৽ೖࣾһ ίϯϓϥΠΞϯεɺ֤ छ๏ ೖࣾ࣌

ϦεΫผ

ւ֎ෝલݚम ཧ৬ɾҰൠ৬ ւ֎ʹ͓͚ΔίϯϓϥΠΞϯεཹҙ（ಠې๏ɺଃऩΛؚΉഊࢭશൠ） ਵ࣌

ಠࢭې๏ݚम ཧ৬ɾҰൠ৬（Ӧۀ） ๏ɺࣾ نఆ 1ճ�年

๏ݚम ཧ৬ɾҰൠ৬（ٕज़） ๏ɺࣾ نఆ 1ճ�年

εϙʔπΫϥϒݚ͚म ཧ৬ɾҰൠ৬（બखɾελοϑ）ίϯϓϥΠΞϯεશൠ 1ճ�年

ൃܒ

ίϯϓϥΠΞϯεक़（ࣾใ） શैۀһ Πϝʔδ͍͢͠ອըͰͷྫࣄͷհ �ճ�年

ίϯϓϥΠΞϯε௨৴ શैۀһ ଞࣾྫࣄΛ༻͍ͯ๏ྩཧղ �ճ�年

ίϯϓϥΠΞϯε,:ूྫࣄ શैۀһ ࣾͰى Γ͜͏Δྫࣄͱղઆ（100） ʵ

豊田合成の研修・啓発一覧

˙�ίϯϓϥΠΞϯεҙࣝௐ ɾࠪࣗ ओݕ
コンプライアンスҙࣝのਁಁ度ෆ۩合のஹީ͕な
͍͔ΛѲ͢ΔͨΊ、ຖ年、全ै業員に対͠ ʮͯコンプラ
イアンス定ண度アンケートௐ査」Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻア
ンケート݁Ռʮ部統制委員会」にใ͞ࠂΕ、全社Ͱ
施࣮͕ࡦ施͞ΕΔͱͱに、֤ 職場に͓͍ͯアンケー
トの部門別フΟードバックレポートΛ参ߟに͠な͕Β、
コンプライアンスਪ進ऀΛத৺にվળ活動に取りΜ
Ͱ͍·͢ɻҰํ、国外のグループ会社に͓͍ͯ、ຖ
年、コンプライアンスのਪ進ମ制のඋの΄͔、独ې
૪法なͲの重要法ྩの९क状況͓よͼଃऩڝ・法ࢭ
ΛؚΊͨഊ行ҝ͕な͍͔、͞ Βに、部統制・人事・経
理・ௐୡ・࣭なͲの主要機能のリスクに関͢Δ自主

ՌΛ;·͑ͯ、当社の֤機݁ݕΛ࣮施͍ͯ͠·͢ɻݕ
能部門͔Β֤社にルールのඋ教育の࣮施なͲΛガ
イド͠、豊田合成グループ全ମͰのコンプライアンスప
ఈΛ1%C"Λճͯ͠取りΜͰ͍·͢ɻ

2023年度 コンプライアンス定着度アンケートより

๛ా߹ߦಈྙཧΨΠυͷ
༰Λ͍͍͍ͩͨͬͯΔ

৬ͰίϯϓϥΠΞϯεͷ
ਪਐɾप׆ಈ͕ߦΘΕ͍ͯΔ

���
͍ͬͯΔ

���
ΘΕ͍ͯΔߦ

˙�෦௨ใ੍ʹΑΔͷૣݟൃظɾੋ ਖ਼
当社Ͱ、業務্のコンプライアンス問、社ルー

ルҧ、法ྩҧに͍ͭͯ、問のૣ期発見ͱੋਖ਼Λ
తに、ʮコンプライアンス相談૭ޱ」Λ社ͱ社外に設
ஔ͍ͯ͠·͢ɻ社外૭ޱに͍ͭͯ、社外弁護士͕୲当
͓ͯ͠り、客؍తな立場͔Β問の対Ԡに͍͋ͨͬͯ·
͢ɻ本制度、当社の全ै業員、ͦ の同ډの家なͲ͕
相談Ͱ͖、対Ԡに͓͍ͯ、相談ऀ͕௨ใͨ͜͠ͱͰෆ
利ӹな取りѻ͍Λड͚Δ͜ͱ͕な͍よ͏、プライバシー

อ護なͲΛపఈ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、国のグループ会社に
֤社の社相談૭ޱにՃ͑、当社ͱ共௨の社外コンプ
ライアンス相談૭ޱΛ設ஔ͍ͯ͠·͢ɻւ外のグループ
会社に͓͍ͯ、社外·ͨ社に相談૭ޱΛ設ஔͯ͠
͍·͢ɻ2023年度、૭ޱのपͱ৴པの構ஙの݁Ռ、
当社͓よͼ国関会社͔Β主に࿑務管理、職場トラブ
ル、ϋラスϝントなͲ84݅の௨ใ、相談͕ͤدΒΕ、ਝ
なௐ査、దなੋਖ਼ાஔΛ行͍、ղܾΛਤり·ͨ͠ɻ

˙�ಠࢭې๏ɾڝ૪๏ҧࢭͷऔΓΈ
当社グループ、グループ行動ݑষに ʮͯެਖ਼͔ͭ自
༝なڝ૪（独ࢭې法・ڝ૪法の९क）」Λ৺ֻ͚ͨ事業
活動Λ行͏͜ͱΛએ͍ͯ͠ݴ·͢ɻ当社Ͱ、ै 業員͕
取Δ͖行動ࢦΛ、ʮ独ࢭې法९कのͨΊの行動ن
ఔ」ͱͯ͠۩ମ化͠、ै 業員の९कపఈΛ研म、ܒ発

活動Λ௨ͯ͡ਤ͍ͬͯ·͢ɻ·ͨ、グループ֤社͕所͢ࡏ
Δ域別に、֤ 国の法ྩに基͍ͮ ʮͨ独ࢭې法९कマ
ニュアル」Λ࡞成͠、グローバルͰのڝ૪త行ҝのະ
વࢭに取りΜͰ͍·͢ɻ

˙�ഊࢭͷऔΓΈ
当社グループ、グループ行動ݑষにͯ、官ެ庁・政ౘ

ͱの関ΘりͰ、ଃऩΛؚΊ、ഊ行ҝ（ʮͨΕ合͍」
ʮΏண」なͲ）Λ͠ࢭې、݈ 全な関อ࣋にΊΔ͜ͱΛ
、ͱͯ͠ࢦɻ·ͨ、グローバルͰの共௨͢·͍ͯ͠ه໌
ʮグローバルଃऩࢭガイドライン」Λࡦ定͠、ଃऩ
、フΝシリテーシϣンϖイϝント、会ܭෆਖ਼なͲのഊ

行ҝのࢭېΛ、当社グループの全ै業員にप͍ͯ͠·
͢ɻ·ͨ、サプライϠー͚にʮ入先サステナビリテΟ
ガイドライン」Λࡦ定͠、サプライチェーン全ମͰのഊ
行ҝのࢭに取りΜͰ͍·͢ɻ͜ ΕΒの活動取締役
͕参Ճ͢Δ部統制委員会にͯใ͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻ

˙�༌ग़ཧͷపఈͷऔΓΈ
当社Ͱ、輸出入管理ମ制Λඋ͠、輸出入ن制の
対ͱな͍ͬͯΔ・技術資料・ソフトウェア法ྩに
ҧ͢Δ（コϐーなͲ）なͲΛ、దなڐ可Λಘ
な͍Ͱ、国外にͪ࣋出ͨ͠り、国外͔Βࠐͪ࣋·な͍͜ͱ
Λపఈ͍ͯ͠·͢ɻ当社Ͱ、̓ 全อো貿易管理ମ制、会

社ن定によΔ法ྩ९कのపఈΛਤΔͱͱに、国外グ
ループ会社に͓͍ͯ、自主ݕによΔඋ、ෆ۩合の
༗ແΛ֬ೝ͠、本社͓よͼւ外統括会社ͱ連携ͯ͠ద
なサポートΛ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ

年 2020 2021 2022 2023

݅ �� �2 �� ��

コンプライアンス相談通報件数（国内） コンプライアンス相談の流れ

コンプライアンス相談窓口
（社内・社外）

通報者保護
匿名通報可能/プライバシー厳守/不利益取り扱いの禁止

相
談
者

内
部
統
制
委
員
会

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
会
）

●事実関係調査
●是正措置/再発防止措置

報告
相談

調査・
結果報告
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1988年４月	当社入社
2018年６月	当社執行役員	

(役員制度の変更により	
2019年６月退任）

2022年６月	当社執行役員
2023年６月	当社取締役社長

取締役社長・CEO

齋
さ い

藤
と う

 克
か つ

巳
み

1982年４月	当社入社
2012年６月	当社執行役員
2016年６月	当社取締役・常務執行役員
2018年６月	当社取締役・専務執行役員
2019年６月	当社取締役・執行役員
2023年６月	当社取締役副社長

取締役副社長・COO・CMO

安
や す

田
だ

 洋
ひろし

1985年４月	トヨタ自動⾞株式会社入社
2014年１月	同社関連事業室室長
2015年１月	当社顧問
2015年６月	当社執行役員
2018年６月	当社取締役・常務執行役員
2019年６月	当社取締役・執行役員

取締役・執行役員・CHRO

岡
お か

 正
ま さ

規
き

1997年９月	当社入社
2018年６月	当社執行役員	

（役員制度の変更により	
2019年６月退任）

2021年６月	当社執行役員
2023年６月	当社取締役・執行役員

取締役・執行役員・CTO

苗
な わ

代
し ろ

 光
み つ

博
ひ ろ

1980年４月	住友金属工業株式会社入社
2002年６月	同社経理部次長
2004年６月	三菱住友シリコン株式会社入社
2006年３月	株式会社SUMCO経理部長
2011年４月	同社執行役員（2014年３月退任）
2014年４月	株式会社横河住金ブリッジ理事	

（2015年12月退任）
2016年１月	ミライアル株式会社入社
2016年２月	同社管理部長
2017年４月	当社経理部主監
2019年４月	豊田合成企業年金基金常務理事
2020年６月	当社監査役

常勤監査役

大
お お

磯
い そ

 健
け ん

二
じ

1987年4月	 トヨタ自動⾞株式会社入社
2012年1月	 同社法務部訟務室グループ長

（主査）
2015年1月	 当社総合企画部主監
2016年1月	 当社法務部副部長
2016年6月	 当社法務部長
2021年6月	 当社監査役

常勤監査役

鈴
す ず

木
き

 山
や ま

人
と

1989年４月	 トヨタ自動⾞株式会社入社
2015年１月	 同社Lexus	International	ZL	
	 チーフエンジニア
2018年１月	 同社常務役員
2019年１月	 同社先進技術開発カンパニー	
	 材料技術領域領域長
2020年１月	 同社先進技術開発カンパニー	
	 材料技術領域統括部長
2020年６月	 当社監査役

〔重要な兼職の状況〕
トヨタ自動⾞株式会社先進技術開発	
カンパニー	
材料技術領域統括部長

社外監査役

加
か

古
こ

 慈
ち か

1977年４月	多治見市役所入庁
1987年４月	多治見市議会議員（３期12年）
1999年４月	岐阜県議会議員（２期８年）
2007年４月	多治見市長（４期16年）
2023年４月	多治見市民病院参与
2024年6月	 当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
多治見市民病院参与

社外取締役

古
ふ る

川
か わ

 雅
ま さ

典
の り

1981年４月	特殊法人日本貿易振興会	
	 (現	独立行政法人日本貿易	
	 振興機構、JETRO）入会
1998年８月	 JETROニューヨーク事務所次長
2001年12月	 JETRO本部企画部主幹
2006年４月	JETRO本部市場開拓部	
	 輸出促進課課長
2008年４月	JETROアジア経済研究所	
	 研究企画部次長
2010年４月	 JETROシンガポール事務所所長
2013年８月	JETRO本部対日投資部部長
2015年８月	JETRO理事
2019年９月	駐キルギス共和国特命全権大使	
	 (2022年10月退任）
2023年４月	当社アドバイザー
2024年6月	 当社取締役

社外取締役

前
ま え

田
だ

 茂
し げ

樹
き

2012年６月	株式会社パソナテック執行役員
2016年２月	株式会社	
	 エクサインテリジェンス創業	
	 同社取締役COO
2016年６月	株式会社パソナテック取締役
2019年10月	 起業家支援施設	
	 ｢なごのキャンパス」	
	 企画運営プロデューサー
2020年10月	 株式会社LEO創業	
	 代表取締役CEO
2024年6月	 当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
株式会社LEO代表取締役CEO
なごのキャンパス企画運営プロデューサー
武蔵野大学アントレプレナーシップ	
学部教授
名古屋大学産学官連携客員准教授

社外取締役

粟
あ

生
お う

 万
ま

琴
こ と

1980年４月	トヨタ自動⾞工業株式会社	
入社

2008年６月	トヨタ自動⾞株式会社	
常務役員

2013年４月	同社専務役員
2014年４月	当社顧問
2014年６月	当社取締役副社長
2015年６月	当社取締役社長
2020年６月	当社取締役会長
2021年６月	当社取締役
2024年6月	 当社取締役会長

〔重要な兼職の状況〕
日野自動⾞株式会社社外監査役

取締役会長

宮
み や

﨑
ざ き

 直
な お

樹
き

1987年10月	 株式会社テレビ朝日契約キャスター
1993年４月	日本放送協会契約キャスター
2003年７月	株式会社ホリプロ専属フリーアナウンサー	
	 (2009年4月専属契約終了）
2008年５月	東京大学先端科学技術	
	 研究センター協力研究員
2009年５月	同センター特任研究員
2011年４月	特定非営利活動法人	
	 国際環境経済研究所	
	 理事・主席研究員
2013年４月	東京大学教養学部附属	
	 教養教育高度化機構	
	 環境エネルギー科学特別部門	
	 客員准教授
2017年７月	特定非営利活動法人再生可能	
	 エネルギー協議会理事
2019年６月	当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
東京大学教養学部附属教養教育高度化
機構客員准教授
特定非営利活動法人国際環境経済研究所
理事・主席研究員
特定非営利活動法人再生可能エネルギー
協議会理事

社外取締役

松
ま つ

本
も と

 真
ま

由
ゆ

美
み

執行役員

小笠原 豊

山本 直

長谷川 真人（CSMO）

林 賢士

田中 伸恒

大谷 勝文（CRO）

Bijay Krishna Shrestha

岡田 靖

蜂須賀 正義（CFO）

安藤 浩子

1990年4月	 弁護士登録	
御堂筋法律事務所入所

1997年4月	 御堂筋法律事務所パートナー
2011年5月	 マックスバリュ西日本株式会社

社外監査役
2012年4月	 大阪弁護士会副会長
2013年4月	 京都大学法科大学院非常勤講師
2015年5月	 マックスバリュ西日本株式会社

社外取締役
2020年4月	 弁護士法人御堂筋法律事務所

代表社員弁護士
2020年6月	 ゼット株式会社社外取締役	

（監査等委員）
2022年6月	 当社監査役

〔重要な兼職の状況〕
　　弁護士法人御堂筋法律事務所代表社員	
　　弁護士
　　ゼット株式会社社外取締役（監査等委員）

社外監査役

桑
く わ

山
や ま

 斉
ひとし

1978年4月	 株式会社朝日新聞入社
2010年6月	 同社取締役大阪本社代表
2013年6月	 名古屋テレビ放送株式会社	

取締役
2014年6月	 同社代表取締役社長
2019年6月	 同社代表取締役会長
2022年6月	 同社相談役
2023年6月	 当社監査役

社外監査役

横
よ こ

井
い

 正
ま さ

彦
ひ こ

1979年４月	サンケン電気株式会社入社
2007年４月	同社生産本部生産統括部長
2007年６月	同社執行役員
2009年４月	同社生産本部長
2009年６月	同社取締役常務執行役員
2012年６月	同社取締役専務執行役員
2015年４月	同社代表取締役社長
2021年６月	同社取締役会長
2022年６月	同社特別顧問
2023年６月	当社取締役

社外取締役

和
わ

田
だ

 節
たかし

役員一覧 （2024年10月31日現在）

データ



TOYODA GOSEI REPORT 2024 105104

豊田合成に͍ͭͯ Ձ創ストーリー Ձ創のઓུ Ձ創Λ支͑Δ基൫ データ
データ

�� ؒͷ࿈ ࡒ݁ αϚϦʔ

日本基準（GAAP） 2014年度
（2015年3月期）

2015年度
（2016年3月期）

2016年度
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2017年度
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国際会計基準（IFRS） 2017年度
（2018年3月期）

2018年度
（2019年3月期）

2019年度
（2020年3月期）

2020年度
（2021年3月期）

2021年度
（2022年3月期）

2022年度
（2023年3月期）

2023年度
（2024年3月期）
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࿈ ࡒ݁  ॾ ද
（୯Ґɿඦສԁ）

連結財政状態計算書 当連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

࢈ࢿ
ɹɹྲྀಈ࢈ࢿ
ɹɹɹ現ۚٴͼ現ۚಉ 10�2�� 1��000
ɹɹɹӦٴݖ࠴ۀͼͦͷଞͷݖ࠴ 1����0 1�3��1
ɹɹɹͦͷଞͷۚ༥࢈ࢿ �3�0 ���3
ɹɹɹ୨Է࢈ࢿ ��1�1 ����3
ɹɹɹͦͷଞͷྲྀಈ࢈ࢿ 2���� 2����
ɹɹɹྲྀಈܭ߹࢈ࢿ �1�10� ���1��
ɹɹඇྲྀಈ࢈ࢿ
ɹɹɹ༗ݻܗఆ࢈ࢿ 32��3� 3�1���
ɹɹɹແ࢈ࢿܗ �2�0 �1�0
ɹɹɹͦͷଞͷۚ༥࢈ࢿ �023� �0�00
ɹɹɹ࣋๏Ͱձܭॲཧ͞Ε͍ͯΔࢿ 1��2� 2��3�
ɹɹɹୀ৬څʹΔ࢈ࢿ 3��1 2�1�
ɹɹɹ܁Ԇ੫ۚ࢈ࢿ 1�021 1�3�1
ɹɹɹͦͷଞͷඇྲྀಈ࢈ࢿ 2���0 2����
ɹɹɹඇྲྀಈܭ߹࢈ࢿ ���1�2 ���1�0
ɹɹܭ߹࢈ࢿ ���300 �333��

ෛٴ࠴ͼࢿຊ
ɹෛ࠴
ɹɹྲྀಈෛ࠴
ɹɹɹӦ࠴ۀٴͼͦͷଞͷ࠴ 1�2��3 1�����
ɹɹɹࣾٴ࠴ͼआೖۚ 32�0� 3��3�
ɹɹɹͦͷଞͷۚ༥ෛ࠴ 3�12 ��12
ɹɹɹະ๏ਓॴಘ੫ �220 ���3
ɹɹɹҾۚ ��03 ����
ɹɹɹͦͷଞͷྲྀಈෛ࠴ �0�� 10���
ɹɹɹྲྀಈෛܭ߹࠴ 1��0�� 21��0�
ɹɹඇྲྀಈෛ࠴
ɹɹɹࣾٴ࠴ͼआೖۚ 13011� ����1
ɹɹɹͦͷଞͷۚ༥ෛ࠴ 1313� 11���
ɹɹɹୀ৬څʹΔෛ࠴ 31��� 312�1
ɹɹɹҾۚ 3303 �0��
ɹɹɹ܁Ԇ੫ۚෛ࠴ 3211 1���
ɹɹɹͦͷଞͷඇྲྀಈෛ࠴ 12�� 1��1
ɹɹɹඇྲྀಈෛܭ߹࠴ 1�2��� 1���0�
ɹɹෛܭ߹࠴ 3���32 3���12

ɹࢿຊ
ɹɹɹࢿຊۚ 2�0�3 2�11�
ɹɹɹࢿຊ༨ۚ 2���0 2��22
ɹɹɹࣗࣜגݾ ˚123� ˚1�3�
ɹɹɹͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ �2�20 �2�01
ɹɹɹརӹ༨ۚ 3��2�� 3���3�
ɹɹɹձࣾͷॴ༗ऀʹؼଐ͢Δ࣋߹ܭ ����13 �2233�
ɹɹɹඇࢧ࣋ 3���3 ��3��
ɹɹࢿຊ߹ܭ ���3�� ����3�
ɹෛٴ࠴ͼࢿຊ߹ܭ ���300 �333��

（୯Ґɿඦສԁ）

連結損益計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自 2023年４月１日至 2024年３月31日）
ച্ऩӹ ��1��� 10�110�
ച্ݪՁ ˚�3�2�� ˚�131��
ച্૯རӹ 11���� 1���12
ൢചඅٴͼҰൠཧඅ ˚���1� ˚���33
ͦͷଞͷऩӹ ���2 ��3�
ͦͷଞͷඅ༻ ˚���0 ˚1011�
Ӧۀརӹ 3�0�� ���03
ۚ༥ऩӹ 3��1 �103
ۚ༥අ༻ ˚3��1 ˚���1
རӹࢿ๏ʹΑΔ࣋ 2�3 ��3�
੫Ҿલརӹ 3�323 �1�01
๏ਓॴಘ੫අ༻ ˚1�2�� ˚13���
ظརӹ 210�� ��32�

ظརӹͷؼଐ
ɹձࣾͷॴ༗ऀ 1�00� �1���
ɹඇࢧ࣋ �0�3 ���1
ɹظརӹ 210�� ��32�

རӹظͨΓג̍
ɹجຊత1גͨΓظརӹ（&14）<ԁ> 123��2 �00�22
ɹرബԽג̍ޙͨΓظརӹ<ԁ> 123��1 �00�20

（୯Ґɿඦສԁ）

連結包括利益計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自  2023年４月１日至 2024年３月31日）
ظརӹ 210�� ��32�

ͦͷଞͷแׅརӹ
ɹ७ଛӹʹৼΓସ͑ΒΕΔ͜ͱͷͳ͍߲
ɹɹͦͷଞͷแׅརӹΛ௨ͯ͡ެਖ਼ՁͰଌఆ͢Δ
ɹɹࢿຊੑۚ༥࢈ࢿ ˚11�� 1�3��
ɹɹ֬ఆڅ੍ͷ࠶ଌఆ 3�� ���
ɹɹ࣋๏ద༻ձࣾʹ͓͚Δͦͷଞͷแׅརӹʹର͢Δ࣋ 1 �2
ɹɹ७ଛӹʹৼΓସ͑ΒΕΔ͜ͱͷͳ͍߲߹ܭ ˚��� 1��01

ɹ७ଛӹʹৼΓସ͑ΒΕΔՄੑͷ͋Δ߲
ɹɹ在֎Ӧ׆ۀಈମͷֹࠩࢉ 123�� 2��11
ɹɹ࣋๏ద༻ձࣾʹ͓͚Δͦͷଞͷแׅརӹʹର͢Δ࣋ ��0 �2�
ɹɹ७ଛӹʹৼΓସ͑ΒΕΔՄੑͷ͋Δ߲߹ܭ 12��� 2��3�
ɹɹ੫Ҿͦޙͷଞͷแׅརӹ 12101 �303�
ɹظแׅརӹ 331�0 1013��

ɹظแׅརӹͷؼଐ
ɹɹձࣾͷॴ༗ऀ 2�3�� �0��3
ɹɹඇࢧ࣋ ���3 10�10
ɹɹظแׅརӹ 331�0 1013��
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（୯Ґɿඦສԁ）

  連結持分変動計算書

ձࣾͷॴ༗ऀʹؼଐ͢Δ࣋

ຊۚࢿ ຊ༨ۚࢿ ࣜגݾࣗ

ͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ

在֎Ӧ׆ۀಈ
ମͷֹࠩࢉ

ͦͷଞͷแׅ
རӹΛ௨ͯ͡
ެਖ਼ՁͰ
ଌఆ͢Δࢿຊੑ
ۚ༥࢈ࢿ

֬ఆڅ੍
ͷ࠶ଌఆ

ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ
2022年�月1日࣌ͷߴ 2�0�� 2���� ˚1233 1��0� 2�02� ʵ
ɹظརӹ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹͦͷଞͷแׅརӹ ʵ ʵ ʵ 111�2 ˚11�� 3��
ɹɹظแׅརӹ߹ܭ ʵ ʵ ʵ 111�2 ˚11�� 3��
ɹ৽גͷൃߦ 23 23 ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹࣗࣜגݾͷऔಘ ʵ ʵ ˚1 ʵ ʵ ʵ
ɹۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹࢧܧଓࢠձࣾʹର͢Δ࣋มಈ ʵ 2�� ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹ૿ࢿʹΑΔมಈ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹ࿈݁ൣғͷมಈ ʵ �2 ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ͔Β ʵ ʵ ʵ ʵ ˚2� ˚3��ɹརӹ༨ۚͷৼସ
ɹɹॴ༗ऀͱͷऔҾֹ߹ܭ 23 3�� ˚1 ʵ ˚2� ˚3��
2023年̏月31日࣌ͷߴ 2�0�3 2���0 ˚123� 2���0 22��� ʵ
ɹظརӹ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹͦͷଞͷแׅརӹ ʵ ʵ ʵ 2300� 1���2 ��0
ɹɹظแׅརӹ߹ܭ ʵ ʵ ʵ 2300� 1���2 ��0
ɹ৽גͷൃߦ 21 21 ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹࣗࣜגݾͷऔಘ ʵ ʵ ˚�1�1 ʵ ʵ ʵ
ɹࣗࣜגݾͷফ٫ ʵ ˚1�� ���� ʵ ʵ ʵ
ɹۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ͔Β
ɹརӹ༨ۚͷৼସ ʵ ʵ ʵ ʵ ˚�2�� ˚��0

ɹͦͷଞ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
ɹɹॴ༗ऀͱͷऔҾֹ߹ܭ 21 ˚13� ˚�01 ʵ ˚�2�� ˚��0
202�年̏月31日࣌ͷߴ 2�11� 2��22 ˚1�3� �2��� 3002� ʵ

ձࣾͷॴ༗ऀʹؼଐ͢Δ࣋
ͦͷଞͷࢿຊͷ
ཁૉߏ རӹ༨ۚ ܭ߹ ඇࢧ࣋ ܭ߹
ܭ߹
ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ ඦສԁ

2022年�月1日࣌ͷߴ �2�33 33�0�� �2��0� 33��� ��2���
ɹظརӹ ʵ 1�00� 1�00� �0�3 210��
ɹͦͷଞͷแׅརӹ 103�2 ʵ 103�2 1�0� 12101
ɹɹظแׅརӹ߹ܭ 103�2 1�00� 2�3�� ���3 331�0
ɹ৽גͷൃߦ ʵ ʵ �� ʵ ��
ɹࣗࣜגݾͷऔಘ ʵ ʵ ˚1 ʵ ˚1
ɹۚ ʵ ˚�122 ˚�122 ˚2��� ˚���0
ɹࢧܧଓࢠձࣾʹର͢Δ࣋มಈ ʵ ʵ 2�� �0 32�
ɹ૿ࢿʹΑΔมಈ ʵ ʵ ʵ 3� 3�
ɹ࿈݁ൣғͷมಈ ʵ ˚�2 ʵ ʵ ʵ
ɹͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ͔Β ˚�0� �0� ʵ ʵ ʵɹརӹ༨ۚͷৼସ
ɹɹॴ༗ऀͱͷऔҾֹ߹ܭ ˚�0� ˚���� ˚���� ˚2��� ˚����
2023年̏月31日࣌ͷߴ �2�20 3��2�� ����13 3���3 ���3��
ɹظརӹ ʵ �1��� �1��� ���1 ��32�
ɹͦͷଞͷแׅརӹ 3�3�� ʵ 3�3�� 3�3� �303�
ɹɹظแׅརӹ߹ܭ 3�3�� �1��� �0��3 10�10 1013��
ɹ৽גͷൃߦ ʵ ʵ �2 ʵ �2
ɹࣗࣜגݾͷऔಘ ʵ ʵ ˚�1�1 ʵ ˚�1�1
ɹࣗࣜגݾͷফ٫ ʵ ˚��00 ʵ ʵ ʵ
ɹۚ ʵ ˚��0� ˚��0� ˚�0�� ˚12���
ɹͦͷଞͷࢿຊͷߏཁૉ͔Β ˚�21� �21� ʵ ʵ ʵɹརӹ༨ۚͷৼସ
ɹͦͷଞ ʵ ˚� ˚� ʵ ˚�
ɹɹॴ༗ऀͱͷऔҾֹ߹ܭ ˚�21� ˚�0�� ˚1��30 ˚�0�� ˚20���
202�年̏月31日࣌ͷߴ �2�01 3���3� �2233� ��3�� ����3�

（୯Ґɿඦສԁ）

  連結キャッシュ・フロー計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自 2023年4月1日至 2024年3月31日）
Ӧ׆ۀಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ
ɹ੫Ҿલརӹ 3�323 �1�01
ɹݮՁঈ٫අٴͼঈ٫අ ���33 �0��3
ɹݮଛଛ （ࣦຢೖΕ） 3��� �3�02
ɹҾۚͷ૿ݮ （ֹ˚ݮগ） 11� �2�1
ɹୀ৬څʹΔෛ࠴ͷ૿ݮ （ֹ˚ݮগ） 131� 120�
ɹୀ৬څʹΔ࢈ࢿͷ૿ݮ （ֹ˚૿Ճ） 300 32
ɹۚ༥ऩӹ ˚��10 ˚132��
ɹۚ༥අ༻ 3�23 3���
ɹ࣋๏ʹΑΔࢿଛӹ（˚ӹ） ˚2�3 ˚��3�
ɹݻఆ࢈ࢿച٫ଛӹ（˚ӹ） 230 ���
ɹ୨Է࢈ࢿͷ૿ݮ （ֹ˚૿Ճ） ˚�3� 20�1�
ɹӦٴݖ࠴ۀͼͦͷଞͷݖ࠴ͷ૿ݮ （ֹ˚૿Ճ） 13�� �2��
ɹӦ࠴ۀٴͼͦͷଞͷ࠴ͷ૿ݮ （ֹ˚ݮগ） ˚11212 ���
ɹͦͷଞ ˚���0 ˚��0

খܭ ����� 1��0�2
ɹརଉͷडऔֹ 2��� ��1�
ɹۚͷडऔֹ 1202 1���
ɹརଉͷࢧֹ ˚3�03 ˚3��3
ɹ๏ਓॴಘ੫ͷࢧֹ ˚1���� ˚1��0�
ɹӦ׆ۀಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ �3��3 12�3��
׆ࢿಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ
ɹఆظ༬ۚͷ༬ೖʹΑΔࢧग़ ˚���2 ˚1�1��
ɹఆظ༬ۚͷʹΑΔऩೖ 1��23 ��0�
ɹ༗ݻܗఆٴ࢈ࢿͼແ࢈ࢿܗͷऔಘʹΑΔࢧग़ ˚��12� ˚���0�
ɹ༗ݻܗఆٴ࢈ࢿͼແ࢈ࢿܗͷച٫ʹΑΔऩೖ 1�1� 11��
ɹࢿͷऔಘʹΑΔࢧग़ ˚102� ˚2�3�
ɹࢿͷച٫ʹΑΔऩೖ 10� 12�23
ɹͦͷଞ ˚12�� 10�
ɹ׆ࢿಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ ˚31��2 ˚�0���
ಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ׆ࡒ
ɹظआೖΕʹΑΔऩೖ 20�03 2�3�
ɹظआೖۚͷฦࡁʹΑΔࢧग़ ˚����0 ˚10�31
ɹظआೖΕʹΑΔऩೖ 3130� 32��
ɹظआೖۚͷฦࡁʹΑΔࢧग़ ˚1���1 ˚2����
ɹࣾ࠴ͷൃߦʹΑΔऩೖ ʵ ����
ɹϦʔεෛ࠴ͷฦࡁʹΑΔࢧग़ ˚�1�� ˚�1��
ɹࣗࣜגݾͷऔಘʹΑΔࢧग़ ˚1 ˚�1�1
ɹۚͷࢧֹ ˚�120 ˚��0�
ɹඇࢧ࣋ͷۚͷࢧֹ ˚2�0� ˚�103
ɹඇࢧ͔࣋ΒͷࠐʹΑΔऩೖ 3�� ʵ
ɹࡒ׆ಈʹΑΔΩϟογϡɾϑϩʔ ˚2���� ˚�30��
現ۚٴͼ現ۚಉͷ૿ݮ （ֹ˚ݮগ） ˚��3� 3��1�
現ۚٴͼ現ۚಉͷظटߴ 10�1�� 10�2��
現ۚٴͼ現ۚಉʹΔֹࠩࢉ 2��0 �11�
現ۚٴͼ現ۚಉͷظߴ 10�2�� 1��000
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売上収益

※豊田合成グループは2019年3月期第1四半期連結累計期間よりIFRSを適用しています。
　また、2018年3月期についてもIFRSベースに組み替えた数値を記載しています。

営業利益率 設備投資／研究開発費 基本的1株当たり当期利益

1株当たり配当金 現金及び現金同等物／有利子負債 親会社所有者帰属持分比率

営業利益／
親会社の所有者に帰属する当期利益

ROE／TG-ROIC

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（億円）

400

300

200

100

0

（円）

178
112

364 352 341

233

700
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400

300

200

100

0

350

677

160

514

（億円）

800
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200

0

（億円）

16
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8

6

4

2

0
20232021 202220202019

20232021 202220202019

20232021 202220202019

5.7

3.2

（%）

8.2

3.6

10.6

15.5

100

80

60

40

20

0

60.0

95.0

60.060.060.0

（円）

2,000

1,500

1,000

500

0

（億円）

60

40

20

0

49.9 51.850.548.7

（%）

56.0

10

8

6

4

2

0

4.1
5.1

2.2

（%）

3.7

6.3

営業利益
親会社の所有者に帰属する当期利益

TG-ROIC
ROE

設備投資 研究開発費

現金及び現金同等物 有利子負債

8,302

9,518

10,711

7,214
8,129

202120202019 2022 2023 2021 2022 202320202019

2021 2022 202320202019

2021 2022 202320202019

488

342

494

392418

313

465

310

497

335
123.62

400.22

180.39

271.99

86.74

1,052

1,630 1,4601,3831,279
1,480

1,340
1,522

1,091

1,736

8.1
9.9

9.6

5.2

202120202019 2022 2023

202120202019 2022 2023

（年度） （年度） （年度）

（年度） （年度） （年度）

（年度） （年度） （年度）

CO2排出量（Scope1,2）

温室効果ガス（6ガス）排出量（CO2換算）
【単体】

産業廃棄物発生量・処理状況
（2023年度実績）【単体】

プラスチック産業廃棄物量【単体】 売上高当りの取水量（指数※3）【単体】

産業廃棄物量【単体】 売上高当り廃棄物量（指数※2）
【海外グループ会社】

環 境 〈Environment〉

60

40

20

0
2030目標
（年度）（基準年）

2025目標202320222015

57.4

14.9

（万t-CO2）

40

20

0

（年度）
20232021

（%）100
グローバル 単体

2012

2.0

1.0

0

（年度）
2021

1.3

0.03
2022 2023
0.03 0.03

（万t-CO2）

2015

100

80

60

40

20

0

（年度）
※2 基準年を100とした場合の数値

2030目標2025目標20222021 2023

100

34

（指数）

12

8

4

0

（年度）
2025目標 2030目標

11.3
（千t）

（t）

Scope３カテゴリ別CO2排出量
（2023年度実績）［グローバル］

再生可能エネルギー導入率［グローバル］

6

2022

13 11

2030目標2025目標

2012
（基準年） （基準年）

1,500

1,000

500

0

（年度）
2030目標

1,373

2019
（基準年）

28 24

2019

120

60

0

（年度）
※3 基準年を100とした場合の数値

2030目標2025目標2022 20232021

100
107

93

（指数）

（基準年）

72

目標
2015年度比
25%減

目標
2012年度比
40%減

目標
2012年度比
50%減

目標
2019年度比
22%減

目標
2019年度比
6%減

目標
2019年度比
11%減

目標
2015年度比
50%減

目標
2015年度比
55%減

カーボン
ニュートラル

目標
2030年
100%

目標
2025年
12%

45.9

10.1

44.8

9.5

47.1

10.9

2021

5.1 4.7

2021

5.5

2022 2023

2021

1,215

2022 2023

1,050
867

社内再利用量 1,256t

有償
リサイクル量（売却）

7,044t

逆有償
リサイクル量（支払）

4,696t

産業
廃棄物量
4,697t

埋立
廃棄物量
0t

焼却
廃棄物量
1.2t

排出量（万ｔ）
23年度実績 2030

目標CO2排出量（Scope3カテゴリ別） 合計274.4
ΧςΰϦ̍ ೖͨ͠ɾαʔϏεߪ 21��1� ΧςΰϦ̕ Լྲྀͷྲྀ 0�2�

˞1

2����
ݮ

ΧςΰϦ̎ ࡒຊࢿ 1��2� ΧςΰϦ10 ൢചͨ͠ͷՃ ����

ΧςΰϦ̏ ೩ྉ͓ΑͼΤωϧΪʔؔ࿈׆ಈ
	4DPQF12 ʹؚ·Εͳ͍ 
 ��1� ΧςΰϦ11 ൢചͨ͠ͷ༻ 0�1�

ΧςΰϦ̐ ্ྲྀͷྲྀ 1���� ΧςΰϦ12 ൢചͨ͠ͷഇغ 1�3�

ΧςΰϦ̑ غΒग़Δഇ͔ۀࣄ ��0� ΧςΰϦ13 ԼྲྀͷϦʔε࢈ࢿ （）

ΧςΰϦ̒ ग़ு 0��� ΧςΰϦ1� ϑϥϯνϟΠζ （）

ΧςΰϦ̓ ۈһͷ௨ۀै ���� ΧςΰϦ1� ࢿ 1���

ΧςΰϦ̔ ্ྲྀͷϦʔε࢈ࢿ 0�3�

（）ඇ֘
※1 2019年度比27.5%減（カテゴリ1）

ࡒ ϋΠϥΠτ ඇࡒ ϋΠϥΠτ
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男女別平均勤続年数【単体】

労働災害発生率（休業度数率）【単体】障がい者雇用率【単体】 コンプライアンス研修受講者数【単体】

男女別育児休業取得数【単体】※1 女性管理職者数【単体】

女性 男性（年）

（年度）
※1 当該年度に育児休業を開始した人数

※2 厚生労働省の労働災害動向調査結果
　  （調査期間：1月～12月）

（人）

（年度）

（人）

（%）（％）

（年度）（年度）

法定雇用率

1.20 1.21
1.31 1.25

0.50 0.48 0.45
0.56

0.17 0.21
0.07

0.20

317 323
292

330

225
175

216 196 215

169

82 73 89
56 58

2.2%
2.3%

2.38 2.47 2.39
2.21

2.40

20232019 20222020 202120232019 2020 2021 2022
（年度）

2022 2023202120202019

（人）

（年度）
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女性 男性

1

2

3

0

0.5

1.0

1.5

休業度数率＝ ×100万
労働災害における死傷者数（人）

延べ労働時間

全製造業※2

輸送用機器製造業※2

豊田合成（株） 0.31

0.60

1.29

新入社員研修

中堅層向け研修

新任管理者研修

ガバナンス 〈Governance〉

2019 2020 2021 2022 2023

15.5
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18.3
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18.3

16.5
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16.9

19.9

2019 2021 2022 20232020
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社 会 〈Social〉

構成銘柄に選定されたおもなインデックス

	J19
日経インデックス400

'TSE #lossoN
JaQan SeDtor RelatiWe InEex
�IUUQT���XXX�GUTFSVTTFMM�DPN�KB�
QSPEVDUT�JOEJDFT�CMPTTPN�KBQBO

'TSE4(ooE InEex Series
�IUUQT���XXX�GUTFSVTTFMM�DPN�KB�
QSPEVDUT�JOEJDFT�GUTF�HPPE

S�1�J19
カーϘン・エフΟシェント
ࢦ

'TSE #lossoN
JaQan InEex
�IUUQT���XXX�GUTFSVTTFMM�DPN�KB�
QSPEVDUT�JOEJDFT�CMPTTPN�KBQBO

ࣾ֎͔ΒͷධՁ

ಈ׆3*

ಈ׆ 2021年 2022年 2023年

アナリスト・機関投資家ݸ͚別ミーテΟング 125ճ 109ճ 129ճ

アナリスト・機関投資家ࢉܾ͚આ໌会 4ճ 4ճ 4ճ

アナリスト・機関投資家͚事業આ໌会�施設見学会 2ճ 3ճ 2ճ

ূ݊会社主࠵コンフΝレンス 3ճ 2ճ 3ճ

આ໌会͚人投資家ݸ 2ճ 1ճ 1ճ

ࣾࢿՈɾΞφϦετͳͲͱͷରΛॏཁ͓ͯ͠ࢹΓɺܦӦਞͷϑΟʔυόοΫΛੵۃతʹ͍ߦɺۀاՁ্ʹͭͳ͛ͯ
͍·͢ɻ

サステナビリティに関する社外からの評価

日経 S%(s
経営ௐ査2023

経営༏ྑ法人߁݈
（ホϫイト500）

C%1
ʮ気ީ変動」2023		スコアɿ"�
	ʮサプライϠーエンήージϝント」
2023		スコアɿ"
ʮਫセキュリテΟー」2023スコアɿ"�

			 スポーπエール
カンパニー2024ʴ

環境ল　30CZ30
自વ共生サイトに
ฏ和ொ工場ビΦトープ͕ೝ定

͕Μ対ࡦਪ進༏ྑ企業

2023年度重点項目の実績と2025年度・2030年度目標【単体】
重点項目 2023年度実績 2025年度目標 2030年度目標

ऀߨमͷ年ؒडݚΛରͱͨ͠ࡐ෦ਓװ �3໊ �0໊ ʔ

ւ֎ग़ऀൺ（ཧ৬ɾٕࣄ৬） 2�� 2�ˋҎ্ ʔ

%9ਓࡐͷҭਓ 2�0໊ 2�0໊ �00໊

ঁੑཧ৬ͷਓ 3�໊	3���
 �� （໊��0ˋ） 100 （໊���ˋ）

φγϣφϧελοϑװ෦ൺ（ւ֎άϧʔϓձࣾͷ෭ࣾҎ্） 3��	άϩʔόϧ
 �0�Ҏ （্άϩʔόϧ） �0�

த్࠾༻ऀͷཧ৬ൺ 33� 30�Ҏ্ 30�Ҏ্

ো͕͍ऀޏ༻ <άϧʔϓશମࠃ>�2��0 ๏ఆޏ༻ୡ（ࠃάϧʔϓ֤ࣾ） ʔ

ΤϯήʔδϝϯταʔϕΠ݁Ռ（ߠఆతධՁ） ��� �0�Ҏ্ ���Ҏ্

ฏؒ࣌ۀۉ 1���)�月ɾਓ 10�0)�月ɾਓҎԼ ʔ

年ٳऔಘ �1� ���Ҏ্ ʔ

உੑࣾһͷҭۀٳࣇऔಘ ����� ��� 100�

உঁͷۚࠩҟ ����� ��� �2�

ඇࡒ ϋΠϥΠτ

https://www.ftserussell.com/ja/products/indices/blossom-japan
https://www.ftserussell.com/ja/products/indices/ftse4good
https://www.ftserussell.com/ja/products/indices/blossom-japan
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
データ

会社情報 （2024年3月31日現在）

投資家情報 （2024年3月31日現在）

本社所在地 〒452-8564　
愛知県清須市春日長畑1番地

連結子会社 52社 
（国内：12社、海外：40社）

設立 1949年6月15日 持分法適用会社 8社（国内：4社、海外：4社）
資本金 281億円 従業員数 連結：38,951名　単体：6,688名

株式の総数 発行可能株式総数　200,000,000株
発行済株式総数　　127,053,431株
　　　（自己株式 560,716株を除く）

株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

株主数 12,851名 証券コード 7282

上場取引所 東京証券取引所および
名古屋証券取引所

株式所有者別分布状況 大株主の状況

外国法人など
16.08％

金融機関
25.88％

金融商品取引業者
2.09％

国内事業法人など
48.56％

個人・その他
6.95％

自己株式
0.44％

株主名 持株数 持株比率

トヨタ自動車株式会社 55,459 千株 43.65%

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 10,598 8.34

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 8,341 6.56

株式会社三井住友銀行 4,207 3.31

豊田合成従業員持株会 1,797 1.41

日本生命保険相互会社 1,592 1.25
BNYM AS AGT/
CLTS 10 PERCENT 1,432 1.12

第一生命保険株式会社 1,381 1.08

大栄産業株式会社 1,041 0.81

JUNIPER 995 0.78
※ 持株比率は自己株式を控除して計算しております

コーポレートサイト
https://www.toyoda-gosei.co.jp/

・ ニュース
・ 会社概要・理念ビジョン
・ 製品・技術情報

・ IR資料
  有価証券報告書・決算資料・
  事業説明会資料など
・ 適時開示情報
・ 株価・株式情報
・ 個人投資家のみなさまへ

・ 豊田合成のサステナビリティ推進
・ 環境/社会/ガバナンス
・ データライブラリー・レポート　
・ GRIスタンダード対照表
・ 統合報告書
・ サステナブル＆ポジティブインパクト
・ ファイナンスフレームワーク

財務情報　
Webサイト 株主・投資家情報　
https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/
2024年10月にリニューアル

非財務情報　
Webサイト サステナビリティ
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/

https://www.toyoda-gosei.co.jp/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/



